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おもしろい！　わかりやすい！　ためになる！

「世界史×日本史」新しい歴史に出会える教科書

＊本冊子に掲載している内容は，
　一部変更となる場合があります。



・�近現代の歴史の変化に関わる諸事情について，世界とその中における日本を広く相互的な視野から
捉え，資料を活用しながら歴史の学び方を習得し，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を
考察，構想すること。

・�近現代の歴史の大きな変化を「近代化」，「国際秩序の変化や大衆化」，「グローバル化」と表し，�
「A　歴史の扉」，「B　近代化と私たち」，「C　国際秩序の変化や大衆化と私たち」，「D　グローバル
化と私たち」の４つの大項目が設定されている。

■  学習の目的 －世界史と日本史が融合した新しい科目－

■  歴史総合の内容

●  新科目「歴史総合」のポイント

明解 歴史総合
■ QRコンテンツ
　�動画や用語解説，一問一答，地図や年表などのデジタルコンテンツが
充実。

　＊詳細は本冊子p.28および帝国書院ウェブサイトをご覧ください。

■ 関連教材
　デジタル副教材や指導資料などの関連教材が充実。
＊詳細は本冊子p.29-31および帝国書院ウェブサイトをご覧ください。
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出典：高等学校学習指導要領解説�地理歴史編

歴史総合の内容
A 歴史の扉
（1）歴史と私たち　（2）歴史の特質と資料
B 近代化と私たち
（1）近代化への問い　（2）結び付く世界と日本の開国　
（3）国民国家と明治維新　（4）近代化と現代的な諸課題
C 国際秩序の変化や大衆化と私たち
（1）国際秩序の変化や大衆化への問い　（2）第一次世界大戦と大衆社会
（3）経済危機と第二次世界大戦　（4）国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題
D グローバル化と私たち
（1）グローバル化への問い　（2）冷戦と世界経済
（3）世界秩序の変容と日本　（4）現代的な諸課題の形成と展望
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歴史総合の３つのキーワード

産業社会と国民国家の形成を背景とした，人々の生活や社
会の在り方の変化。

国際的な結び付きが強まり，国家間の関係性が変化したこ
とや個人や集団の社会参加が拡大したことを背景とした，
人々の生活や社会の在り方の変化。

科学技術の革新を背景に人・商品・資本・情報等が国境を
越えて一層流動するようになった，人々の生活や社会の在
り方の変化。

おもしろい！　わかりやすい！　ためになる！

「世界史×日本史」新し い歴史に出会える教科書

● 「見通し」と「振り返り」で確かな学力が身に付く部構成・見開き構成
● 思考力・判断力・表現力を育成する「歴史に迫る！」・「歴史の選択肢」
● 資料の収集・整理・分析の技能が習得できる「技能を磨く」

● ビジュアルに捉えられる「生活・文化から見る日本と世界」
● 身近な視点が生徒の関心を高める「ものから見る歴史」・「人物コラム」

世界とその中の日本が
 捉えられる！

生徒が歴史に
興味・関心を持てる！

アクティブラーニングで
学びが深められる！

● 世界と日本を結び付ける本文記述
● 世界と日本の動きを一体として理解できる単元構成
● 前近代史がコンパクトにまとまった巻頭の資料「地域の歩み 1 ～ 5」

特色
１

特色
2

特色
3

本冊子
p.6-15

本冊子
p.16-19

本冊子
p.20-27

近代化近代化

国際秩序の変化や大衆化国際秩序の変化や大衆化

グローバル化グローバル化

2 3



●�巻頭の資料として「地域の歩み1～5」を�
設置。近現代史の土台となる世界の風土と
前近代史を確認できる。

●�本編は１見開き１時間で進められ，２単位
で十分に歴史総合の内容が身に付く構成。

全体
構成 風土と前近代史を踏ま えて学習できる構成
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シ此
こ

ノ憲
けんけん

法
ぽうぽう

ノ上
じょうじょう

記
きき

ニ依
よ

リ之
これ

ヲ行
おこなおこな

フ
第
だいだい

11条
じょうじょう

天
てんてん

皇
のうのう

ハ陸
りくりく

海
かいかい

軍
ぐんぐん

ヲ統
とう

帥
すい

ス
第
だいだい

28条
じょうじょう

日
にっにっ

本
ぽんぽん

臣
しんしん

民
みんみん

ハ安
あん

寧
ねい

秩
ちつ

序
じょ

ヲ妨
さまた

ケス及
および

臣
しんしん

民
みんみん

タルノ義
ぎぎ

務
むむ

ニ背
そむ

カサル限
かぎり

ニ於
おい

テ
信
しんしん

教
きょうきょう

ノ自
じじ

由
ゆうゆう

ヲ有
ゆうゆう

ス
第
だいだい

29条
じょうじょう

日
にっにっ

本
ぽんぽん

臣
しんしん

民
みんみん

ハ法
ほうほう

律
りつりつ

ノ範
はん

囲
い

内
ないない

ニ於
おいおい

テ言
げんげん

論
ろんろん

著
ちょちょ

作
さくさく

印
いん

行
こう
＊集
しゅうしゅう

会
かいかい

及
および

結
けっけっ

社
しゃしゃ

ノ自
じじ

由
ゆうゆう

ヲ有
ゆうゆう

ス ＊図
とと

書
しょしょ

の印
いんいん

刷
さつさつ

や発
はっはっ

行
こうこう

大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けんけん

法
ぽうぽう

（1889年
ねんねん
）

史史史
料

伊
い

藤
とう

がヨーロッパで
学
まな

んだ立
りっ

憲
けん

政
せい

治
じ

　憲
けん

法
ぽう

調
ちょう

査
さ

のために渡
と

欧
おう

した伊
い

藤
とう

は，まずベ
ルリン大

だい

学
がく

のグナイストから「憲
けん

法
ぽう

は国
こく

民
みん

精
せい

神
しん

の表
あらわ

れ」という教
おし

えを受
う

けた。他
た

方
ほう

，ウィーン
大
だい

学
がく

のシュタインからは，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

と行
ぎょう

政
せい

の
調
ちょう

和
わ

による国
くに

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

を学
まな

んだ。
　こうして伊

い

藤
とう

は，立
りっ

憲
けん

政
せい

治
じ

は憲
けん

法
ぽう

の制
せい

定
てい

の
みで実

じつ

現
げん

できるものではなく，議
ぎ

会
かい

制
せい

度
ど

など
の国

くに

のしくみと，それを運
うん

用
よう

する行
ぎょう

政
せい

制
せい

度
ど

の
整
せい

備
び

が必
ひつ

要
よう

と学
まな

んだ。さ
らには，それを運

うん

営
えい

して
いく人

ひと

々
びと

の養
よう

成
せい

と教
きょう

育
いく

が重
じゅう

要
よう

と学
まな

び取
と

った。

天皇

国　　民

枢密院
すうみついん

元老
げんろうげ 憲法に規定のない機関

天皇に内閣総理大臣を推薦
すいせん

へいえき

立法 行政 司法 軍部
内閣帝国議会 大審院

だい しん いん 陸軍 海軍

各省

道府県

衆議院 貴族院

兵役選挙

明治天皇

内閣総理大臣
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して大
だい
日
に
本
ほん
帝
てい
国
こく
憲法が発布され，翌 90 年の帝

てい
国
こく
議会の開設へと至った。

これは，欧米以外の国において，当時唯
ゆい
一
いつ
の立憲政治の始まりであった。

　しかし，90年に行われた最初の衆議院議員総選挙では，高額納税者の
成年男性にしか選挙権は与

あた
えられず，有権者は国民の１％程度でしかな

かった。また，北海道や沖縄県の人々には参政権がなく，国政に関わるこ

とができなかった。同時期のイギリスでは，国民の約 19％が選挙権を有

しているのと比べると低い数値であったが，イギリスも制限選挙であり，

選挙権の拡大は，各国が抱
かか
える共通の課題であった。

　憲法制定と共に諸法典も整備され，日本の近代法制度が出来上がった。

民法については，フランス人法学者ボアソナードが起草した法典が 90年
に公布されたが，日本人の法学者から反対が出され，結局日本人の手によ

る新しい民法典が 98年に施
し
行
こう
された。

　　　　　　　近代国民国家は，主権を有し，それを構成する国民と主権

が及
およ
ぶ領土を持つ。新政府も近

きん
隣
りん
国
こく
との領土画定に努めた。

北方ではロシアと，幕府が結んだ日
にち
露
ろ
通好（和

わ
親
しん
）条約による択

え
捉
とろふ
島・得

ウルッ
撫
プ

島間の国境画定に続き，樺
から
太
ふと
・千

ち
島
しま
交
こう
換
かん
条約を結び，日本は樺太を放

ほう
棄
き
し

千島列島を得た。琉
りゅう
球
きゅう
については，日本と清

しん
の両属関係であったが，琉球

諸島の船が台
たい
湾
わん
に漂

ひょう
着
ちゃく
した際，乗組員が殺害される事件が起こった。日本

は抗
こう
議
ぎ
して，1874 年に台湾出兵を行ったが，これに対し清が事実上の賠

ばい

償
しょう
金
きん
を支

し
払
はら
ったため，日本は琉球が日本領となったと見なして 79年に沖

縄県を設置した。小
お
笠
がさ
原
わら
諸島は，幕末に幕府が英米両国へ日本領であるこ

とを通告しており，76年に国際法に基
もと
づき領有が認められた。さらに日

本は，95年に尖
せん
閣
かく
諸島の沖縄県への編入，次いで 1905 年に竹

たけ
島
しま
の島根

県への編入を閣議決定し，自国の領土とする意思を公式に示した。

史料 QR 1 QR

３
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➡p.41

1825 〜 1910 ➡p.37

日本の
国境画定

➡巻末１ 未来

5

1855

1875

➡p.22

（明治 7）

2 ➡資料20

　　　　日本が政治制度を整えるために，開
設や発布したものを，本文から時系列順に書
き出そう。

確認

　　　　近代国家となった日本の政治に，国
民はどの程度参加することができたのだろう
か，説明しよう。

説明

　　 明治初期の日本の国境と外交５

日本で初めて女性の参政権を実現した

　高知県の上
かみ

町
まち

に住み，戸主であった
喜多は，1878（明治 11）年，区会議員
の選挙で「戸主として納税しているのに，
女だから選挙権がないというのはおか
しい。本来義務と権利は両立するのが
道理であり，選挙権がないなら納税し

ない」と県に抗
こう

議
ぎ

し，拒
きょ

否
ひ

されると内務省に訴
うった

え出た。当時，
世界でも女性参政権はアメリカのワイオミング州議会だけと
いわれていたなか，喜多の住む地域では 80年から女性参政
権が認められた。しかし４年後の法改正により，また男性し
か投票できなくなった。喜多はその後，亡

な

くなるまで女性民
権家として活動を行った。〈高知市立自由民権記念館蔵〉

楠
くすの

瀬
せ

喜
き

多
た

（1836～ 1920）

２
部
５
章

150°
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❶ロシア

❸朝鮮

❷清

❻

❺❹

竹島江華島

尖閣諸島
琉

球諸島
台
湾

小
笠
原
諸
島

択
捉
島

占
守
島得

撫
島

樺
太 千島

列
島

日本
1855年に
画定した国境＊

え
と
ろ
ふ
と
う

シ
ュ
ム
シ
ュ
と
うウ

ル
ッ

プ
と
う

太太

日日

平平

本本

洋洋

海海

にち ろ

からふと

にっしんしゅうこう

にっちょう

はん

しょうにんたいわん

カンファ ド

せんかく

こうかんち しま

わ しん

しん

ちょうせん

りゅうきゅう

お  がさわら

たけしま

❶ロシア
 1855年 日露通好（和親）条約＊
 1875年 樺太・千島交換条約
❷清
 1871年 日清修好条規
 1874年 台湾出兵
❸朝鮮
 1875年 江華島事件
 1876年 日朝修好条規

❹琉球諸島
 1872年 琉球藩設置
 1879年 沖縄県設置
 1895年 尖閣諸島を沖縄県に編入
❺小笠原諸島
 1876年 英・米が日本の領有を承認
❻竹島
 1905年 島根県に編入

＊歯舞群島，色丹島，国後島，択捉島が日本領に画定（現在の北方領土）
はぼまい しこたんとう くなしりとう え とろふ

0 500km

　19世紀以降，世界各地での国民国家形成の過程で，先住民（→p.52）など
マイノリティとよばれる人々が「国民」として統合された。日本の場合，北海
道や千

ち

島
しま

列島などに先住するアイヌの人 （々→ p.22）は「日本国民」に同化させ
られた。新政府は，アイヌ古来の風習や言語を禁止し，日本語教育などを行
い，保護の名目で「北海道旧土

ど

人
じん

保護法」を公布した。アイヌの人々は従来の
生活や文化を保つことが難しくなった。教育はアイヌの人々だけの学校で行
われ，その後 1937年に通常の学校に通学できるようになったが，学内では
差別があった。現在では，2007 年の国連での「先住民の権利に関する国
際連合宣言」採

さい

択
たく

を受け，翌年アイヌの
人々を「先住民族」とすることを求める国
会決議がなされ，2019年のアイヌ施

し

策
さく

推進法にて「先住民族」と明記された。

「日本国民」とされるアイヌの人々

　　 アイヌ学校（北海道江
え

別
べつ

市対
ついし

雁
かり

）４

　　国際法上，どの国にも属さない土地を，最
初に領有の意思を持って占

せん

有
ゆう

すると，その土地
は占有した国家の領土になるとされている。

２

〈北海道大学附属図書館蔵〉
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当時の日本の議会制度や行政制度は，
ヨーロッパの影響を受けたものであ
ることがわかる。

当時，制限選挙は日本だけでなくイギリスでも実施され， 
選挙権の拡大が世界共通の課題であったことがわかる。

世界と日本を結び付ける本文記述
●�日本を中心とした学習内容にも，世界とのつながりがわか
る本文記述を盛り込んでおり，世界とその中における日本
を相互的な視野から捉えられる。

!

●コラム「世界の中の日本」
当時の世界と日本との関連を取
り上げたコラム。「世界とその中
の日本」という視点で歴史をよ
り深く捉えられる。

全 27 か所

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えられる！特色
１

⬇教科書p.73-74
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特
色
１
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D

　西
ア
ジ
ア

　18 世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，近
きん

代
だい

化
か

が進
すす

むヨーロッパ諸
しょ

国
こく

は，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

をうたって本
ほん

格
かく

的
てき

にアジアに進
しん

出
しゅつ

した。アジア諸
しょ

国
こく

は，強
きょう

大
だい

な武
ぶ

力
りょく

を持
も

つヨーロッパ諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

しつつ，自
じ

身
しん

の存
そん

続
ぞく

と発
はっ

展
てん

を

図
はか

らなくてはならなくなった。これを一
いっ

般
ぱん

的
てき

に「西
せい

洋
よう

の衝
しょう

撃
げき

」とよぶ。

18世
せい

紀
き

のオスマン帝
てい

国
こく

は，地
ち

方
ほう

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

が強
きょう

大
だい

化
か

し，オスマン政
せい

府
ふ

の

支
し

配
はい

が全
ぜん

域
いき

に行
い

き届
とど

かなくなっていた。この状
じょう

況
きょう

を見
み

て，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

はオスマン帝
てい

国
こく

への進
しん

出
しゅつ

を強
つよ

めた。1798 年
ねん

，ナポレオンらフランス軍
ぐん

が，

イギリスのインドへの道
みち

をはばむため，オスマン帝
てい

国
こく

領
りょう

のエジプトを３年
ねん

間
かん

占
せん

領
りょう

した。エジプトの権
けん

力
りょく

構
こう

造
ぞう

は混
こん

乱
らん

し，フランス軍
ぐん

撤
てっ

退
たい

後
ご

にはオスマ

ン軍
ぐん

人
じん

ムハンマド =アリーが実
じっ

権
けん

を握
にぎ

った。彼
かれ

は，徴
ちょう

兵
へい

制
せい

により軍
ぐん

を近
きん

代
だい

化
か

してオスマン政
せい

府
ふ

を圧
あっ

倒
とう

し，エジプトに事
じ

実
じつ

上
じょう

の独
どく

立
りつ

王
おう

朝
ちょう

を築
きず

いた。

一
いっ

方
ぽう

，クリミア半
はん

島
とう

では，ロシアが南
なん

下
か

してオスマン帝
てい

国
こく

とたびたび争
あらそ

い，属
ぞっ

国
こく

を奪
うば

い続
つづ

けた。さらに，ギリシア人
じん

が独
どく

立
りつ

戦
せん

争
そう

を開
かい

始
し

し，ロシア

やイギリスの軍
ぐん

事
じ

介
かい

入
にゅう

を得
え

て独
どく

立
りつ

を達
たっ

成
せい

した。このほかにも，多
た

民
みん

族
ぞく

国
こっ

家
か

であるオスマン帝
てい

国
こく

の各
かく

地
ち

で，諸
しょ

民
みん

族
ぞく

が独
どく

立
りつ

運
うん

動
どう

を起
お

こした。

　危
き

機
き

に直
ちょく

面
めん

したオスマン帝
てい

国
こく

は，1839 年
ねん

にタンジ

マートとよばれる近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

を開
かい

始
し

した。この改
かい

革
かく

で

は，オスマン帝
てい

国
こく

の住
じゅう

民
みん

は宗
しゅう

教
きょう

にかかわらず法
ほう

の下
もと

に平
びょう

等
どう

であるというオ

スマン主
しゅ

義
ぎ

の下
もと

，国
こく

民
みん

の一
いっ

体
たい

化
か

が目
め

指
ざ

された。政
せい

治
じ

や教
きょう

育
いく

の面
めん

の近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が行
おこな

われ，中
ちゅう

央
おう

集
しゅう

権
けん

的
てき

な官
かん

僚
りょう

機
き

構
こう

や，近
きん

代
だい

的
てき

な軍
ぐん

隊
たい

・法
ほう

律
りつ

が整
ととの

えられた。

76年
ねん

には，オスマン帝
てい

国
こく

初
はつ

の憲
けん

法
ぽう

（ミドハト憲
けん

法
ぽう

）が制
せい

定
てい

された。これは，

国
こく

民
みん

の平
びょう

等
どう

，議
ぎ

会
かい

制
せい

，言
げん

論
ろん

の自
じ

由
ゆう

などを保
ほ

障
しょう

したものだった。しかし，スル

衰
すいすい

退
たいたい

する
オスマン帝

てい

国
こく

➡巻末１
ももも

➡p.27

➡ p.37
りょうょうょう

➡p.59
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➡巻末１ ４ 1821 ～ 29

オスマン帝
ていていてい

国
こくこくこく

の
模
も

索
さく

３

「西
せいせい

洋
ようよう

の衝
しょう

撃
げき

」と西
にしにし

アジアの変
へんへん

化
かか

イスラーム諸
しょしょ

国
こくこく

は，ヨーロッパ諸
しょしょ

国
こくこく

の進
しんしん

出
しゅつしゅつ

によ
り，どのような影

えい

響
きょう

を受
うう

けたのだろうか。
学
がくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅう

課
かか学学
題
だいだい習習

ナポレオン中学校との関連

読み解き Ⓐの三
さんさんさん

色
し くしょくしょく

旗
ききき

が掲
かかかか

げら
れているのだろうか。

西
にしにし
アジア→p.95　

前
まえまえまえまえ
のできごと 西　

にしにし
アジア→p.27

次
つぎつぎつぎつぎ
のできごと

1

エジプトの近
きん

代
だい

化
か

を進
すす

めた

現
げん

在
ざい

のギリシアに
位
い

置
ち

する町
まち

で生
う

まれ
たアルバニア人

じん

のア
リーは，オスマン軍

ぐん

人
じん

としてフランス軍
ぐん

と戦
たたか

うためにエジプ
トに渡

わた

った。フラン
ス軍

ぐん

撤
てっ

退
たい

後
ご

の混
こん

乱
らん

の
なかで頭

とう

角
かく

を現
あらわ

し，エジプトの総
そう

督
とく

となった。
フランスの協

きょう

力
りょく

を得
え

て，徴
ちょう

兵
へい

制
せい

，検
けん

地
ち

と農
のう

作
さく

物
ぶつ

の国
こっ

家
か

専
せん

売
ばい

制
せい

，綿
めん

花
か

栽
さい

培
ばい

の奨
しょう

励
れい

，西
せい

欧
おう

技
ぎ

術
じゅつ

導
どう

入
にゅう

のための学
がっ

校
こう

設
せつ

立
りつ

など，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

・殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

（→p.75）と同
おな

じような政
せい

策
さく

を，
日
にっ

本
ぽん

より半
はん

世
せい

紀
き

早
はや

く実
じっ

施
し

した。1830 年
ねん

代
だい

，
近
きん

代
だい

化
か

の進
すす

んだエジプト軍
ぐん

は，オスマン帝
てい

国
こく

軍
ぐん

を簡
かん

単
たん

に打
う

ち破
やぶ

ってシリアを占
せん

領
りょう

し，一
いち

時
じ

はオスマン帝
てい

国
こく

の首
しゅ

都
と

イスタンブルも脅
おびや

かし
た。危

き

機
き

感
かん

を覚
おぼ

えたイギリスやロシアが 40
年
ねん

に介
かい

入
にゅう

して，エジプト軍
ぐん

をシリアから撤
てっ

退
たい

させた。

ムハンマド =アリー（1769～ 1849）

Ⓐの三色旗

スエズ運
うん

河
が

レセップスが 1869
年
ねん

に開
かい

通
つう

させた，地
ち

中
ちゅう

海
かい

と紅
こう

海
かい

を結
むす

ぶ全
ぜん

長
ちょう

163kmのエジプトの運
うん

河
が

。ヨーロッ
パからのインド航

こう

路
ろ

（→p.12）は，南
みなみ

アフ
リカの喜

き

望
ぼう

峰
ほう

回
まわ

りに比
くら

べ，時
じ

間
かん

を約
やく

40％短
たん

縮
しゅく

できた。建
けん

設
せつ

の際
さい

，エジプト
はⒶなど外

がい

国
こく

から多
た

大
だい

な借
しゃっ

金
きん

をした。

1

レセップス
（1805～94）
Ⓐの外

がい

交
こう

官
かん

。

2
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タンの専制により中断させられ，1908年まで憲法は停止したままとなった。

　一方，オスマン帝国は，イギリスと 1838 年に通
つう
商
しょう
条約を結んだが，こ

れは不平等条約であった。オスマン帝国はほかのヨーロッパ諸国とも同様

の通商条約を結び，その結果として外国製品への依
い
存
そん
が高まり，伝統産業

が衰
すい
退
たい
した。さらに，クリミア戦争による出費なども重なって，オスマン

帝国は破産状態となり，産業・経済の近代化も進まなかった。

　　　　　　　　　　　　ヨーロッパの資本を招き入れ，近代化を進めた

エジプトは，商品作物の綿花生産を拡大していっ

た。しかし，スエズ運河建設の途
と
中
ちゅう
から，イギリスやフランスからの借金

を始め，アメリカ南北戦争の終結による綿花価格の下落も影
えい
響
きょう
し，1876

年に財政破
は
綻
たん
した。借金が返済不能になると，エジプトは英仏に国家財政

を押
お
さえられ，実質的に支配された。アフガーニーは，これをイスラーム

世界全体の危機ととらえ，オスマン帝国やエジプトという枠
わく
を超

こ
えてムス

リムの一体化を目指すパン =イスラーム主義を説いた。一方，軍人オラー
ビーは 81年に「エジプト人のためのエジプト」を叫

さけ
び英仏への反乱を起こ

したが，翌 82年鎮
ちん
圧
あつ
され，イギリスはエジプトを占領し保護国とした。

　イランでは，サファヴィー朝に替
か
わったカージャール朝がロシアやイギ

リスの圧力にさらされた。ロシアとの戦争でカフカス地方を失ったイラン

は，ヨーロッパ諸国と結んだ不平等な通商条約により，ヨーロッパへの経

済的な従属が強まっていった。90年，イランはイギリス商人にたばこの生

産・流通の独
どく
占
せん
を認めたが，政府への全国的な抗議運動が起こり，イギリ

スの利権は撤
てっ
廃
ぱい
された。こうしてイランは独立を保ち，憲法制定や議会開

設が目指されるようになって，1905 年のイラン立憲革命につながった。

➡p.27 ➡ p.111

1

➡p.50

エジプトとイランの
近代化の模索

➡p.23

1 , ２

➡p.51

人物

➡資料 12

1841 〜 1911

➡巻末１

➡p.27 1796 〜 1925

➡p.50

1905 〜 11 ➡p.79

　　　　オスマン帝
てい

国
こく

が行った近代化政策に
ついての説明を，本文から書き出そう。
確認

　　　　オスマン主義とパン＝イスラーム主
義の違

ちが

いを説明しよう。
説明

　　これ以後イギリスは，さらに自国に有利に
改変した不平等条約をアジア諸国に押

お

し付け，
世界的な自由貿易（→巻末１）のしくみを作り出し
ていった。

1

　　 近代化したオスマン帝
てい

国
こく

軍　軍隊の近代化は，19 世
紀初頭から試みられたが，旧来の軍人（イェニチェリ）が反
発していた。30 年代にエジプト軍に敗北したことを機に，
タンジマートで徴

ちょう

兵
へい

制の導入や軍備の増強が進んだ。

3

　　 オスマン帝
てい

国
こく

の実効支配地域の縮小4

２
部
４
章

ムスリムの団結を訴
うった

えた

　イランに生まれ，
インド・エジプト・
フランス・ロシアな
ど各地をめぐり歩い
た。そうしたなか，
ヨーロッパの帝

てい

国
こく

主
義的な侵

しん

略
りゃく

にさらさ
れるムスリムの状況

を見て，人々が個別に抵
てい

抗
こう

するのではなく，
全世界のムスリムが民族の違いを超えて一

いっ

致
ち

団結すべきだと主張した（パン=イスラーム主
義）。パリで刊行したアラビア語の雑誌は、
遠方のインドネシアでも熱心に読まれるなど，
世界各地のムスリムに強い影

えい

響
きょう

を与えた。最
後はパン＝イスラーム主義の宣伝のため，オ
スマン帝国スルタンに客人として招かれ，イ
スタンブルで没

ぼっ

した。

アフガーニー（1838/39 〜 97）
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❸ムハンマド＝アリー
が実権掌握（1805年）
❻イギリスの軍事占領
（1882～1922年）

❹ムハンマド＝アリー
による占領
（1832～40年）

❺スエズ運河開通
（1869年）

❶露土戦争
（18～19世紀）❷ナポレオンのエジプト遠征

（1798～99年）

ろ   と

せんりょう

しょうあく

オスマン帝国の最大領域
（17世紀後半）

実効支配地域の縮小
1812年まで
1881年まで
1914年まで
1914年のオスマン帝国

❶～❻は起きた順を示す
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A
　日
本

　　　　　　　　　欧
おう

米
べい

の船が日本に近づくなか，幕府は，オランダ風
ふう

説
せつ

書
がき

など外国からもたらされる情報や，西洋の地理書の翻
ほん

訳
やく

，帰国した漂
ひょう

流
りゅう

民からの情報を通じて，ヨーロッパ諸国の世界進出への

認識を深めていた。アヘン戦争で大国の清
しん

がイギリスに敗れたことが清の

商人などから日本に伝わるなか，幕府は 1842 年に薪
しん
水
すい
給
きゅう
与
よ
令を出して欧

米諸国との紛
ふん

争
そう

を避
さ

ける一方，より一層の海防の強化を進めた。

　また，海外情報は蘭
らん

学
がく

者たちのネットワークにより日本各地にも伝わる

ようになり，海外に高い関心を持つ大名も現れるようになった。水
み

戸
と

藩
はん

で

は尊
そん

王
のう

思想と外国を退けようとする攘
じょう

夷
い

が結び付いて尊
そん
王
のう
攘
じょう
夷
い

思想が生ま

れ，一方，佐賀藩や薩
さつ

摩
ま

藩ではヨーロッパの思想や技術を積極的に吸収し，

その進出に備えようという動きが強まった。また，これらの藩では，意見

を幕政に反映させるための模
も

索
さく

も始まっていった。

　　　　　　　　ヨーロッパにて 1848 年からの動乱やクリミア戦争が起

こると，アメリカがヨーロッパ各国の隙
すき

を突
つ

いて日本を目

指した。太平洋岸への国土拡大を達成したアメリカは，南
ナン

京
キン

条約で開港し

た清との貿易における中
ちゅう

継
けい

地点と，日本近海における捕
ほ

鯨
げい

のための補給地

点を確保するため，日本を開国させようとペリーを派
は

遣
けん

した。

　1853 年，ペリーは浦
うら

賀
が

沖に到
とう

着
ちゃく

した。幕府は，アメリカ船の来航をす

でにオランダから通告されており，実力行使による対
たい

抗
こう

は難しいと判断し

て，開国を勧
かん

告
こく

するアメリカ大統領の国書を受け取った。その後，再び回

答を聞きに来るというペリーに備え，幕府は諸大名や下級の幕臣に意見を

海外情報への
対応

➡ p.61, 69

1

➡ p.41

➡ p.62

QR

➡ p.24

➡ p.24

➡ p.56

2

日本の開国 ➡ p.47 ➡ p.50

➡ p.51 ➡ p.62

人物

1794〜 1858➡ p.68

1

史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，ヨーロッパ諸国の進出に対して，どの
ように対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈神奈川県立歴史博物館蔵〉１

　　幕府が，長崎のオランダ商館長に提出させ
た，海外事情に関する報告書（→p.22）。
1

　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，佐賀藩，長
ちょう

州
しゅう

藩などを中心に，財
政再建とヨーロッパ技術の導入といった改革が
進んだ。薩摩藩や長州藩では，実力のある下級
武士の登用も行われた。これらの改革の成功は，
軍事力の強化につながり，しだいに政局を動か
すようになっていった。

2

読み解き  幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつ

然
ぜん

の出来
事だったのだろうか。

日本→p.65　

前のできごと 　日本→p.61

次のできごと

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

オランダから幕府にもたらされた情報
史
 料

日米の架
か

け橋となった

　土佐の漁師であっ
たが，14 歳

さい

の時（1841
年）に嵐

あらし

で遭
そう

難
なん

し，
太平洋の無人島でア
メリカの捕

ほ

鯨
げい

船に助
けられた。そのまま
アメリカに渡

わた

った万
まん

次
じ

郎は，その船の名
前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）
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求
もと

め，朝
ちょう

廷
てい

にも報
ほう

告
こく

した。それまで幕
ばく

府
ふ

が政
せい

治
じ

に関
かん

する意
い

見
けん

をこれほど広
ひろ

く求
もと

めたことは無
な

かったため，この後
ご

，朝
ちょう

廷
てい

や有
ゆう

力
りょく

大
だい

名
みょう

は発
はつ

言
げん

力
りょく

を強
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

が身
み

分
ぶん

を超
こ

えて政
せい

治
じ

に高
たか

い関
かん

心
しん

を持
も

つようになっていった。

翌
よく

54 年
ねん

，幕
ばく

府
ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

び，外
がい

国
こく

船
せん

の補
ほ

給
きゅう

と漂
ひょう

流
りゅう

民
みん

の保
ほ

護
ご

を

認
みと

めた。以
い

後
ご

，露
ろ

・英
えい

などとも同
どう

様
よう

に条
じょう

約
やく

を結
むす

んだ。さらにアメリカから

の自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

への強
つよ

い要
よう

請
せい

は続
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

の推
すい

移
い

が伝
つた

えられると，幕
ばく

府
ふ

は開
かい

国
こく

して貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

うことを決
けつ

断
だん

した。こうして 58年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれた。諸
しょ

条
じょう

約
やく

には，

関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

が無
な

く領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

平
びょう

等
どう

項
こう

目
もく

が含
ふく

まれており，その解
かい

消
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

交
こう

交
こう

渉
しょう

における課
か

題
だい

となった。

　日
にっ

本
ぽん

は，欧
おう

米
べい

との条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

市
し

場
じょう

へ参
さん

加
か

さ

せられた。そして，貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になると国
こく

内
ない

経
けい

済
ざい

は混
こん

乱
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ

足
そく

した生
き

糸
いと

や蚕
さん

卵
らん

紙
し

が大
たい

量
りょう

に輸
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

の絹
きぬ

織
おり

物
もの

業
ぎょう

は原
げん

料
りょう

不
ぶ

足
そく

となり打
だ

撃
げき

を受
う

けた。海
かい

外
がい

で人
にん

気
き

の茶
ちゃ

も盛
さか

んに輸
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，良
りょう

質
しつ

で安
あん

価
か

な綿
めん

糸
し

が輸
ゆ

入
にゅう

され，国
こく

内
ない

の綿
めん

関
かん

係
けい

産
さん

業
ぎょう

も混
こん

乱
らん

した。変
へん

化
か

に

適
てき

応
おう

した新
あたら

しい商
しょう

人
にん

が台
たい

頭
とう

する一
いっ

方
ぽう

，庶
しょ

民
みん

は苦
くる

しい生
せい

活
かつ

に追
お

い込
こ

まれた。

人
ひと

々
びと

は欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に従
じゅう

属
ぞく

することを恐
おそ

れ，さまざまな政
せい

治
じ

勢
せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

の独
どく

立
りつ

を維
い

持
じ

しようと活
かつ

動
どう

した。幕
ばく

府
ふ

をはじめ諸
しょ

藩
はん

でも，欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

するために軍
ぐん

事
じ

力
りょく

強
きょう

化
か

と人
じん

材
ざい

登
とう

用
よう

を中
ちゅう

心
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

幕
ばく

府
ふ

は欧
おう

米
べい

の学
がく

問
もん

を学
まな

ぶ蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

や，海
かい

軍
ぐん

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

ぶ海
かい

軍
ぐん

伝
でん

習
しゅう

所
じょ

を設
せっ

置
ち

し，

そこには諸
しょ

藩
はん

の家
か

臣
しん

も招
まね

かれた。さらに幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

は海
かい

外
がい

へ使
し

節
せつ

や留
りゅう

学
がく

生
せい

を派
は

遣
けん

した。こうして欧
おう

米
べい

の文
ぶん

明
めい

に触
ふ

れた人
じん

物
ぶつ

の多
おお

くは , 明
めい

治
じ

以
い

降
こう

，近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

の指
し

導
どう

者
しゃ

として活
かつ

躍
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんんぜいぜいぜい

➡p.78
じょうょうょう

開
かいかいかい

国
こくこくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きんきん

代
だいだい

化
かか

改
かいかい

革
かくかく ➡p.41

ないいいけいけいけい

➡p.2
んんんけいけいけい

3

3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

　民
みん

衆
しゅう

は，苦
くる

しい生
せい

活
かつ

のなかで幕
ばく

府
ふ

の改
かい

革
かく

のた
めに次

つぎ

々
つぎ

と重
じゅう

税
ぜい

を課
か

されたことで，幕
ばく

府
ふ

への支
し

持
じ

を急
きゅう

速
そく

に弱
よわ

めていった。知
ち

識
しき

人
じん

や豪
ごう

農
のう

たちの
なかには，みずから集

あつ

めた情
じょう

報
ほう

や国
こく

学
がく

などの学
がく

問
もん

を通
つう

じて政
せい

治
じ

体
たい

制
せい

への批
ひ

判
はん

力
りょく

を高
たか

め，草
そう

莽
もう

の
志
し

士
し

として活
かつ

動
どう

する者
もの

も現
あらわ

れた。

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょうじょう

気
きき

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さいさい

工
くく

をする様
ようよう

子
すす

は，
目
めめ

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こうこう

程
ていてい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
みみ

る間
まま

に百
ひゃくひゃく

個
ここ

もできる。…この機
きき

関
かんかん

を我
わわ

が国
くにくに

でも用
もちもち

いる
ことができれば，国

こくこく

益
えきえき

は計
はかはか

り知
しし

れないと思
おもおも

われ
る。 〈村垣範正の日記より，現代語訳〉

幕
ばくばく

府
ふふ

使
しし

節
せつせつ

のアメリカ視
しし

察
さつさつ

海
かいかい

軍
ぐんぐん

造
ぞうぞう

船
せんせん

所
しょしょ

の見
けんけん

学
がくがく

（1860年
ねんねん
）

史史史
 料

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要
ようよう

求
きゅうきゅう

を受
うう

け入
いい

れる論
ろんろん

開
かいかい

国
こくこく

論
ろんろん

：積
せっせっ

極
きょくきょく

的
てきてき

に外
がいがい

国
こくこく

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

し，貿
ぼうぼう

易
えきえき

を行
おこなおこな

うべきだ。
許
きょきょ

容
ようよう

論
ろんろん

：アメリカの開
かいかい

国
こくこく

要
ようよう

求
きゅうきゅう

を認
みとみと

めざるをえないだろう。

アメリカの要
ようよう

求
きゅうきゅう

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろん

非
ひひ

戦
せんせん

論
ろんろん

：開
かいかい

国
こくこく

は拒
きょきょ

絶
ぜつぜつ

するが，戦
せんせん

争
そうそう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろん

：戦
せんせん

争
そうそう

となってでも外
がいがい

国
こくこく

は追
おお

い出
だだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう
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格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈『近現代日本経済史要覧』〉

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ

64
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オスマン帝国は「西洋」諸国と不平等な
条約を結び，戦争が重なったことで近
代化が進まなかったことがわかる。

日本も欧米と不平等な条約を結び国内産業は打撃を受けた。
一方で，人々は日本の独立を維持しようと活動したり，幕
府や諸藩では近代化改革が進められたりしたことがわかる。

世界と日本の動きを一体として
理解できる単元構成

●�「西洋の衝撃」への対応と影響についてアジア諸国と日本を対比して学べる。
●�アジア諸国→日本の順で学ぶことで，ペリーの日本への来航が唐突なことではなく，
世界の大きな動きの中で起こったこととして捉えられる。

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えられる！

近代化近代化

例）２部４章　アジア諸国の動揺と日本の開国

「西洋の衝撃」と
西アジアの変化

１節１節
南・東南アジア
の植民地化

ヨーロッパの日本接近と
アヘン戦争

黒船の来航と
日本の対応

新体制の模索と
江戸幕府の滅亡

２節２節 ３節３節 ４節４節 ５節５節

アジアの他地域と日　本を対比して学べる

⬇教科書p.57-58 ⬇教科書 p.63-64
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色
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1919年
ねんねん

　ヴァイマル憲
けんけん

法
ぽうぽう

（ドイツ） 第
だいだい

151条
じょうじょう

　経
けいけい

済
ざいざい

生
せいせい

活
かつかつ

の秩
ちつ

序
じょ

は，すべての人
ひとひと

に，人
ひとひと

たる
に値

あたいあたい

する生
せいせい

存
ぞんぞん

を保
ほほ

障
しょうしょう

することを目
めめ

指
ざざ

す，正
せいせい

義
ぎぎ

の諸
しょしょ

原
げんげん

則
そくそく

に適
てきてき

合
ごうごう

するものでなければならない。
1946 年

ねんねん

日
にに

本
ほんほん

国
こくこく

憲
けんけん

法
ぽうぽう

（日
にっにっ

本
ぽんぽん

）　第
だいだい

25 条
じょうじょう

　すべて国
こくこく

民
みんみん

は，健
けんけん

康
こうこう

で文
ぶんぶん

化
かか

的
てきてき

な最
さいさい

低
ていてい

限
げんげん

度
どど

の
生
せいせい

活
かつかつ

を営
いとないとな

む権
けんけん

利
りり

を有
ゆうゆう

する。

大
たい

戦
せん

後
ご

のヨーロッパでは当
とう

初
しょ

，ソ連
れん

と社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

に期
き

待
たい

を寄
よ

せる人
ひと

々
びと

と，これを脅
きょう

威
い

と見
み

なし反
はん

発
ぱつ

する人
ひと

々
びと

が政
せい

治
じ

的
てき

に激
はげ

しく対
たい

立
りつ

した。ドイツでは共
きょう

和
わ

国
こく

設
せつ

立
りつ

が宣
せん

言
げん

され，民
みん

主
しゅ

的
てき

なヴァ

イマル憲
けん

法
ぽう

が制
せい

定
てい

された（ヴァイマル共
きょう

和
わ

国
こく

）。しかし敗
はい

戦
せん

と革
かく

命
めい

後
ご

の混
こん

乱
らん

は続
つづ

き，ヴェルサイユ体
たい

制
せい

に対
たい

しても国
こく

民
みん

の不
ふ

満
まん

が高
たか

まった。他
た

方
ほう

，フラ

ンスは，ドイツに対
たい

して強
つ

気
よき

な姿
し

勢
せい

を示
しめ

し，賠
ばい

償
しょう

不
ふ

履
り

行
こう

を口
こう

実
じつ

にベルギー

と共
とも

に工
こう

業
ぎょう

地
ち

域
いき

のルール地
ち

方
ほう

を占
せん

領
りょう

した。これに対
たい

し，ドイツの労
ろう

働
どう

者
しゃ

は

仕
し

事
ごと

を放
ほう

棄
き

して対
たい

抗
こう

したため，極
きょく

端
たん

な物
ぶっ

価
か

の上
じょう

昇
しょう

（インフレーション）を招
まね

き，ドイツ国
こく

民
みん

の生
せい

活
かつ

は大
おお

きく混
こん

乱
らん

した。シュトレーゼマン首
しゅ

相
しょう

は，新
しん

通
つう

貨
か

レンテンマルクの発
はっ

行
こう

によってインフレを終
お

わらせ，その後外
がい

相
しょう

となり

西
せい

欧
おう

諸
しょ

国
こく

との協
きょう

調
ちょう

外
がい

交
こう

を進
すす

めた。さらに，ドーズ案
あん

が成
せい

立
りつ

したことで，ド

イツにアメリカの経
けい

済
ざい

力
りょく

に支
ささ

えられた復
ふっ

興
こう

と安
あん

定
てい

化
か

への道
みち

が開
ひら

かれた。

1925 年
ねん

にはヨーロッパの集
しゅう

団
だん

安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

体
たい

制
せい

を定
さだ

め

たロカルノ条
じょう

約
やく

が成
せい

立
りつ

した。この条
じょう

約
やく

により，ドイツ

の西
にし

側
がわ

国
こっ

境
きょう

の現
げん

状
じょう

維
い

持
じ

が保
ほ

障
しょう

され，翌
よく

26 年
ねん

にドイツの国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

加
か

入
にゅう

が実
じつ

現
げん

した。しかし，東
ひがし

側
がわ

国
こっ

境
きょう

を保
ほ

障
しょう

しなかったことはソ連
れん

の不
ふ

信
しん

を招
まね

いた。

28年
ねん

にはフランスとアメリカの提
てい

唱
しょう

により，日
にっ

本
ぽん

を含
ふく

めた15か国
こく

によっ

て不
ふ

戦
せん

条
じょう

約
やく

がパリで結
むす

ばれた。これは，国
こく

際
さい

紛
ふん

争
そう

の解
かい

決
けつ

に戦
せん

争
そう

を手
しゅ

段
だん

とし

戦
せんせんせん

後
ごごご

ドイツの
混
こんこん

乱
らんらん

と復
ふっふっ

興
こうこう ➡p.100 ➡巻末 1

ひとひとひと

未来 1919～ 33

➡p.107
つ

QR

➡巻末 1

２ , ３ 1878～1929
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平
へいへいへい

和
わわわ

を模
もも

索
さくさく

する
国
こくこく

際
さいさい

秩
ちつ

序
じょ

の構
こうこう

築
ちくちく

➡p.108
まねまねまね

史料 1

ヨーロッパの復
ふっふっ

興
こうこう

と大
たいたい

衆
しゅうしゅう

の政
せいせい

治
じじ

参
さんさん

加
かか

第
だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

後
ごご

，人
ひとひと

々
びとびと

はどのようなこと
を望

のぞのぞ

んだのだろうか。
学
がくがくがくがく
習
しゅうしゅうしゅうしゅう

課
かか学学
題
だいだい習習

ヴァイマル憲法，女性参政権運動中学校との関連

読み解き
ふたふたふた

つの史
ししし

料
り うりょうりょう

から，不
ふふふ

戦
せんせんせん

条
じ うじょうじょう

約
やくやくやく

にはどのような課
かかか

題
だいだいだい

点
てんてんてん

があるといえるだろうか。

ヨーロッパ・アメリカ→p.115　

前
まえまえまえまえ
のできごと ヨーロッパ・アメリカ→p.107　

次
つぎつぎつぎつぎ
のできごと

4

第
だいだい

一
いちいち

条
じょうじょう

　締
てい

約
やく

国
こくこく

は，国
こくこく

際
さいさい

紛
ふん

争
そう

解
かいかい

決
けつけつ

のために戦
せんせん

争
そうそう

に訴
うった

え
ることを非

ひひ

難
なんなん

し，かつ，その相
そう

互
ご

の関
かんかん

係
けいけい

において国
こっこっ

家
かか

政
せいせい

策
さくさく

の手
しゅしゅ

段
だんだん

として戦
せんせん

争
そうそう

を放
ほう

棄
き

することを，その
各
おのおの

々
おのおの

の人
じんじん

民
みんみん

の名
なな

において厳
げん

粛
しゅく

に宣
せんせん

言
げんげん

する。
第
だいだい

二
にに

条
じょうじょう

　締
ていてい

約
やくやく

国
こくこく

は，相
そうそう

互
ごご

間
かんかん

に発
はっはっ

生
せいせい

する紛
ふんふん

争
そうそう

または衝
しょう

突
とつ

の処
しょしょ

理
りり

または解
かいかい

決
けつけつ

を，その性
せいせい

質
しつしつ

または原
げんげん

因
いんいん

の如
い か ん

何を
問
とと

わず，平
へいへい

和
わわ

的
てきてき

手
しゅしゅ

段
だんだん

以
いい

外
がいがい

で求
もともと

めないことを約
やくやく

束
そくそく

する。
〈上原良子 訳〉

不
ふふ

戦
せんせん

条
じょうじょう

約
やくやく

（1928年
ねんねん
）

史史史
 料

　不
ふふ

戦
せんせん

条
じょうじょう

約
やくやく

が禁
きんきん

止
しし

する「国
こっこっ

家
かか

政
せいせい

策
さくさく

の手
しゅしゅ

段
だんだん

」としての戦
せんせん

争
そうそう

は，実
じっじっ

際
さいさい

，今
こんこん

日
にちにち

では見
みみ

つけられず，どの戦
せんせん

争
そうそう

も自
じじ

衛
えいえい

の
ためだとして，少

すくすく

なくとも自
じじ

衛
えいえい

の名
なな

において，遂
すい

行
こう

さ
れるだろう。加

くわくわ

えて，自
じじ

衛
えいえい

が果
はは

たして自
じじ

衛
えいえい

なのかは，
個
ここ

人
じんじん

間
かんかん

の正
せいせい

当
とうとう

防
ぼうぼう

衛
えいえい

が裁
さいさい

判
ばんばん

所
しょしょ

によって判
はんはん

定
ていてい

されるのとは
異
ことこと

なり，戦
せんせん

争
そうそう

を遂
すいすい

行
こうこう

する国
くにくに

自
じじ

身
しんしん

が判
はんはん

定
ていてい

するのだから，
自
じじ

衛
えいえい

戦
せんせん

争
そうそう

を適
てきてき

法
ほうほう

と認
みとみと

める不
ふふ

戦
せんせん

条
じょうじょう

約
やくやく

の下
もともと

では，ほとんど
すべての戦

せんせん

争
そうそう

は，適
てきてき

法
ほうほう

の戦
せんせん

争
そうそう

として公
こうこう

認
にんにん

されるのであ
る。 〈信夫淳平『戦時国際法講義』より要約〉

日
にに

本
ほんほん

人
じんじん

の国
こくこく

際
さいさい

法
ほうほう

学
がくがく

者
しゃしゃ

による批
ひひ

評
ひょうひょう史史史

 料

福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

不
ふ

戦
せん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

（1928年
ねん

フランス パリ）1

　19 ～ 20 世
せい

紀
き

にかけてヨーロッパでは，
工
こう

業
ぎょう

化
か

や都
と

市
し

化
か

などによって労
ろう

働
どう

問
もん

題
だい

や社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

が深
しん

刻
こく

化
か

し，国
こっ

家
か

はその対
たい

応
おう

を迫
せま

られた。
国
こっ

家
か

は労
ろう

働
どう

・福
ふく

祉
し

・保
ほ

健
けん

といったさまざまな
領
りょう

域
いき

で社
しゃ

会
かい

政
せい

策
さく

を展
てん

開
かい

した。特
とく

にヴァイマル
憲
けん

法
ぽう

は，国
こく

民
みん

の社
しゃ

会
かい

的
てき

「生
せい

存
ぞん

権
けん

」（社
しゃ

会
かい

権
けん

の一
ひと

つ）を認
みと

め，そのことが国
こっ

家
か

の基
き

本
ほん

原
げん

則
そく

とさ
れた初

はじ

めての憲
けん

法
ぽう

であり，各
かっ

国
こく

の憲
けん

法
ぽう

にも影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。青
せい

少
しょう

年
ねん

や母
ぼ

性
せい

の保
ほ

護
ご

，必
ひつ

要
よう

な生
せい

活
かつ

費
ひ

への配
はい

慮
りょ

，労
ろう

働
どう

者
しゃ

の権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

などを内
ない

容
よう

としたヴァイマル憲
けん

法
ぽう

は福
ふく

祉
し

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

と
よぶにふさわしいものであった。

フランス外務大臣
ブリアン アメリカ国務長官

ケロッグ
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ないと定め，戦争の違
い
法
ほう
化という新しい考え方を示した。しかし，自衛の

ための戦争を認めていたことから，解
かい
釈
しゃく
をめぐっては不明確な点を残した。

　また 20年代のヨーロッパでは，今日のヨーロッパ連合（EU）につなが

るパン=ヨーロッパ主義の考え方も生まれた。こうした国際協調の試みの

一方で，戦後の国際体制への不満から，ドイツやイタリアなど，各国国内

ではナショナリズムを掲
かか
げた大衆運動が台頭した。

　　　　　　　この時期には人々の政治参加も各国で進んでいた。19世

紀半ばには，アメリカやフランスで財産による制限選挙から

男子普
ふ
通
つう
選挙への移行が進んだが，アメリカでは黒人は除外されたままで

あった。女性の参政権運動は，19 世紀後半，教育・職業の機会均等など
を求める女性運動と連

れん
携
けい
して行われた。その結果，世紀末には男女共学や

女性の大学進学が始まり，看護師やタイピストなど新職種も誕生した。また，

第一次世界大戦での社会進出によって，一部で女性も参政権を獲
かく
得
とく
した。

　大戦中の借金が残り経済不
ふ
振
しん
が続いたイギリスでは，国民が総力戦を

担
にな
ったことから1918 年に成年男性と共に女性にも選挙権が拡大した。そ

の結果，戦後の国民の不満は労働党を躍
やく
進
しん
させ，24年には初めて労働党

内閣が出現し，社会政策の充
じゅう
実
じつ
が図

はか

られた。また，カナダやオーストラリ

アなど自治領に本国と同等の権利を認め，帝
てい
国
こく
から「イギリス連

れん
邦
ぽう
」となった。

　こうして 19世紀末以後，特権的な人々だけではなくすべての人々に社

会の運営が委ねられたことで，大衆の意思が政治に大きな影
えい
響
きょう
力を持つよ

うになった。人々の持つ多様な要求を調整しながら国家を運営する必要か

ら，イギリスを模
も
範
はん
として，各国で政党政治に基

もと
づく議会制民主主義が発

展した。また，大衆の政治参加や女性運動は日本へも波
は
及
きゅう
した。

史料

➡p.146，186

➡ p.125

大衆の
政治参加

➡p.35

➡ p.93

4

5

➡p.98

➡ p.93

QR

➡p.41

➡巻末 1 QR

➡p.41

➡ p.117

　　　　ロカルノ条約と不戦条約についての
説明を書き出そう。
確認

　　　　第一次世界大戦後，各国で大衆の政
治参加はどのように進んだか，説明しよう。
説明

　　1924 年，アメリカの銀行家ドーズを委員長
とする賠

ばい

償
しょう

特別委員会は，当分の間ドイツの賠
償金の年間支

し

払
はら

い額を減額するなど現実的な計
画を立てた。この結果，ドイツの支払いも再開
して，ルールからの撤

てっ

兵
ぺい

もなされた。

1

　　 紙
し

幣
へい

で遊ぶドイツの子ども　ドイツでは
破
は

滅
めつ

的なインフレが起こり，紙幣は価値のな
い紙切れとなった。

2

　　 1kgのライ麦パンの値段（ド
イツ）〈『PUTZGER�Atlas�und�Chronik�
zur�Weltgeschichte』〉

３ 　　 イギリスの女性参政権運動（1910 年）　女性参政権運動を
行ったことや，大戦中に徴

ちょう

兵
へい

制の実
じっ

施
し

などで男性労働者が出
しゅっ

征
せい

した後
のち

，女性が労働力として活
かつ

躍
やく

したことにより，その社会的
地位が高まった（→ p.98）。

４

３
部
２
章

年.月
1919.12
1921.12
1922.12
1923.4  

.7  

.8  

.9  

.10

.11

.12
1924.1  

値段（マルク）
 0.8
 3.9
 163.15
 474
 3,465
 69,000
 1,512,000
 1,743,000,000
 201,000,000,000
 399,000,000,000
 ※レンテンマルク  0.3

　　 各国の女性参政権の認められた年
読み解き 1917年のロシア，1918年のイギリ
スとドイツ，1920年のアメリカでの女性の参政
権の獲

かく

得
とく

には，どのような出来事が関連している
と考えられるだろうか。

５

ニュージーランド
ロシア（ソ連）
イギリス，ドイツ
オーストリア，オランダ
アメリカ
トルコ
フランス
日本，イタリア，インドネシア
中国
大韓民国
スイス

1893
1917
1918
1919
1920
1934
1944
1945
1947
1948
1971

国　名年
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A
　日
本

　世界で広がっていた大衆の政治参加の動きは，日本

でも始まっていた。日本では，大正時代に入ると，世

論を政治に反映しようとする動きが本格化した。陸軍や藩
はん
閥
ばつ
を基

き
盤
ばん
とした

桂
かつら
太
た
郎
ろう
内閣が成立すると，1912 年から翌年にかけて，これに反対する第

1次護憲運動が起こり，同内閣は総辞職へと追い込
こ
まれた（大正政変）。大

衆運動によって内閣が倒
たお
れたのは，日本の憲政史上初めてであった。

　以後，政党を中心とした政治運営が進み，「大正デモクラシー」とよばれ
る民主主義的な風潮が強くなっていった。このころ，政治学者の吉

よし
野
の
作
さく
造
ぞう

は民本主義，憲法学者の美
み
濃
の
部
べ
達
たつ
吉
きち
は天皇機関説を唱え，政党政治発展の

ための理論的な根
こん
拠
きょ
を示した。

　第一次世界大戦中，日本は好景気（大戦景気）に沸
わ
いたが，庶

しょ
民
みん
は物価上

じょう

昇
しょう
に苦しみ，18年には，シベリア出兵をきっかけとして，米の安売りを

求める暴動が発生した。この米騒
そう

動
どう

によって藩閥を基盤とした内閣が退
たい
陣
じん

し，立
りっ
憲
けん
政
せい
友
ゆう
会
かい
党首の原

はら
敬
たかし
が内閣を組織した。原内閣は，閣

かく
僚
りょう
の大部分を

政友会員が占
し
める，初めての本格的な政党内閣であった。「平民宰

さい
相
しょう
」とよ

ばれた原は，世論の支持を背景に，選挙法改正による選挙権の拡張，陪
ばい
審
しん

制の導入，高等教育機関の拡
かく
充
じゅう
，地方のインフラ整備などを推進した。

　原内閣のあとは再び非政党による短命政権が続いた

が，1924 年に政党勢力が普
ふ
通
つう
選挙の実

じっ
施
し
を掲

かか
げて第

2次護憲運動を起こした。そして総選挙に勝利し，憲
けん
政
せい
会
かい
党首の加

か
藤
とう
高
たか
明
あき

が首
しゅ
相
しょう
に就任した。翌25年，加藤内閣は，満25歳

さい
以上の男性に選挙権を

世論の発達と
政党内閣の発展

➡ p.114

（大正元）

QR

1 ２

1  史料 1873〜 1948 ２

➡ p.97

３ ➡ p.100

QR 在任 1918〜 21 人物

➡ p.93

QR

「憲政の常
じょう

道
どう

」の
時代

（大正 13）

在任 1924〜 26

人物

日本における大衆社会の形成 日本では，どのようにして大衆社会が形成され
ていったのだろうか。

学習
課題

大正デモクラシー，男子普通選挙，治安維持法，平塚らいてう，『青鞜』，全国水平社中学校との関連

　　 普
ふ

通
つう

選挙を求めて集会参加をする人々（1919 年）１

　　 吉
よし

野
の

作
さく

造
ぞう

（1878
〜 1933）　宮城県出
身の政治学者。東京帝

てい

国
こく

大学法学部教授。「大
正デモクラシー」をけ
ん引した論客で，民

みん

本
ぽん

主義を提唱した。

２

　　政治の目的は民衆の幸福にあり，政策決定
は民意に従うべきであるとする考え方。吉

よし

野
の

は，
民主主義という言葉を避

さ

け，主権がどこにある
かをあえて問わないことによって，大日本帝

てい

国
こく

憲法の下
もと

での政党政治発展を図
はか

った。

1

　　統治権（主権）は国家に属し，天皇は憲法に
基
もと

づいて統治権を行使する国家の最高機関であ
るとする学説。「大正デモクラシー」の時期には
通説的位置を占

し

めたが，1930 年代になると軍部
や右

う

翼
よく

から攻
こう

撃
げき

された（→ p.129）。

２

　　 第一次世界大戦期とその後の物価指数3

読み解き  民本主義のどのような点が，普
ふ

通
つう

選挙を求める
人々に受け入れられたのだろうか。

日本→p.127　

前のできごと 　日本→p.115

次のできごと

６

　民本主義とは，法律の理論上主権
が誰

だれ

にあるかを問うのではなく，た
だその主権を行使するにあたって，
主権者は，当然一

いっ

般
ぱん

民衆の福利と意
向を重んじることを方針とすべきと
いう主義である。つまり，国権の運
用に関してその指導的標準となるべ
き政治主義であって，主権が君主に
あるのか人民にあるのかを問うとこ
ろではない。

〈「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論
ず」『中央公論』1916 年 1 月号 より要約〉

吉
よし

野
の

作
さく

造
ぞう

の民
みん

本
ぽん

主義
史
 料

400

350

300

250

200

150

100

50
1912 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

（大正元） （昭和元）
年

指数

軍事費

賃金

卸売物価
（東京）

米価

第一次
世界大戦

シベリア
出兵

関
東

大
震
災
↓

戦
後
恐
慌
↓

賃金，卸売物価(東京)，
米価(東京)は，
1913年１月を100とした
各年１月の指数。
軍事費は，1913年を
100とした各年の指数。

〈『日本の景氣變動』ほか〉
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与
あた
える男子普

ふ
通
つう
選挙を実現させた。一方で，社会主義者への取り締

し
まりを

強化する声も強まり，同年に治安維
い
持
じ
法も成立させた。その後同法は改定

によって刑
けい
罰
ばつ
が強化され，社会運動全

ぜん

般
ぱん

の取り締まりに利用されていった。

　加藤内閣以降約 8年間，憲政会（後
のち
に立

りっ
憲
けん
民
みん
政
せい
党）と立憲政友会が交

こう
互
ご

に政権を担当する時代が続いた。第 1党の党首が内閣を組織する慣例は，

「憲政の常
じょう
道
どう
」とよばれ，主要新聞や知識人から支持された。しかし，その

慣例が出来たものの，首相は元
げん
老
ろう
とよばれる長老政治家によって決定され

ており，総選挙の影
えい
響
きょう
力はまだ不十分であった。

　普
ふ
通選挙法によって有権者数は従来の約 4倍に増加し，世論の政治へ

の影響力は増した。ただし，民意が政治に反映されやすくなったため，地

方への利益誘
ゆう
導
どう
や汚

お
職
しょく
が盛

さか
んになるなど，政党政治の発展には負の側面も

あった。また，反対党の国際協調外交や軍縮を軟
なん
弱
じゃく
だとして批判するなど，

政党が政権獲
かく
得
とく
という党の利益を優先したことは，かえって国民の政党へ

の信
しん
頼
らい
感を低下させ，後に軍部への期待を高めていく結果となった。

　大戦中の好景気は，農村から都市への人口移動や

都市の急速な発展ももたらした。大学や専門学校が

増設され，男女共に進学率は高まった。都市に住み，学校教育で育った大

衆が，有権者として政治に参加し，社会運動の担
にな
い手ともなった。

　第一次世界大戦以降，ロシア革命，大戦景気による労働者の増加をきっ

かけに，日本でも労働運動や社会主義運動が活発化した。大戦後のヨーロッ

パでの活動に刺
し
激
げき
されて，さまざまな女性運動も発展したほか，全国水平

社，北海道アイヌ協会，日本農民組合などによる，社会・経済的弱者や差

別を受ける立場の地位向上などを求める運動も広がった。

7

1925 史料

QR

➡ p.73

➡ p.93

➡ p.127

大衆社会の形成と
社会運動の発展

➡ p.97 ➡ p.99

➡ p.114 未来

２章の
まとめ

第一次世界大戦後に形成された国際協調体制と民族自決は，世界平和の実現にどの程度貢
こう
献
けん
できたのか，あ

なたの考えを説明しよう。

政党政治発展の立て役者

　原は，戊
ぼ

辰
しん

戦争で敗れた盛
もり

岡
おか

藩
はん

（現在の岩手
県）出身で，苦学して新聞記者になり，外交官
など経て立憲政友会に入った。実権を握

にぎ

ってい
た元老や陸軍と時に妥

だ

協
きょう

しつつも，厳しく対
たい

抗
こう

し，政党政治への転
てん

換
かん

を実現した。
　加藤は，東京大学卒業後，三

みつ

菱
びし

に入社し，駐
ちゅう

英大使などを歴任した。その後イギリス流の政
党政治実現を目指して政界に転じ，大

おお

隈
くま

内閣 
では外

がい

相
しょう

として二十一か条要求を推
お

し進めた
（→ p.102）。憲政会を，立憲政友会に対

たい

抗
こう

する
二大政党の一

いち

翼
よく

に育て上げ，首
しゅ

相
しょう

時代には国際
協調外交（幣

しで

原
はら

外交）を推進した（→ p.110）。

原
はら

敬
たかし

（1856〜 1921）と加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

（1860〜 1926）　明治時代，女性の社会的活動は制限されていた。衆議院議員選
挙法では，女性の選挙権・被

ひ

選挙権が認められず，民法（→ p.74）
でも，戸主を頂点とする家制度の下で，女性は婚

こん

姻
いん

や相続で不利
な地位に置かれていた。しかし，平

ひら

塚
つか

らいて
ち ょ う

うが 1911 年に雑誌
『青

せい

鞜
とう

』を創刊し，「元始，女性は実に太陽であった」と宣言するなど，
女性の社会運動は活発化した。第一次世界大戦後，欧

おう

米
べい

での女性
参政権獲

かく

得
とく

に刺
し

激
げき

され（→ p.114），女性の参政権運動が盛り上がっ
た。20 年には，平塚や市

いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

が新婦
人協会を結成し，その努力により女性
の政治集会への参加が公に可能になっ
た。しかし，女性参政権の実現は，戦
後を待たなければならなかった。

女性による社会運動

　　 平
ひら

塚
つか

らいて
ち ょ う

う（1886 〜 1971）４

　　　　「憲政の常道」に関する説明を本文か
ら書き出そう。
確認

　　　　大正時代の日本でデモクラシーは実
現したといえるのか，あなたの考えとその理
由を説明しよう。

説明

第�一条　国体＊を変革し 又
また

は私有財産制度を
否認することを目的として結社を組織し 又
は情を知りて之

これ

に加入したる者は 十年以下
の懲

ちょう

役
えき

 又は禁
きん

錮
こ

に処す
 ＊ここでは天皇制を指す

治安維
い

持
じ

法（1925年）
史
 料

第�一条　国体を変革することを目的として 結
社を組織したる者 又は結社の役員其

そ

の他指
導者たる任務に従事したる者は 死

し

刑
けい

又は無
期 若

もしく

は五年以上の懲役 若は禁錮に処し 情
を知りて結社に加入したる者 又は結社の目
的遂

すい

行
こう

の為
ため

にする行
こう

為
い

を為
な

したる者は 二年
以上の有期の懲役又は禁錮に処す ･･･

改正治安維持法（1928年）
史
 料

３
部
２
章

　　 加藤高明6

　　 原敬5

　　 街かどに貼
は

られた普
ふ

通
つう

選挙の候補者ポスター7
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世界と日本の動きを一体として
理解できる単元構成

●�第一次世界大戦後，各国で大衆化が拡大したという流れの中で，同時代の日
本を学べるため，日本での大衆化が理解しやすい。

ナショナリズムを掲げた大衆運動が台頭
したドイツ，イタリアの例や，女性にも
選挙権が拡大したイギリスの例など，第
一次世界大戦後の世界で大衆の政治参加
や女性運動が広がったことがわかる。

日本においても，大正時代に入ると，「大
正デモクラシー」とよばれる大衆による民
主主義的な動きが強まったことがわかる。
また，女性運動など様々な社会運動も活
発になったことがわかる。

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えられる！

例）３部２章　国際協調と大衆社会の広がり

ヴェルサイユ体制
の成立

１節１節
東アジアの
民族自決の行方

中東・インドの
民族自決の影響

ヨーロッパの復興と
大衆の政治参加

大衆社会の出現と
アメリカの繁栄

日本における
大衆社会の形成

２節２節 ３節３節 ４節４節 ５節５節 ６節６節

世界の動きを踏　まえて
日本の大衆化を　捉えられる

国際秩序の変化や国際秩序の変化や
大衆化大衆化

⬇教科書p.113-114 ⬇教科書 p.117-118
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　東欧では，1980 年にポーランドでワレサ率いる自主労

組「連帯」による民主化運動が起こり，80年代のハンガリー
でも経済の自由化と政治改革が進むなど，改革の試みが始まっていた。そ

こへ，ソ連のゴルバチョフによるペレストロイカが始まった影
えい
響
きょう
もあり，

ポーランドでは，89 年の選挙で非共産党政権が生まれた。これを初めと

して，89年に次々と共産党政権が倒
たお
れた（東

とう
欧
おう
革命）。また，ドイツでは，

東ドイツの人々が東欧経由で西ドイツへの移動が可能になった状
じょう
況
きょう
を受け，

冷戦の象
しょう
徴
ちょう
であった｢ベルリンの壁

かべ
」が，89年に開放された。そして，翌

90年，東ドイツが西ドイツに併
へい

合
ごう

された（東西ドイツ統一）。この年は多
くの国で自由選挙が行われ，東欧の脱

だつ
社会主義が明白となった。

　ソ連のペレストロイカは，対外的には緊
きん
張
ちょう
緩
かん
和
わ
をもたらし，89年の米

ソ首脳会談（マルタ会談）で冷戦終結が宣言された。国内では共産党の一党
支配が廃

はい
止
し
され，市場原理の導入が目指された。また，ソ連内の民族独立

運動が高まり，リトアニアなどバルト 3国がソ連からの独立を宣言した。

　91年，ソ連解体の動きに危機感を抱
いだ
いた保守派は，ゴルバチョフを軟

なん

禁
きん
するクーデタを試みたが，ソ連構成国であるロシア共和国のエリツィン

大統領と市民らの抵
てい
抗
こう
によって失敗し，ソ連共産党は解散した。各共和国

もソ連を離
り
脱
だつ
して，新たにロシア連

れん
邦
ぽう
を中心にいくつかの共和国が独立国

家共同体（CIS）を創設し，ソ連は解体した。
　また，多民族国家であったユーゴスラヴィア連邦は，政府が弱体化して

分
ぶん
裂
れつ
した。連邦崩

ほう
壊
かい
に伴

ともな
い宗教・民族・言語の違

ちが
いによる問題が噴

ふん
出
しゅつ
し，

東
とう

欧
おう

革命と
ソ連の解体

➡ p.159 1943 〜

人物 ➡ p.178

➡ p.146 １

➡ p.100

在任 1991〜 99

QR
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未来

冷戦の終結と変わる世界構造 冷戦体制が終結したことで，世界構造はどのよ
うに変化したのだろうか。

学習
課題

東西ドイツ統一，マルタ会談，グローバル化，ヨーロッパ連合（EU）中学校との関連

ヨーロッパ→p.193，アメリカ→p.189　

前のできごと 　ヨーロッパ・アメリカ→p.177

次のできごと

1

冷戦を終わらせた書記長

　1985 年書記長に就任したゴルバチョフは，
グラスノスチ・ペレストロイカによって体制
の改革に乗り出し，｢ 歴史の空白を埋

う

めよ｣
と過去の政策の見直しを進め，結果的にそれ
は 91 年８月のクーデタ，その後のソ連解体
につながることになった。「ベルリンの壁

かべ

」が
開放された直後の 1989 年 12 月に，ゴルバ
チョフは，アメリカのブッシュ大統領とマル
タ島で会談し，両者が｢ 冷戦は終わった｣と
宣言した。その後，冷戦終結に貢

こう

献
けん

したとし
てノーベル平和賞を受賞した。

ゴルバチョフ（1931～ 2022）

　　 「ベルリンの壁
かべ

」の開放（1989
年）　1961年に築かれたコンクリート
の壁は，89 年 11 月に東ドイツに
おける民主化運動の高まりのなかで
壊
こわ

され，開放された。壁の崩
ほう

壊
かい

は冷
戦終結の象

しょう

徴
ちょう

であり，翌 90 年に東
西ドイツの統一が実現した。その後，
壁は撤

てっ

去
きょ

されたが，一部は記念碑
ひ

と
して残されている。

1

読み解き  「ベルリンの壁
かべ

」が開放
されたとき，人々はどのような
ことを感じたのだろうか。壁の
建設の時期（→ p.145）と比

ひ

較
かく

して
考えてみよう。

ブッシュ（米） ゴルバチョフ（ソ）

QR
動 画
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ボスニア・ヘルツェゴヴィナやコソヴォで激しい民族紛
ふん
争
そう
が起こった。一

方，93年にはチェコとスロヴァキアが平和的に分
ぶん
離
り
した。

　ソ連と東欧の社会主義政権の崩壊によって，資本主

義対社会主義といったイデオロギーの対立や，国家を

単位とした国際社会の様子は変化し，国境を越
こ
えた活動がより活発となっ

た。こうして世界規模に市場が拡大して世界の一体化が進み，経済や文化

において相
そう
互
ご
に依

い
存
そん
を強めていくグローバル化が急速に進んだ。

　冷戦は核
かく
戦争の危機をもたらしたが，一方で勢力均

きん
衡
こう
による安定を生み

出してもいた。しかし，冷戦終結によって，その枠
わく
組
ぐ
みのなかで抑

おさ
えられ

ていた地域紛争や民族間の対立といった問題が世界各地で生じるように

なった。ソ連解体後，軍事・政治的にはアメリカが唯
ゆい
一
いつ
の超

ちょう
大国となり，

アメリカを中心に国際秩
ちつ
序
じょ
が形成されるとも考えられたが，経済的にはほ

かの地域や国も力を付けてきており，地域の安定や紛争の解決のために，

新たな国際的枠組みや協力が求められるようになった。

　冷戦の終結とグローバル化の進展は，国家の枠を超
こ
えた

地域経済圏
けん
を形成する地域統合の動きも加速させた。

　特に二度の世界大戦と冷戦の対立の主な舞
ぶ
台
たい
であったヨーロッパでは，

1993 年にマーストリヒト条約が発効して，ECがヨーロッパ連合（EU）へ
と発展し，多くの構成国で単一通貨（ユーロ）の導入が進んだ。旧社会主義

国家を加えて拡大する EUは，2020 年時点で 27 か国となり，単なる経

済圏にとどまらず，外交や安全保障の共通化による一層の統合の深化を目

指しているが，EUへの権限移
い
譲
じょう
に反対する動きも起こっている。

グローバル化と
世界構造の変化

➡巻末１

➡巻末１

➡p.160

➡ p.169

➡ p.170

地域統合の
進展

➡p.146

3 ２

未来 ➡p.193

　　　　グローバル化の説明を，本文から書
き出そう。
確認

　　　　冷戦の終結によって，なぜ地域紛
ふん

争
そう

が勃
ぼっ

発
ぱつ

したり，地域統合が進展したりするの
か，説明しよう。

説明

　冷戦後のグローバル化の進展に伴
ともな

い，地域統合は，国境を越
こ

えた地域
の広がりのなかで経済活動を活発化させるとともに，大きな市場を背景
にこれを管理する役割を負った。特に 1993 年に誕生した EUは，単
一通貨（ユーロ）を導入し，2004年には，かつての東

とう

欧
おう

の旧共産圏
けん

へ一
気に拡大した。しかし 2010 年代に入るとギリシアの財政赤字を引き
金にユーロ危機に陥

おちい

り，大量の難民の流入や EU内部の経済格差，EU
の理念などに関する考え方の違

ちが

いは内部対立を生んだ。イギリスの EU
離
り

脱
だつ

（→ p.193）など混
こん

迷
めい

は深まるが，戦争という過去を乗り越え新しい
政治と経済を模

も

索
さく

する EUへの期待も大きい。

拡大するヨーロッパ連合（EU）と国際情勢の変化

　　 欧
おう

州
しゅう

中央銀行（2002 年）　ユーロ
は，世界市場において単独で競

きそ

うには
小さすぎる国（通貨）でも，EU として結
束することで競争力を高められるとい
うことを世界に証明した。
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EU拡大の推移

青字…EU加盟候補国

クロアティア
加盟（2013年）

EEC（ヨーロッパ経済
共同体）（1958年）
EC結成（6か国）
（1967年）

スウェーデン・フィン
ランド・オーストリア
加盟（1995年）
ポーランド・チェコなど
10か国加盟（2004年）

スペイン・ポルトガ
ル加盟（1986年）

ルーマニア・ブルガ
リア加盟（2007年）

ギリシア加盟
（1981年）

ベネルクス3国
関税同盟（1948年）

イギリス・アイルラン
ド・デンマーク加盟
（1973年）

東ドイツへ拡大
（1990年）

｛
＊  ノルウェーは1994年の国民投票で
EU加盟が否決された。

＊2 イギリスは2020年に
　EUを正式に離脱した。

＊²

＊

キプロス

0 500km

　　 ヨーロッパ連合（EU）の拡大3

　ユーゴスラヴィアは，「七つの国境，六つ
の共和国，五つの民族，四つの言語，三つの
宗教，二つの文字，一つの国家」と称

しょう

された，
多民族の連

れん

邦
ぽう

制国家であった。社会主義政権
崩
ほう

壊
かい

のなかで，セルビア共和国に属するコソ
ヴォ自治州に起こった民族対立を契

けい

機
き

に，各
共和国では民族主義的傾

けい

向
こう

の強い政権が誕生
した。経済的に先進的なスロヴェニア，クロ
アティアなどが次々と独立し，連邦は解体し
た。民族対立があおられ , 激しい民族紛

ふん

争
そう

と
「民族浄

じょう

化
か

」など多くの犯罪行
こう

為
い

が行われた。

ユーゴスラヴィアの解体

（92年独立）

（91年独立）
（91年独立）

（2006年独立）

（2008年独立）
（91年独立）

ヴォイヴォディナ

セルビア
ボスニア・
ヘルツェゴヴィナ
ボスニア・
ヘルツェゴヴィナ

セルビアセルビア

クロアティアクロアティア
スロヴェニアスロヴェニア

モンテネグロモンテネグロ

コソヴォコソヴォ
マケドニア※マケドニア※

※2019年に「北マケドニア」と名称変更。※2019年に「北マケドニア」と名称変更。

0 200km

　　 ユーゴスラヴィアの解体4
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　　　　　　　　　冷戦終結後，日本は，主要先進国の一員として，世界

の安全保障にどのように関
かん
与
よ
するかが問われるように

なった。1990 年にイラクがクウェートに侵
しん
攻
こう
すると，日本にも人的支

し
援
えん

が求められ，自衛隊の派
は
遣
けん
が検討された。しかし，法整備も不十分なうえ，

国内世論の反対が強く実現しなかった。日本は巨
きょ
額
がく
の資金協力を行い，湾

わん

岸
がん
戦争後にペルシャ湾へ掃

そう
海
かい
艇
てい
を派遣したが，アメリカは日本の貢献が不

十分であると批判した。これがきっかけとなり 92年，国連平和維
い
持
じ
活動

（PKO）協力法が制定され，日本はカンボジアで行われていた PKOに自衛
隊を派遣した。その後，武力行使を行わない自衛隊の海外派遣が世界各地

で行われるようになった。

　　　　　　　　　　冷戦終結により，保守と革新という日本従来の国内

政治の対立軸
じく
は曖

あい
昧
まい
となった。こうしたなか政治改革

をめぐって自民党が分
ぶん
裂
れつ
し，野党も交えて政界の再編を目指す動きが強

まった。その結果，1993 年に非自民連立政権の細
ほそ
川
かわ
護
もり
熙
ひろ
内閣が誕生し，

55年体制が崩
ほう
壊
かい
した。その後，日本の政党政治は連立政権の時代に入り，

政党の離
り
合
ごう
集
しゅう
散
さん
が続いた。99年以降になると，自民党は公明党と連立し

て政権を担
にな
った。2009 年に民主党による政権交代が実現したが，12 年

には再び自公連立政権が誕生し，現在まで続いている。

　複雑な政治情勢を生んだ背景には，90年代初頭のバブル経済崩壊に始

まった，「失われた 20年」とよばれる日本経済の停
てい
滞
たい
もあった。製造業の

海外移転によって産業の空
くう
洞
どう
化
か
が進み，少子高

こう
齢
れい
化
か
による人口減少が深刻

な課題となった。これに伴
ともな
う社会保障費の増大などによる財政赤字の拡大

冷戦終結後の
国際貢

こう

献
けん

（平成２） ➡ p.189

1

2

➡ p.190

未来

連立政権時代と
社会構造の変容

➡ p.161

（平成５）

➡ p.174

➡ p.174

国際環
かん

境
きょう

の変化と日本 国際環境の変化によって，日本の政治や社会は，
どのように変わっただろうか。

学習
課題

国連平和維持活動（PKO），湾岸戦争，55 年体制の崩壊，政権交代中学校との関連

　　　 アメリカの雑誌に載
の

せられたクウェートの感謝状（1991 年
3 月 11 日）　日本は，湾

わん

岸
がん

戦争の多
た

国
こく

籍
せき

軍に約 1 兆 7 千億円の資
金援

えん

助
じょ

を行ったが，感謝状には日本の国名がなかった。

１

　　 湾
わん

岸
がん

戦争後の自衛隊派
は

遣
けん

に反対する人々（1991 年）２

読み解き  政府は，人々の反対にもかかわらず，なぜ自
衛隊の派

は

遣
けん

を決めたのだろうか。

4

　カンボジアでは，1978 年末のべトナム侵
しん

攻
こう

後，内戦が勃
ぼっ

発
ぱつ

したが，冷戦の終結もあり，
91 年に終結した。国連は，暫

ざん

定
てい

政府が成立
するまでの間，国連平和維

い

持
じ

活動（PKO）を
行うことを決定した。日本は，PKO協力法
に基

もと

づき，92 年，文民警察官と自衛隊を現
地に派遣し，1200 名あまりの自衛隊員が道
路や橋の修理といったインフラ整備に携

たずさ

わっ
た。冷戦の終結後，世界各地で民族紛

ふん

争
そう

など
が増加したため，日本も内容に合わせて自衛
隊を派遣するなど多くの PKO 活動に携わっ
ている。PKO活動への参加は，日本が国際
社会の一員として，世界の平和と安全に貢

こう

献
けん

していく手段として，運用されている。

カンボジアPKO派
は

遣
けん

　　 道路を整備する自衛隊員（1992 年）3

日本・東
ひがし
アジア→p.193　

前のできごと 　日本・東アジア→p.187

次のできごと
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も，現
げん

在
ざい

に続
つづ

く問
もん

題
だい

となっている。

　冷
れい

戦
せん

の終
しゅう

結
けつ

によって，市
し

場
じょう

経
けい

済
ざい

の原
げん

則
そく

が世
せ

界
かい

の多
おお

くの国
くに

に受
う

け入
い

れられ，グローバル化
か

が進
しん

展
てん

した。

そのため，これまで主
おも

に自
じ

国
こく

のルールに従
したが

っていた企
き

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

が，世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

のルールでの競
きょう

争
そう

にさらされることになり，日
にっ

本
ぽん

の企
き

業
ぎょう

でも，製
せい

品
ひん

の規
き

格
かく

から会
かい

計
けい

の基
き

準
じゅん

，経
けい

営
えい

手
しゅ

法
ほう

，働
はたら

き方
かた

まで，さまざまな分
ぶん

野
や

でグローバル=

スタンダード（世
せ

界
かい

標
ひょう

準
じゅん

）に合
あ

わせるための改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

一
いっ

方
ぽう

，世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

が拡
かく

大
だい

するなか，1995 年
ねん

にはG
ガ ッ ト

ATTに替
か

わって自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体
たい

制
せい

を管
かん

理
り

する世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

機
き

関
かん

（WTO）が発
ほっ

足
そく

した。これにより自
じ

動
どう

車
しゃ

分
ぶん

野
や

の日
にち

米
べい

経
けい

済
ざい

摩
ま

擦
さつ

などが，WTOにおいて処
しょ

理
り

されるようになった。しか

し，WTOでの交
こう

渉
しょう

は時
じ

間
かん

がかかり，合
ごう

意
い

が難
むずか

しくなるという問
もん

題
だい

が出
で

て

きた。そのため，2000 年
ねん

代
だい

以
い

降
こう

，2か国
こく

以
い

上
じょう

の国
くに

や地
ち

域
いき

でモノやサービ

スの自
じ

由
ゆう

化
か

を進
すす

める自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

協
きょう

定
てい

（FTA）が結
むす

ばれるようになった。日
にっ

本
ぽん

も

アジア太
たい

平
へい

洋
よう

経
けい

済
ざい

協
きょう

力
りょく

（A
エイペック

PEC）諸
しょ

国
こく

との間
あいだ

で環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

パートナーシップ

（TPP）協
きょう

定
てい

を結
むす

ぶなど，地
ち

域
いき

での経
けい

済
ざい

連
れん

携
けい

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に進
すす

めている。

90 年
ねん

代
だい

に入
はい

ると，中
ちゅう

国
ごく

やベトナムなどの社
しゃ

会
かい

主
しゅ

義
ぎ

国
こく

も急
きゅう

速
そく

な経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

を達
たっ

成
せい

し，東
ひがし

アジアはヨーロッパ

や北
きた

アメリカと並
なら

ぶ世
せ

界
かい

経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

域
いき

となった。日
にっ

本
ぽん

と東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

は，

貿
ぼう

易
えき

を通
つう

じてより緊
きん

密
みつ

に結
むす

び付
つ

くようになり，文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

も盛
さか

んになった。

一
いっ

方
ぽう

で，東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

ではナショナリズムも強
つよ

まった。日
にっ

本
ぽん

と中
ちゅう

国
ごく

・韓
かん

国
こく

との間
あいだ

では，第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

や植
しょく

民
みん

地
ち

支
し

配
はい

に関
かん

する歴
れき

史
し

認
にん

識
しき

の違
ちが

いが課
か

題
だい

となり，北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

の交
こう

渉
しょう

は，核
かく

兵
へい

器
き

・ミサイル開
かい

発
はつ

問
もん

題
だい

や日
にっ

本
ぽん

人
にん

拉
ら

致
ち

問
もん

題
だい

も

あって停
てい

滞
たい

している。また，東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

とは領
りょう

土
ど

をめぐる課
か

題
だい

もあり，

これらの改
かい

善
ぜん

に向
む

けた努
ど

力
りょく

が続
つづ

けられている。

グローバル経
けいけいけい

済
ざいざいざい

の
進
しんしん

展
てんてん

と日
にっにっ

本
ぽんぽん

FILE

（平成７） ➡p.161

➡巻末１
ややや QR 4

➡p.173
こうし

QR

QR

QR

日
にっにっにっ

本
ぽんぽんぽん

と
東
ひがしひがし

アジアの関
かんかん

係
けいけい

➡p.187
ん ちちち いきいきいき

➡p.188

未来

　　　日
に

本
っぽん

が自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

を進
すす

めるために取
と

り
組
く

んだことを本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
で

そう。
確認

　　　グローバル化
か

が進
すす

むなかで，日
にっ

本
ぽん

は
どのような役

やく

割
わり

を果
は

たすべきか，その目
もく

的
てき

と
課
か

題
だい

について説
せつ

明
めい

しよう。

説明

日
にっ

本
ぽん

の排
はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

5

４
部
３
章

第１回
1948年１月　関税と貿易に関する一般協定（GATT）発足

1995年１月　世界貿易機関（WTO）発足

1947年 ジュネーブ 23

主な交渉事項名称開催年 参加国・
地域数

鉱工業品

第７回 1973～79年

1986～94年

東京 102
鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止

第８回 ウルグアイ 123

鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止，
農業，サービス，
知的所有権，紛争解決処理

第９回 2001年～ ドーハ 164

鉱工業品，
補助金，ダンピング禁止，
農業，サービス，
知的所有権，紛争解決処理，
貿易円滑化，環境問題

自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

体
たい

制
せい

　関
かん

税
ぜい

などの貿
ぼう

易
えき

障
しょう

壁
へき

を最
さい

小
しょう

限
げん

にし，自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

のルール作
づく

りをする国
こく

際
さい

組
そし

織
き

と
して，WTOが発

ほっ

足
そく

した。しかし，加
か

盟
めい

国
こく

が増
ぞう

加
か

し，先
せん

進
しん

国
こく

と新
しん

興
こう

国
こく

との対
たい

立
りつ

も課
か

題
だい

となっている。

4

　北
ほっ

方
ぽうぽう

領
りょうり う

土
どど

は，現
げんげ

在
ざいざ

までロシアが不
ふ

法
ほう

占
せん

拠
きょ

を続
つづ

けており，そのため日
にち

ロ間
かん

では平
へい

和
わ

条
じょう

約
やく

が締
てい

結
けつ

されないままとなってい
る。竹

たけ

島
しま

は，サンフランシスコ条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

時
じ

に，日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

土
ど

として扱
あつか

われていたが
（→ p.150），韓

かん

国
こく

は竹
たけ

島
しま

に警
けい

備
び

隊
たい

員
いん

など
を常

じょう

駐
ちゅう

させ，灯
とう

台
だい

を設
せっ

置
ち

するなど不
ふ

法
ほう

占
せん

拠
きょ

を継
けい

続
ぞく

している。尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

については
領
りょう

土
ど

問
もん

題
だい

は存
そん

在
ざい

しないが，中
ちゅう

国
ごく

や台
たい

湾
わん

が
領
りょう

有
ゆう

を主
しゅ

張
ちょう

している。特
とく

に海
かい

洋
よう

進
しん

出
しゅつ

を目
め

指
ざ

す中
ちゅう

国
ごく

では，反
はん

日
にち

運
うん

動
どう

が発
はっ

生
せい

するなど，
日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

有
ゆう

に強
つよ

く反
はん

発
ぱつ

している。

日
にっ

本
ぽん

の領
りょう

土
ど

と周
まわ

りの国
くに

々
ぐに

太 平平 洋洋東シナナ海東シナ海

海海
本本本

日日日

オホーツクーツオホーツク
海海

オホーツク
海

西之島

竹島竹島島

尖尖閣諸島
にしにし  の の しましま

択捉島捉島
え  とろふふとう

島南鳥島
みなみなみとりとり しまし

せんかくかく

台湾台湾台湾台湾台
たいいわんわんわん

与那国島与那国島国島
よ よ   な  ぐにぐにぐ じまじま

沖ノ鳥島
おき  の とりしま

たけたけしまま
ペ キン
北京

東京東東
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（注1） び経済水域および大陸棚に関する関す水域
法律に従って引かれた線。

（注2）線の一部については関係関係部
する近隣諸国と交渉中。
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日本の排他的経済水域（注）
（着色部分には領海，接続水域も含む）
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冷戦の終結により，グローバル化が
急速に進んだことがわかる。

グローバル化によって日本が世界に果たす
役割が変化していったことがわかる。

世界と日本の動きを一体として
理解できる単元構成

●�冷戦終結後，さらにグローバル化が進展していく様子をアジア諸国→中東→日本の順に学べる。
●グローバル化した国際社会の中での日本の役割を捉えられる。

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えられる！

例）４部３章　グローバル化のなかの世界と日本

冷戦の終結と変わる
世界構造

１節１節
冷戦の終結が与えた
世界への影響

超大国アメリカと
中東情勢

国際環境の変化と
日本

グローバル化による
国際社会の変容

２節２節 ３節３節 ４節４節 ５節５節

国際環境の変化を踏まえて 日本の役割を捉える

グローバル化グローバル化

⬇教科書p.185-186 ⬇教科書 p.191-192
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特
色
１
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1700
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春秋・戦国時代春秋・戦国時代

後
漢
後
漢

前
漢
前
漢

隋隋

唐唐

新新

秦秦

三国時代三国時代

時時五代五代五五五五五代五代代代五代十五代十五代五代代代十代代十国時十国時代十代十十国十国十国国国時国時時時時時時代時代時時時代時時代時代代代代代代代

南北朝時代南北朝時代

東晋東晋

西晋西晋

宋宋
（北宋）（北宋）

南宋南宋

明明

朝
鮮
朝
鮮

清清

（
明
領
）

（
明
領
）

元元
（モンゴル）（モンゴル）

金金金金金金金金金金 金金金金金
領
）

金
領
）

金
領
金
領領領領
）
領
）
領
）
領
）

（
金
（
金
（（（
金
（
金金
領
金
領
金金金
領
金
領領領

遼遼

渤
海
渤
海

高高高高高高高高高高
句
高
句
高
句句句句句句句句句句句句句句句
麗麗麗麗麗

高
句
高
句
麗

柔
然
柔
然

突
厥
突
厥

鮮
卑
鮮
卑

ウ
イ
グ
ル

ウ
イ
グ
ル

匈
奴
匈
奴

時時時
代
時
代
時時時
代
時
代
時
代
時
代代代代代

弥
生
時

弥
生
時

弥弥弥弥弥
生
弥
生
弥
生
弥
生生
時
代

生
時
代

生
時
生
時時時時時
代代

墳墳墳
時
代

墳
時
代

墳墳墳墳墳
時
墳
時
墳
時
代

墳
時
代
時
代
時
代代代代代代代

古
墳
古
墳
古古古古古
墳
古
墳
古
墳
古
墳
古
墳
古
墳墳墳墳墳

鳥鳥鳥
時
代

鳥
時
代

鳥
時
鳥
時時時時
代
時
代
時
代
時
代代代

飛
鳥
飛
鳥
飛飛飛
鳥
飛
鳥
飛
鳥
時

飛
鳥
時

飛
鳥
飛
鳥鳥
時
鳥
時時時時時

時時時
代
時
代
時
代
時
代代代代代代代

平
安
時

平
安
時

平平平平平
安
平
安
平
安
平
安安
時
安
時時
代
時
代
時時時
代
時
代代代代代

平平平平

江江江
戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
江
戸戸戸戸
時
戸
時
戸
時
代

戸
時
代
時
代
時
代代代

江江江江江
戸
江
戸
江江江
戸
江
戸戸戸戸戸

時時時
代
時
代
時時
代代代代代代

鎌
倉
時

鎌
倉
時

鎌鎌鎌
倉
鎌
倉
鎌
倉
時

鎌
倉
時
倉
時
代

倉
時
代

倉
時
倉
時時
代
時
代代代代代

南
北
朝
時
代

南
北
朝
時
代

安
土
桃
山
時
代

安
土
桃
山
時
代

室室室室
町
時
代

室
町
時
代

室室室
町
室
町町
時
町
時時
代
時
代代代代代

室室室室室室

時
代
時
代
時時時
代
時
代代代代代

戦戦戦
国
時
代

戦
国
時

戦戦戦
国
戦
国国
時
国
時時時時
代

高
麗
高
麗

奈
良
奈奈奈奈
良
奈
良
奈
良
奈
良
奈
良良良良代代代代代代代代

時
代
時
代
時時時時時
代
時
代代代代代

百
済
・
新
羅
・
加
羅

百
済
・
新
羅
・
加
羅

新
羅
新
羅

文文文文文文文文
縄
文
縄
文
縄縄縄縄
文
縄
文文文文文時時時代

時
代
時時時
代
時
代代代代代
時時時時時時

西
夏
西
夏
西西西
夏
西
夏
西
夏
西
夏夏夏夏夏夏夏

五胡五胡
十六国十六国
時代時代

東
ひがしひがしひがし

アジアの歴
れきれきれき

史
ししし

日日

黄黄河河河河河河河河河河河

長長長長長江江江

本本
海海海

太太
平平
洋洋

東東
シシシシ
ナナナ
海海海海海海海
ナ
海
ナ
海

長長安長長安安安

楼蘭
敦煌敦煌敦煌煌

洛陽陽
ちちょうちち あんんあん

ろろうらんろ

とんこうこう

らくようら

匈奴匈奴奴奴匈奴
う きょうきょう どど

（紀元前3～1世紀ごろ））元紀元 ～1 ごろろ元前3～1世紀ご

漢漢
んんかんんかんかかん

倭倭倭倭倭倭
わわわわわわ

（紀元ごろ）（紀元ごろ（紀元ごろご（紀元ごろ

域域匈奴の最大領域域最匈奴の最大最大領大領域領域
（紀元前2世紀前半）（紀（紀元紀元元前2前2世世紀前半）2世紀世紀紀前半前半）半）

紀元前2世紀～紀元ごろ

000 1000kmmm

陽洛陽陽洛陽

建康建康建康建康
こうけんこここ

平城城城城平城
へへへへいへいへいいじょうじょょう

然然然然柔然柔柔柔然然柔柔柔柔柔然柔然然然柔柔柔然然柔柔然柔柔柔然柔柔然然然柔柔然柔柔柔然柔然
じゅうゅうじじゅう んんんんぜんぜんぜぜぜぜぜんぜんぜん

高句麗句句句句句高句高句高句麗
う く   りくこうこう く   りこう く り

リョグ リグ グ グ コ   グコ   グ グ  グココ グ リョ

シル  ラシシシ ララルシルシル ラ

ペクチェクククペクペククククチククペペクペクチェェ

新羅新羅新新羅
しらぎしらぎ

済済済百済済百百済百百百百済百済百済百済
らくだらくくくくだらだだらくくくくだくだら

加羅羅加加加加羅加羅
か   らか らか ら

倭倭倭倭倭倭

魏北北魏北魏北北魏
ぎくぎくぎぎほくくぎぎぎほくぎ

（北朝（北朝）（北朝）

宋宋宋
そそうそそうそう

（南朝）

5世紀ごろ

000 1000km000km000km

大興城大大大大 城興城大興城
（長安））安（長長安（長安）

いこうだだいこうだいだいこうだいこうじょうじょじょうじょうじょう

突突東突東東東東東東 厥東東突突東東東突突突厥突厥東東東突東突突突突突突厥厥東東東 厥東東突突厥突突突突突突突突突厥厥厥西西突突突西西西西突西西西突厥突突突突西突突厥厥厥厥西西突突厥
けけけけけとっとっっとと けつつけつつけけつとっけけつ

高句麗句句句句句句高高句高句麗

新羅新羅新新新新羅新新羅

契丹契丹契丹契丹
きったんきったん

百済済百済百済
倭倭倭倭倭倭倭倭

隋隋
ずいずずずずい

7世紀ごろ

000 1000kmmm

封開封封封封
京都京京京都京

ほうかいほほほうか

開城開開開城
ケ ソンケケケ

興慶興興興慶慶興興慶興慶慶慶慶興慶慶慶

ラララサララサラササ

ここうけいこうけけいいいこ

上京臨潢府府
じょうけいりんこう ふ遼遼

りょうりょう

西ウイグルイグ西ウイグルグル
高麗高高麗

リョリコ コ リョ

日本本日本日本

宋
（北宋）
宋宋宋宋宋
））北宋宋北宋（北（北宋北宋）宋）

そうそうそそうそう

大理大理理大理大理
りりい りい い りだだだだだ りだだだい り

吐蕃蕃吐蕃吐蕃吐蕃
んんんんんんばんんんと ばと  とととと ばんんと ばんばん

西夏西西西夏
い かいいいせせせせ かせせ かせい か

いいいいらうらうこうこ らこうらい

11世紀ごろ

000 1000km00km0000kkmmm00km

京南京京南京京
ンナンキンンキンンナ

漢城漢漢漢漢
京都京京京京京京

かんかかか じょう

北京北京
ペ  キンペ  キ

チベットチベチベット

オイラトオイラオイラト モンゴルモンゴモンゴルゴル

朝鮮朝鮮朝鮮朝鮮朝鮮
ちょう んんんんせんせせんんんんんんせんせん

日本本日本日本

明明明
んんみんんみんみみん

16世紀ごろ

明の最大領域明の最大最大領大領域領域
（15世紀初め）世（ 紀紀紀世紀初め世世世紀紀紀紀紀初め初初め紀 ）紀紀初紀15世紀世紀初紀初め）
000 1000km

東
ひがし

アジアの風
ふ う

土
ど

と人
ひ と

々
び と

1

東東
ひがしひがしひがしひがし

アジアはアジアは，，ユーラシアユーラシア大大
たいたいたいたい

陸陸
りくりくりくりく

東部東部のの中中
ちゅうちゅうちゅうちゅう

国国
ごくごくごくごく

をを中中
ちゅうちゅうちゅうちゅう

心心
しんしんしんしん

としてとして，，
朝朝
ちょうちょう

鮮鮮
せんせん

半半
はんはんはんはん

島島
とうとうとうとう

やや，日日
にっにっにっにっ

本本
ぽんぽんぽんぽん

列列
れっれっれっれっ

島島
とうとうとうとう

などからなるなどからなる。そのその北北
ほくほくほくほく

部部
ぶぶぶぶ

のの砂砂
ささ

漠漠
ばくばく

・・
草草草
そうそうそうそう

原原原
げんげんげんげん

地地地
ちちちち

帯帯帯
たいたいたいたい

ではでは遊遊遊
ゆうゆうゆうゆう

牧牧牧
ぼくぼくぼくぼく

がが，東東東
とうとうとうとう

北北北
ほくほくほくほく

部部部
ぶぶぶぶ

のの森森森
しんしんしんしん

林林林
りんりんりんりん

地地地
ちちちち

帯帯帯
たいたいたいたい

ではでは狩狩狩
しゅしゅ

猟猟猟
りょうりょう

がが営営営
いとないとないとないとな

ままま
れれれ，，黄黄黄

こう

河河河
がが

流流流
りゅうりゅう

域域域
いきいき

ととと中中中
ちゅうちゅう

国国国
ごくごくごご

東東東
とうとう

北北北
ほくほく

部部部
ぶぶ

のの平平平
へいへい

原原原
げんげんげげ

地地地
ちち

帯帯帯
たいたい

ではではでは畑畑畑
はたはた

作作作
さくさく

ががが中中中
ちゅうちゅう

心心心
しんしん

ととと
なりなりなり，，あわやきびなどのあわやきびなどのあわやきびなどの雑雑雑

ざっざ

穀穀穀
こくこく

ががが栽栽栽
さいさいさいさい

培培培
ばいばいばいばい

されるされるされる。一。
いっいっいい

方方方
ぽうぽうぽうぽう

，，長長長
ちょうち う

江江江
こうこう

流流流
りゅうりゅうりゅうりゅう

域域域
いきいきいきいき

やそれよりやそれよりやそれより南南南
みなみみなみみなみみなみ

，日日，日
にっにっにに

本本本
ぽんぽんぽんぽん

・朝朝朝
ちょうちょうちょうちょう

鮮鮮鮮
せんせんせんせん

半半半
はんはんはんはん

島島島
とうとうとうとう

南南南
なんなんなんなん

部部部
ぶぶぶぶ

などはなどはなどは，季季，季
きききき

節節節
せつせつせつせつ

ににに
よってよ てよって風風風

かざかざかざかざ

向向向
むむむむ

きがきがきが変変変
へんへんへんへん

化化化
かかかか

するモンスーンするモンス ンするモンス ン（季（季（季
きききき

節節節
せつせつせつせつ

風風風
ふうふうふうふう

）））ののの影影影
えいえいえいえい

響響響
きょうきょうきょうきょう

ををを受受受
うううう

けるけるけ 温温
おんおんおんおん

暖暖暖
だんだんだんだん

・湿・湿
しつしつ

潤潤潤
じゅんじゅん

のの地地
ちちちち

域域域
いきいきいきいき

でで，，水水水
すいすいすいすい

田田田
でんでんでんでん

稲稲稲
いないないないな

作作作
さくさくさくさく

がが発発発
はっはっはっはっ

達達達
たつたつたつたつ

したした。
　殷殷

いんいん

でで生生
うううう

まれたまれた文文
もももも

字字
じじじじ

をを源源
げんげんげんげん

流流
りゅうりゅうりゅうりゅう

とするとする漢漢
かんかんかんかん

字字
じじじじ

，漢漢，
かんかん

代代
だいだいだいだい

にに大大
おおおおおおおお

きくきく成成
せいせいせいせい

長長
ちょうちょうちょうちょう

をを遂遂
とと

げたげげた儒儒
じゅじゅ

教教
きょうきょう

，内内
ないないないない

陸陸
りくりくりくりく

アジアをアジアを通通
つうつうつうつう

じてじて伝伝
でんでんでんでん

来来
らいらいらいらい

しし中中
ちゅうちゅうちゅうちゅう

国国
ごくごくごくごく

化化
かかかか

したした
仏仏仏
ぶっぶっぶっぶっ

教教教
きょうきょうきょうきょう

，法法法
ほうほうほうほう

制制制
せいせいせいせい

度度度
どどどど

のの律律律
りつりつ

令令令
りょうりょう

制制制
せいせいせいせい

などといったなどと たなどといった中中中
ちゅうちゅうちゅうちゅう

国国国
ごくごくごくごく

文文文
ぶんぶんぶんぶん

化化化
かかかか

はは，やがてやがて
東東東
ひがしひがしがが

アジアアジアアジア諸諸諸
しょしょ

地地地
ちち

域域域
いきいき

ややや，，ベトナムベトナムベトナム北北北
ほくほく

部部部
ぶぶ

にもにもにも波波波
は

及及及
きゅう

してしてして，共共，共
きょうきょう

通通通
つうつう

のの
文文文
ぶんぶんぶんぶん

化化化
かかかか

要要要
ようようようよう

素素素
そそそそ

ををを持持持
もももも

つつつ東東東
ひがしひがしひがしひがし

アジア文アジア文アジア文
ぶんぶんぶんぶん

化化化
かかかか

圏圏圏
けんけん

ををを形形形
けいけいけいけい

成成成
せいせいせいせい

することになったすることにな たすることになった。。

中
ち うち うち うち うちゅうちゅう
国
ごくごくくくごくごく
の文

ぶんぶんぶんぶん
化
かかかか
を共

きょうきょうき うき うきょうきょう
有
ゆうゆうううゆうゆう
する世

せせせせ
界
かいかいかいかい

─東
ひがしひがし
文文文
アジアの風

ふうふう
すすす
土
どど
るるる
と人

ひとひと
界界界
々
びとびと

　　　　孔
こう

子
し

（前
まえ

551？～前
まえ

479）
　中

ちゅう

国
ごく

の春
しゅん

秋
じゅう

時
じ

代
だい

に生
い

きた孔
こう

子
し

は，
家
か

族
ぞく

への愛
あい

情
じょう

を基
き

礎
そ

として，その
家
か

族
ぞく

道
どう

徳
とく

を国
こっ

家
か

まで広
ひろ

げる思
し

想
そう

を
説
と

いた。弟
で

子
し

により孔
こう

子
し

の教
おし

えや
行
こう

動
どう

は『論
ろん

語
ご

』としてまとめられ，
その教

おし

えは発
はっ

展
てん

した（儒
じゅ

家
か

）。漢
かん

代
だい

には官
かん

僚
りょう

が学
まな

ぶべき教
おし

えに定
さだ

めら
れ，民

みん

衆
しゅう

にもその考
かんが

えが広
ひろ

まった。
後
のち

に東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

にも広
ひろ

まり，影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。

創始者

儒
じゅ

教
きょう

　　 水
すい

田
でん

を耕
たがや

す農
のう

耕
こう

民
みん

（中
ちゅう

国
ごく

南
なん

部
ぶ

）１ 　　 草
そう

原
げん

地
ち

帯
たい

の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

（モンゴル）2

　孔
こう

子
し

は言
いい

った。人
ひとひと

々
びとびと

を導
みちびみちび

く際
さいさい

に法
ほうほう

律
りつりつ

や制
せいせい

度
どど

のみを用
もちもち

いて，統
とうとう

制
せいせい

のため刑
けい

罰
ばつ

ばか
りを行

おこなおこな

えば，人
ひとひと

々
びとびと

はその抜
ぬ

け道
みちみち

を恥
はじ

もなく探
さがさが

すだろ
う。徳

とくとく

（思
おもおも

いやり，愛
あいあい

情
じょうじょう

）を
もって人

ひとひと

々
びとびと

を導
みちびみちび

き，礼
れいれい

（敬
けいけい

意
いい

，
礼
れい

儀
ぎ

）をもって統
とうとう

制
せいせい

すれば，
人
ひとひと

々
びとびと

は恥
はじはじ

を知
しし

り，みずから
身
みみ

を正
ただただ

すだろう。

論
ろん

語
ご

（為
い
政
せい
第二 三）

史史史
料

東
ひがしひがしひがしひがしひがし

アジアの文
ぶんぶんぶんぶんぶん

明
めいめいめいめいめい地域の

歩み １
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A

　日
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B

　東
ア
ジ
ア
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ポタラ宮

姫路城

首里城

京都

奈良
原爆ドーム

仏国寺

故宮

泰山
孔子廟

竜門の
　石窟 

秦始皇帝陵

殷墟

大運河

石見銀山
いわ み

ぶっこく じ

ひめ じ

とみおか

や はた

万里の長城

莫高窟

琉球王国

シルクロード

カラコルム

三星堆

ばん り ちょうじょう

ばっこうくつ

さんせいたい

いんきょ

鼓浪嶼
コ ロン ス

りゅうもん

せっくつ

しん し こうてい

たいざん

こう し びょう

りゅうきゅう

しゅ  り

八幡製鉄所

富岡製糸場

ベンガル湾

長江
ちょう こう

黒
アム
ル
川

ー
竜
江

黄
河

こう

が

淮河
わい  が
黄海
こうかい

東シナ海

日

本

海

太

平

洋

こ
く

り
ゅ
う

う
こ

ルル

上海上上

壌 京京

ート

シャンシ ハイ

ンン

澳門
マカオ

たいわん

台湾

そそ

蘇省蘇省
シ高高原原

脈
タ

ヒ

漠ラ

山

ロシア連邦

カザフスタン

モンゴル

義義主民主主鮮朝朝朝朝朝
人民共和国人民共和国人民共
朝鮮民主主義
人民共和国

日本日本民民大韓民民国国韓民韓大韓民韓韓民大韓民大韓民国
んだいかんみんこく

うせちょうせん

中華人民共和国
ちゅちゅうか

れん ぽう

インド

ナムナムベトナム
ララオスイタイ

ーンャミャンマー

ラングンンググングラデシュバングラデシュ

ンンブータン

ネ
ル

パ
ー

７

５

１

6

９８

２
４

川によるさまざまな地域名ざ
江は長江のことで，江南はその下流域の南側の地
を指す。ほかにも，黄河の南北を指す河南・河北や，
淮河（淮水）の南北を示す淮南・淮北などがある。

わいなん

こうなん

わいほく

か なん か ほく

わいすい

河河時代時代
の皇 の華の華皇の皇
び付 と運河と運河とと
亡 原因と原因と
宋 引き宋と引宋と引
も中

かかいずい

ぼ

そ

の道の
西に

ルルートが中心と

主な陸上ルート　　主な遺跡
主な海上ルート　　主な世界文化遺産

～　，　～　は写真やグラフの位置を示す1 ２ ４ ９

500km

世界
遺産

世界
遺産

世界
遺産

ウランバートル  　　 上
シャン

海
ハイ

　 東
とうとう

京
きょうきょう

4 5 6

1 4 7 10月1 4 7 10月

ウランバートル
（モンゴル）

上海
（中国）

1 4 7 10月
年平均気温 -0.1℃
年降水量 281㎜

年平均気温 17.1℃
年降水量 1157㎜

年平均気温 15.4℃
年降水量 1529㎜

東京
（日本） ㎜

300

250

200

150

100

0

降
水
量

℃

30

20

10

0

-10
気
温

　　 東東
ひがしひがしししひがしひがしがしがし

アジアの風
ふうふうふうふう

土
どどどど

3

　 孔
こう

子
し

廟
びょう

（中
ちゅう

国
ごく

） 儒
じゅ

教
きょう

の祖
そ

である孔
こう

子
し

をまつる孔
こう

子
し

廟
びょう

は，中
ちゅう

国
ごく

はもとより世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

に建
た

てられている。
写
しゃ

真
しん

は孔
こう

子
し

旧
きゅう

宅
たく

に建
た

てられ
た最

さい

初
しょ

の孔
こう

子
し

廟
びょう

で，歴
れき

代
だい

の
中
ちゅう

国
ごく

皇
こう

帝
てい

によって代
だい

々
だい

保
ほ

護
ご

された。

7

　 仏
ぶっ

国
こく

寺
じ

（韓
かん

国
こく

） 新
し ら ぎ

羅
が朝

ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

を統
とう

一
いつ

した後
のち

，
751年

ねん

に建
た

てられた仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

。寺
じ

院
いん

の木
もく

造
ぞう

部
ぶ

分
ぶん

は，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

による朝
ちょう

鮮
せん

侵
しん

攻
こう

の際
さい

に焼
しょう

失
しつ

し，現
げん

在
ざい

では石
せき

造
ぞう

部
ぶ

分
ぶん

のみが当
とう

時
じ

の姿
すがた

を残して
いる。

8

　　 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（日
にっ

本
ぽん

）　607年
ねん

に聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（厩
うまや

戸
と

王
おう

）が建
こん

立
りゅう

し
たと伝

つた

えられる仏
ぶっ

教
きょう

寺
じ

院
いん

。金
こん

堂
どう

（左）と五
ご

重
じゅうの

塔
とう

（右）は，現
げん

存
そん

する世
せ

界
かい

最
さい

古
こ

の木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

として有
ゆう

名
めい

である。

9
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ワ 

カ 加

タ 多

ケ 支

ル 鹵

　 大

　 王

750 10000 500

縄文時代 弥 生 時 代 古 墳 時 代 飛 鳥 時 代 奈良時代 平 安 時 代

○
稲作が伝わる

239
邪馬台国の

卑弥呼が魏に
使いを送る

593
聖徳太子

摂政となる
○

藤原氏の
摂関政治
始まる

1086
白河上皇

院政を開始

1016
藤原道長
摂政となる

894
遣唐使の

停止

701
大宝律令
定まる

645
大化の
改新

57
倭奴国王が
後漢に朝貢
し，金印を
授かる

○
古墳が
造られ
始める

○
中国・朝鮮の朝鮮の鮮
文化が伝伝来来
（漢字など）1

538（552？）
仏教伝来2

630
遣唐使の
派遣始まる3

○
かな文文字の字
使用4

○
武士のの登場登

710
平城京
遷都

794
平安京遷都

○
ヤマト王権に
よる統一がが進むむ

※年表内の赤文字は，
　国や政権を示す。

○
各地にクニが

出来る

歴
史
年
表

さず は  けん

せん  と

 武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

・鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の成
せい

立
りつ

　9～10世
せい

紀
き

に現
あらわ

れた武
ぶ

士
し

は，武
ぶ

士
し

団
だん

を作
つく

って成
せい

長
ちょう

し，天
てん

皇
のう

や貴
き

族
ぞく

の権
けん

力
りょく

争
あらそ

いに関
かか

わって政
せい

治
じ

的
てき

な力
ちから

も付
つ

けていった。12
世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，二
に

大
だい

武
ぶ

士
し

団
だん

である源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

の争
あらそ

いを源
げん

氏
じ

が制
せい

し，
天
てん

皇
のう

・貴
き

族
ぞく

の権
けん

力
りょく

を利
り

用
よう

しつつ武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を成
せい

立
りつ

させ
た。政

せい

治
じ

の中
ちゅう

心
しん

は天
てん

皇
のう

・貴
き

族
ぞく

から武
ぶ

士
し

へ移
うつ

っていった。　
　13世

せい

紀
き

の末
すえ

には，モンゴルによる中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

の元
げん

が２度
ど

にわ
たって博

はか

多
た

に襲
しゅう

来
らい

したが，幕
ばく

府
ふ

はこれを退
しりぞ

けた（蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

）。
　鎌

かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の時
じ

代
だい

，日
にっ

本
ぽん

は中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

との正
せい

式
しき

な国
こっ

交
こう

は持
も

たな
かったが，両

りょう

国
こく

の民
みん

間
かん

商
しょう

人
にん

の間
あいだ

では盛
さか

んに交
こう

易
えき

が行
おこな

われた。

 日
にっ

本
ぽん

の始
はじ

まりと大
たい

陸
りく

との交
こう

流
りゅう

　日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

では，3世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

，近
きん

畿
き

地
ち

方
ほう

の豪
ごう

族
ぞく

を中
ちゅう

心
しん

にヤマ
ト王

おう

権
けん

が成
せい

立
りつ

した。ヤマト王
おう

権
けん

は，中
ちゅう

国
ごく

への朝
ちょう

貢
こう

（→資
し

料
りょう

5）や，
大
たい

陸
りく

から知
ち

識
しき

人
じん

の受
う

け入
い

れを行
おこな

い，進
すす

んだ技
ぎ

術
じゅつ

や制
せい

度
ど

，漢
かん

字
じ

や
仏
ぶっ

教
きょう

などの文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れ発
はっ

展
てん

した。8世
せい

紀
き

初
はじ

めにヤマト王
おう

権
けん

は，唐
とう

を模
も

した律
りつ

令
りょう

国
こっ

家
か

体
たい

制
せい

を確
かく

立
りつ

し，貴
き

族
ぞく

に唐
とう

風
ふう

の国
こく

際
さい

的
てき

な
文
ぶん

化
か

が広
ひろ

がった。そして，8世
せい

紀
き

末
まつ

に平
へい

安
あん

京
きょう

（現
げん

在
ざい

の京
きょう

都
と

）が都
みやこ

とされ，以
い

降
こう

1000 年
ねん

以
い

上
じょう

天
てん

皇
のう

の御
ご

所
しょ

が置
お

かれた。9世
せい

紀
き

に
唐
とう

が衰
すい

退
たい

したため遣
けん

唐
とう

使
し

は停
てい

止
し

したが，大
たい

陸
りく

との交
こう

流
りゅう

が続
つづ

くな
かで，独

どく

自
じ

の価
か

値
ち

観
かん

を見
み

いだそうとする国
こく

風
ふう

文
ぶん

化
か

が生
う

まれた。

日
に っに っに っに っ

本
ぽ んぽ んぽ んぽ ん

の歴
れ きれ きれ きれ き

史
しししし

2

　 稲
いな

荷
り

山
やま

古
ここ

墳
ふんふん

出
しゅつしゅつ

土
どど

の鉄
てってっ

剣
けんけん

5 世
せいせい

紀
きき

後
こうこう

半
はんはん

の鉄
てってっ

剣
けんけん

。ヤマト王
おうおう

権
けんけん

の王
おうおう

ワカタケル
の名

なな

が刻
きざきざ

まれる。同
どうどう

様
ようよう

のものは九
きゅうきゅう

州
しゅうしゅう

で
も見

みみ

つかっており，
ヤマト王

おうおう

権
けんけん

の勢
せいせい

力
りょくりょく

の広
ひろひろ

がりがうかが
える。〈国宝 埼玉県行田
市 文化庁所有 埼玉県立さ

きたま史跡の博物館提供〉

１

　 日
にっにっ

本
ぽんぽん

最
さいさい

古
ここ

の仏
ぶつぶつ

像
ぞうぞう

609 年
ねんねん

の作
さくさく

。
仏
ぶっぶっ

教
きょうきょう

は 6世
せいせい

紀
きき

半
なかなか

ばに伝
でんでん

来
らいらい

し，8世
せいせい

紀
きき

に聖
しょう

武
む

天
てんてん

皇
のうのう

により全
ぜんぜん

国
こくこく

へ広
ひろひろ

まった。
〈奈良県 飛鳥寺〉

2

 『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

』 11 世
せいせい

紀
きき

初
はじはじ

め，紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

は漢
かんかん

字
じじ

を崩
くず

したひらがなで『源
げんげん

氏
じじ

物
ものもの

語
がたりがたり

』を著
あらわあらわ

した。この絵
ええ

巻
まきまき

物
ものもの

は 12世
せいせい

紀
きき

に描
えがえが

かれ，日
にっにっ

本
ぽんぽん

独
どくどく

自
じじ

の表
ひょうひょう

現
げんげん

となっ
ている（大

や ま と

和絵
え

）。〈『源氏物語絵巻 東屋一』 国宝 徳川美術館蔵〉

4

　　 元
げん

軍
ぐんぐん

と戦
たたかたたか

う武
ぶぶ

士
しし

この時
ときとき

，防
ぼうぼう

衛
えいえい

に当
ああ

たった武
ぶぶ

士
しし

に，鎌
かまかま

倉
くらくら

幕
ばくばく

府
ふふ

が恩
おんおん

賞
しょうしょう

の
領
りょうりょう

地
ちち

を十
じゅうじゅう

分
ぶんぶん

に与
あたあた

えられなかったことが，幕
ばくばく

府
ふふ

滅
めつ

亡
ぼう

の遠
えんえん

因
いんいん

となった。
5

　 遣
けん

唐
とう

使
し

船
せんせん

（復
ふくふく

元
げんげん

） 唐
とうとう

や朝
ちょう

鮮
せん

の物
ぶっぶっ

品
ぴんぴん

・文
ぶんぶん

化
かか

のみならず，シルクロード（→
資
しし

料
りょうりょう

２）をたどってきたインド・西
にしにし

ア
ジアの品

しなしな

々
じなじな

ももたらされた。

3

〈『蒙古襲来絵詞』 宮内庁三の丸尚蔵館蔵〉
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銀鉱山

石見

1200 1400

鎌 倉 時 代 南北朝時代 室 町 時 代 江 戸 時 代
1600

安土
桃山
時代戦 国 時 代

1180
源氏・平氏の
争乱（～85）

1192
源頼頼朝，朝
征夷大将軍になる夷大将軍大
（鎌倉幕府倉幕府幕 ）

1274，81
蒙古襲来（元寇）5

1333
鎌倉幕府の滅亡

139922
南北朝統統一一

1467
応仁の乱
（～77）

○
下剋上
盛んになる

1573
織田信長が
室町幕府を
滅ぼす

1603
徳川家康，
征夷大将軍に
（江戸幕府）8

1635
武家諸法度，
参勤交代の
制度化

1592, 9797
豊臣秀吉の吉の吉
朝鮮侵攻攻攻

1543
鉄砲伝来6

南蛮貿易開始
1549

ザビエルにより
キリスト教伝来

○○
銀生産盛んん77

○
朱印船貿易
盛ん

○
江戸幕府，
貿易制限を
進める

1338
足利尊氏，

征夷大将軍に
（室町幕府）

40414
勘合貿易開始易開

1378
足利義満，
室町に幕府移転移転移

1429
琉球王国の
成立

めつ ぼう

さか
下下

てっ ぽう

 室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

と日
にち

明
みん

貿
ぼう

易
えき

14 世
せい

紀
き

半
なか

ば，鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

は滅
ほろ

ぼされ，足
あし

利
かが

氏
し

による武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

が開
ひら

かれた。3代
だい

将
しょう

軍
ぐん

義
よし

満
みつ

は，海
かい

禁
きん

政
せい

策
さく

（→資
し

料
りょう

6）を採
と

る中
ちゅう

国
ごく

の明
みん

と交
こう

易
えき

を行
おこな

うため冊
さく

封
ほう

を受
う

けることを選
えら

び，
15世

せい

紀
き

初
はじ

めに朝
ちょう

貢
こう

形
けい

式
しき

の日
にち

明
みん

貿
ぼう

易
えき

を開
かい

始
し

した。このころ東
ひがし

ア
ジアから東

とう

南
なん

アジアの海
かい

域
いき

では明
みん

を中
ちゅう

心
しん

とする交
こう

易
えき

網
もう

が広
ひろ

がっ
ており，室

むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

もその一
いっ

角
かく

として 15世
せい

紀
き

を通
とお

して積
せっ

極
きょく

的
てき

な
交
こう

易
えき

を行
おこな

った。この時
じ

期
き

，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

も，明
みん

・日
にっ

本
ぽん

・朝
ちょう

鮮
せん

・東
とう

南
なん

アジアを結
むす

ぶ中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

の地
ち

として繁
はん

栄
えい

した。また，蝦
え

夷
ぞ

地
ち

のア
イヌの人

ひと

々
びと

と日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の人
ひと

々
びと

の間
あいだ

でも交
こう

易
えき

が行
おこな

われた。

 西
せい

洋
よう

との出
で

会
あ

いと全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

の完
かん

成
せい

15 世
せい

紀
き

半
なか

ばの応
おう

仁
にん

の乱
らん

のころから，各
かく

地
ち

の戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

がそれ
ぞれの地

ち

域
いき

を治
おさ

める戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

となった。一
いっ

方
ぽう

，大
だい

航
こう

海
かい

時
じ

代
だい

（→
資
し

料
りょう

19）が始
はじ

まりヨーロッパ商
しょう

人
にん

が日
にっ

本
ぽん

に到
とう

来
らい

すると，戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

は彼
かれ

らとの貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

った（南
なん

蛮
ばん

貿
ぼう

易
えき

）。鉄
てっ

砲
ぽう

などさまざまな西
せい

洋
よう

の文
ぶん

物
ぶつ

が日
にっ

本
ぽん

に伝
つた

わり，キリスト教
きょう

も九
きゅう

州
しゅう

を中
ちゅう

心
しん

に広
ひろ

まった。
16世

せい

紀
き

半
なか

ば，戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

の織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

に乗
の

り出
だ

し，
それを継

つ

いだ豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が統
とう

一
いつ

を完
かん

成
せい

させた。やがて秀
ひで

吉
よし

の死
し

後
ご

に台
たい

頭
とう

した徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が，豊
とよ

臣
とみ

勢
せい

力
りょく

に勝
しょう

利
り

し，1603年
ねん

に全
ぜん

国
こく

統
とう

一
いつ

政
せい

権
けん

の江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

を開
ひら

いた。こうして江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

が始
はじ

まった。

　 長
なが

篠
しの

の戦
たたかたたか

い 1575 年
ねんねん

の，織
お

田
だ

・徳
とく

川
がわ

連
れんれん

合
ごうごう

軍
ぐんぐん

と武
たけ

田
だ

軍
ぐんぐん

の戦
たたかたたか

い。強
きょうきょう

力
りょくりょく

な武
たけたけ

田
だだ

の騎
き

馬
ば

隊
たいたい

に対して，信
のぶのぶ

長
ながなが

は西
せいせい

洋
ようよう

由
ゆゆ

来
らいらい

の新
しんしん

兵
へいへい

器
きき

である鉄
てっ

砲
ぽう

を使
つかつか

い，勝
しょうしょう

利
りり

した。
〈『長篠合戦図屛風』 徳川美術館蔵〉

6

　 ポルトガル人
じんじん

の地
ちち

図
ずず

に記
しるしる

された石
いわ

見
み

銀
ぎんぎん

山
ざんざん

　17
世
せいせい

紀
きき

半
なかなか

ば，日
にっにっ

本
ぽんぽん

は世
せせ

界
かいかい

の銀
ぎんぎん

の 3分
ぶんぶん

の 1を産
さんさん

出
しゅつしゅつ

した
といわれ，多

おおおお

くは中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

に輸
ゆゆ

出
しゅつしゅつ

された。主
しゅしゅ

要
ようよう

な銀
ぎんぎん

山
ざんざん

であった石
いわいわ

見
みみ

の名
なな

前
まえまえ

は，ヨーロッパにまで広
ひろひろ

まった。

7

　 江
ええ

戸
どど

城
じょうじょう

　江
ええ

戸
どど

幕
ばくばく

府
ふふ

の代
だいだい

々
だいだい

の将
しょうしょう

軍
ぐんぐん

が暮
くく

らした。左
ひだりひだり

下
したした

には朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

（→ p.22）が描
えがえが

かれている。天
てん

守
しゅ

は 1657 年
ねんねん

に焼
しょうしょう

失
しつしつ

し，その後
ごご

は再
さいさい

建
けんけん

されなかった。〈『江戸図屛風』（部分） 国立歴史民俗博物館蔵〉

8

〈『日本図』 凸版印刷株式会社 印刷博物館蔵〉
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500前2000 前1000

前6000ごろ
黄河流域で
農耕が行われる
○
長江下流域で
稲作農耕が
行われる

前17世紀
殷成立

前11世紀
周成立
（～前256）

前770
春秋・戦国時代秋
（～前221）

前221
秦が中国を

統一 220
三国時代

（魏・呉・蜀）
（～280）

25
後漢成立
（～220）○

鉄製農具の
使用始まる

前202
前漢成立
（～8）

○
孔子生まれる

○
騎馬遊牧民の登場

○
匈奴の勢い盛んん

○
仏教広まる

304
五胡十六国時代
（～439）

581
隋成立

（～618）（
439

北魏が華北を統一
南北朝時代
（～589）

618
唐成立

（～907）

676
新羅，朝鮮半島

を統一

こう が

こう し

ぜんかん

ぎ　　　ご　　　しょく
ほく ぎ

さんごく
か　ほく

きょう ど さか

いん しゅう しゅんじゅうう せんごく しん ご かん ずい

とう

し ら ぎ ちょうせん

なんぼくちょう

ご   こ じゅう ろっ こく

ちょうこう

1

0←B.C. A.D.→

歴
史
年
表

世界
遺産

東アジアの大
だい

王
おう

朝
ちょう

の繁
はん

栄
えい

　3～ 6世
せい

紀
き

の中
ちゅう

国
ごく

は分
ぶん

裂
れつ

の時
じ

代
だい

となった。このころ仏
ぶっ

教
きょう

（→
資
し

料
りょう

8）が東
ひがし

アジアに広
ひろ

がり，中
ちゅう

国
ごく

で道
どう

教
きょう

も成
せい

立
りつ

した。6世
せい

紀
き

末
まつ

に中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

した隋
ずい

は，多
おお

くの優
すぐ

れた国
こっ

家
か

制
せい

度
ど

を整
せい

備
び

し，儒
じゅ

教
きょう

の試
し

験
けん

で官
かん

僚
りょう

登
とう

用
よう

を行
おこな

う科
か

挙
きょ

制
せい

度
ど

を始
はじ

めた。続
つづ

く唐
とう

は，300
年
ねん

続
つづ

く大
だい

王
おう

朝
ちょう

となり，都
みやこ

の長
ちょう

安
あん

には世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の人
ひと

々
びと

が集
あつ

まった。
隋
ずい

の制
せい

度
ど

を受
う

け継
つ

ぎ，律
りつ

（刑
けい

法
ほう

）・令
りょう

（行
ぎょう

政
せい

法
ほう

）を体
たい

系
けい

化
か

した唐
とう

の
制
せい

度
ど

は，東
ひがし

アジア諸
しょ

国
こく

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。
　朝

ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

では，7世
せい

紀
き

に新
し ら ぎ

羅が統
とう

一
いつ

を達
たっ

成
せい

した。その後
ご

，
10世

せい

紀
き

に成
せい

立
りつ

した高
こう

麗
らい

は，唐
とう

の制
せい

度
ど

に基
もと

づく律
りつ

令
りょう

を制
せい

定
てい

した。
シル　ラとうとうとう

 コ   リョ

中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

明
めい

の始
はじ

まりと統
とう

一
いつ

国
こっ

家
か

の誕
たん

生
じょう

　ユーラシア大
たい

陸
りく

東
とう

部
ぶ

では，前
ぜん

6000 年
ねん

ごろまでに黄
こう

河
が

と長
ちょう

江
こう

流
りゅう

域
いき

で農
のう

耕
こう

が始
はじ

まり，やがて都
と

市
し

国
こっ

家
か

が生
う

まれた。前
ぜん

8 世
せい

紀
き

から戦
せん

乱
らん

の時
じ

代
だい

となり，混
こん

乱
らん

のなかさまざま思
し

想
そう

が生
う

まれ，
その一

ひと

つが後
のち

の儒
じゅ

教
きょう

（→資
し

料
りょう

１）となった。前
ぜん

3 世
せい

紀
き

に初
はつ

の統
とう

一
いつ

王
おう

朝
ちょう

である秦
しん

が誕
たん

生
じょう

し，その王
おう

は皇
こう

帝
てい

と名
な

乗
の

った。続
つづ

く漢
かん

は，
冊
さく

封
ほう

と朝
ちょう

貢
こう

を開
かい

始
し

し，東
ひがし

アジアの国
こく

際
さい

秩
ちつ

序
じょ

の原
げん

型
けい

を作
つく

った。 
　一

いっ

方
ぽう

，北
きた

アジアは遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

が住
す

む地
ち

であり，中
ちゅう

国
ごく

王
おう

朝
ちょう

にとって，
たびたび侵

しん

攻
こう

してくる遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

への対
たい

処
しょ

が課
か

題
だい

であった。秦
しん

は長
ちょう

城
じょう

を築
きず

いて対
たい

処
しょ

し，続
つづ

く王
おう

朝
ちょう

でもこれが活
かつ

用
よう

された。

3

　　 兵
へい

馬
ば

俑
よう

坑
こう

中
ちゅう　ごくちゅう　ごく

国を初
はじはじ

めて統
とうとう

一
いついつ

した秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

の陵
りょう

墓
ぼ

付
ふふ

近
きんきん

には，大
たいたい

量
りょうりょう

の俑
ようよう

（土
どど

製
せいせい

の副
ふく

葬
そう

品
ひんひん

）
が埋

う

められた。兵
へいへい

士
しし

の俑
ようよう

は，高
たかたか

さ約
やくやく

180cmで，総
そうそう

数
すうすう

は約
やくやく

6000 体
たいたい

である。
１

　 宋
そう

代
だいだい

の科
か

挙
きょ

宋
そうそう

（北
ほくほく

宋
そうそう

）以
いい

降
こうこう

，科
かか

挙
きょきょ

は原
げんげん

則
そくそく

誰
だれ

でも受
じゅじゅ

験
けんけん

できるようになり，宰
さい

相
しょう

になることも可
かか

能
のうのう

であった。
これは皇

こう

帝
てい

みずから行
おこなおこな

う最
さいさい

終
しゅうしゅう

試
しし

験
けんけん

の様
ようよう

子
すす

である。

4

　 『清
せい

明
めい

上
じょう

河
が

図
ず

』　宋
そう

（北
ほくほく

宋
そうそう

）の都
みやこみやこ

，開
かい

封
ほう

のにぎわいを
描
えが

いた絵
ええ

巻
まきまき

物
ものもの

である。〈故宮博物院蔵〉
3

　　 冊
さくさく

封
ほうほう

関
かんかん

係
けいけい

のしくみ2

漢
かん

以
いい

降
こうこう

の多
おおおお

くの中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

王
おうおう

朝
ちょうちょう

は，貢
みつ

ぎ物
ものもの

を持
じじ

参
さんさん

（朝
ちょうちょう

貢
こうこう

）した周
しゅうしゅう

辺
へんへん

諸
しょしょ

国
こくこく

の支
しし

配
はいはい

者
しゃしゃ

に対
たいたい

し，相
あいあい

手
てて

をその国
くにくに

の支
しし

配
はいはい

者
しゃしゃ

と認
みとみと

めたうえで，名
めいめい

目
もくもく

上
じょうじょう

中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

皇
こう

帝
てい

の臣
しんしん

下
かか

とした（冊
さくさく

封
ほうほう

）。これにより，東
ひがしひがし

・東
とうとう

南
なんなん

アジアには
中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

を頂
ちょうちょう

点
てんてん

とする独
どくどく

自
じじ

の国
こくこく

際
さいさい

秩
ちつ

序
じょ

が形
けいけい

成
せいせい

された。
これを冊

さくさく

封
ほうほう

関
かんかん

係
けいけい

という。
また，中

ちゅうちゅう

国
ごくごく

王
おうおう

朝
ちょうちょう

は，
朝
ちょうちょう

貢
こうこう

に対
たいたい

し，貢
みつみつ

ぎ物
ものもの

の
数
すうすう

倍
ばいばい

の返
へんへん

礼
れいれい

品
ひんひん

を与
あた

えた
ため，このやりとりを
朝
ちょうちょう

貢
こうこう

貿
ぼうぼう

易
えきえき

ともいう。

朝
ちょう

貢
こう

と冊
さく

封
ほう

関
かんかん

係
けいけい

中 国 皇 帝

周辺国の王

・王と認め
臣下にする
（冊封）
・返礼品を
渡す

貢ぎ物を
献上
（朝貢）

みつ
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B

　東
ア
ジ
ア
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1400 16001000 1200

755
安史の乱
（～763）

907
五代十国時代
（～979）

918
高麗成立（～1392）成

9600
宋（北宋）（ 成立
（～1127）1

1127
金，華北を支配
南宋成立（～1276））

1264
フビライ，
大都に遷都

1368
明成立
（～1644）

○
モンゴル・倭寇との対立
（北虜南倭）

1644
明の滅亡
清の中国支配進む

12062
チンギス＝ハン即位即
モンゴル帝国成立　立

1276
元，南宋を滅ぼす

1405
鄭和の南海遠征
明への朝貢が
盛んになる

1557
ポルトガル人，ル
マカオの居住権獲得居

1271
元成立

（～1368）

1231
モンゴル，高麗に侵入に

13929
朝鮮鮮成立（～1910）

1274，81
フビライの日本遠征
（蒙古襲来，元寇）

あん し そう きん みん

しん

げん
てい わ

かく とく

わ こう

ほく りょなん わ

ちょうこう

もう　こ しゅうらい

ほろ

げんこう

だい と

こうらい ちょうせん

ご だい じっこく

3 4

5

8
6 7

世界
遺産

世界
遺産

モンゴル帝
てい

国
こく

の登
とう

場
じょう

と拡
かく

大
だい

唐
とう

のあとは分
ぶん

裂
れつ

が続
つづ

き，10世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に宋
そう

が中
ちゅう

国
ごく

を統
とう

一
いつ

した。
宋
そう

は文
ぶん

官
かん

を重
じゅう

視
し

し，積
せっ

極
きょく

的
てき

に科
か

挙
きょ

を行
おこな

った。宋
そう

の時
じ

代
だい

には，経
けい

済
ざい

が発
はっ

展
てん

し都
と

市
し

文
ぶん

化
か

が発
はっ

達
たつ

した。一
いっ

方
ぽう

で軍
ぐん

事
じ

力
りょく

は弱
じゃく

体
たい

化
か

し，
12世

せい

紀
き

には遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

に領
りょう

土
ど

の北
きた

側
がわ

を奪
うば

われた。
13世

せい

紀
き

，モンゴルの指
し

導
どう

者
しゃ

チンギス＝ハンが登
とう

場
じょう

し，周
しゅう

辺
へん

諸
しょ

国
こく

へ侵
しん

攻
こう

して，ユーラシア大
たい

陸
りく

東
とう

西
ざい

に広
ひろ

がるモンゴル帝
てい

国
こく

が
築
きず

かれた。第
だい

5 代
だい

フビライは国
こく

号
ごう

を元
げん

と改
あらた

め，宋
そう

（南
なん

宋
そう

）を滅
ほろ

ぼした。これにより元
げん

は，初
はつ

の遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

による中
ちゅう

国
ごく

統
とう

一
いつ

王
おう

朝
ちょう

とな
り，日

にっ

本
ぽん

やベトナムを除
のぞ

く東
ひがし

アジアのほぼ全
ぜん

域
いき

を支
し

配
はい

した。

明
みん

の興
こう

隆
りゅう

と東
ひがし

アジア
14 世

せい

紀
き

には漢
かん

人
じん

王
おう

朝
ちょう

の明
みん

が建
た

ち，元
げん

を北
ほっ

方
ぽう

に追
お

いやった。
明
みん

は，儒
じゅ

教
きょう

を重
おも

んじ，皇
こう

帝
てい

独
どく

裁
さい

による国
こく

内
ない

統
とう

治
ち

を行
おこな

った。モン
ゴルとの対

たい

立
りつ

は続
つづ

き，明
みん

は万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

の修
しゅう

復
ふく

によりこれに対
たい

抗
こう

した。また，明
みん

は，倭
わ

寇
こう

への対
たい

処
しょ

のため，貿
ぼう

易
えき

を冊
さく

封
ほう

した国
くに

と
の朝

ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

に限
げん

定
てい

し，民
みん

間
かん

の自
じ

由
ゆう

な海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

を禁
きん

止
し

する海
かい

禁
きん

を
実
じっ

施
し

した。そのため，琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

やマラッカ王
おう

国
こく

は，朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

で
得
え

た物
ぶっ

資
し

で他
た

国
こく

と交
こう

易
えき

する中
なか

継
つぎ

貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

い，繁
はん

栄
えい

した。
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

では，14 世
せい

紀
き

末
まつ

，高
こう

麗
らい

の後
のち

に朝
ちょう

鮮
せん

が成
せい

立
りつ

し，15
世
せい

紀
き

には独
どく

自
じ

の文
も

字
じ

の訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

（ハングル）が制
せい

定
てい

された。
  コ   リョ

　 万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

　現
げんげん

存
ぞんぞん

する長
ちょうちょう

城
じょうじょう

は，そのほとんどが明
みん

によって修
しゅうしゅう

復
ふくふく

されたものである。
6

　 明
みん

軍
ぐんぐん

と倭
わ

寇
こう

　倭
わわ

寇
こうこう

は中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

沿
えんえん

岸
がんがん

などで略
りゃく

奪
だつ

・私
しし

貿
ぼうぼう

易
えきえき

を行
おこなおこな

う集
しゅうしゅう

団
だんだん

で，14世
せいせい

紀
きき

は日
にに

本
ほんほん

人
じんじん

が，16世
せいせい

紀
きき

は中
ちゅうちゅう

国
ごくごく

人
じんじん

が主
しゅしゅ

体
たいたい

であった。
7

　 北
ペ

京
キン

の紫
し

禁
きん

城
じょう

　明
みん

の皇
こう

帝
てい

の宮
きゅう

殿
でん

である紫
しし

禁
きんきん

城
じょうじょう

は，清
しん

（→p.25）
の時

じじ

代
だいだい

も皇
こうこう

帝
ていてい

の居
きょきょ

所
しょしょ

とされた。現
げんげん

在
ざいざい

は故
こ

宮
きゅう

博
はくはく

物
ぶつぶつ

院
いんいん

となっている。
8

 モンゴル帝
てい

国
こく

の軍
ぐんぐん

団
だんだん

　馬
うまうま

と弓
ゆみゆみ

を自
じじ

在
ざいざい

に操
あやつ

る遊
ゆうゆう

牧
ぼくぼく

民
みんみん

の軍
ぐんぐん

団
だんだん

は，
銃
じゅう

の発
はつはつ

明
めいめい

以
いい

前
ぜんぜん

の戦
せんせん

争
そうそう

において非
ひひ

常
じょうじょう

に強
きょうきょう

力
りょくりょく

であった。
5

〈『倭『倭寇倭寇図図巻』巻』東東京大京大大学史学史料史料料編纂編纂所纂所蔵所蔵〉

明軍 倭寇
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前近代史がコンパクトにまとまった
巻頭の資料「地域の歩み1～5」

地域の風土ページ
●�風土を表す地図と年表，写真とその解説から，各地域の特徴をイメージできる。
地域の概説ページ
●�上段は左右を貫く年表を軸に，写真，絵画，グラフ，地図などを用いて各地域の
古代～近世史をビジュアルに整理。

●下段は各地域の前近代の大きな歴史の流れを確認できる。

日本の前近代史が１
見開きで簡潔に押さ
えられ，中学校の復
習にもなる。

地　域 テーマ 教科書ページ

１　東アジアの文明

1　東アジアの風土と人々 資料1-資料2

2　日本の歴史 資料3-資料4

3　東アジアの歴史 資料5-資料6

２　南・東南アジアの文明
1　南・東南アジアの風土と人々 資料7-資料8

2　南・東南アジアの歴史 資料9-資料10

３　西アジア・北アフリカの文明
1　西アジア・北アフリカの風土と人々 資料11-資料12

2　西アジア・北アフリカの歴史 資料13-資料14

４　ヨーロッパの文明

1　ヨーロッパの風土と人々 資料15-資料16

2　ヨーロッパの歴史① 資料17-資料18

3　ヨーロッパの歴史② 資料19-資料20

５　南北アメリカの文明
1　南北アメリカの風土と人々 資料21

2　南北アメリカの歴史 資料22

●「地域の歩み」一覧
!

特色
１ 世界とその中の日本が 捉えられる！

地域の概説ページ

地域の概説ページ

地域の風土ページ
⬇教科書�資料１- 資料２

⬇教科書�資料５- 資料６

⬇教科書�資料３- 資料４
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特
色
１



文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

とジャポニスム
せいせいせいせい

活
かつかつかつかつ

・文
ぶんぶんぶんぶん

化
かかかか

から見
みみみみ

る
日
にっにっ生生生
本
ぽんぽん生生生活活活
と世

せせ文文文
界
かいかい化化化
❷ 明

めいめいら見ら見ら見
治
じじ見見見
期
ききるるる

西
せいせい

洋
ようよう

文
ぶんぶん

化
かか

で変
かか

わる日
にっにっ

本
ぽんぽん

の生
せいせい

活
かつかつ1

　開
かい

国
こく

後
ご

，神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

など開
かい

港
こう

地
ち

に外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

が作
つく

られ，西
せい

洋
よう

文
ぶん

化
か

が日
にっ

本
ぽん

に流
りゅう

入
にゅう

した。これにより，
文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

とよばれる生
せい

活
かつ

の洋
よう

風
ふう

化
か

がもたらされた。

い

う

あ

え

〈『摂州神戸海岸繁栄之図』 神戸市立博物館蔵〉

1871年
ねん

の神
こう

戸
べ

港
こう

神
こう

戸
べ

や横
よこ

浜
はま

など開
かい

港
こう

地
ち

は，外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

港
こう

により，急
きゅう

速
そく

に生
せい

活
かつ

や
街
まち

の様
よう

子
す

が変
か

わっていった。

1

牛
ぎゅう

鍋
なべ

を食
た

べる男
だん

性
せい

　文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

の下
もと

，人
ひと

々
びと

は，
それまで食

た

べていなかった牛
ぎゅう

肉
にく

を口
くち

にし，新
しん

聞
ぶん

を
読
よ

み，髪
かみ

の毛
け

を結
ゆ

うことをやめてざんぎり頭
あたま

となっ
た。〈『安愚楽鍋』 東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫蔵〉

2

鉄
てつ

道
どう

と郵
ゆう

便
びん

配
はい

達
たつ

人
にん

　鉄
てつ

道
どう

の敷
ふ

設
せつ

や蒸
じょう

気
き

船
せん

航
こう

路
ろ

の開
かい

設
せつ

，郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

の整
せい

備
び

，そして国
こく

内
ない

の電
でん

信
しん

線
せん

や
海
かい

底
てい

通
つう

信
しん

ケーブルの設
せっ

置
ち

により，国
こく

内
ない

だけでなく
海
かい

外
がい

からも多
おお

くの人
ひと

や情
じょう

報
ほう

が行
い

き交
か

うようになった。
〈『開化幼早学門』 郵政博物館蔵〉

3

外
がい

国
こく

人
じん

和
わ

服
ふく

の日
に

本
ほん

人
じん

と洋
よう

服
ふく

の外
がい

国
こく

人
じん

が混
こん

在
ざい

して
いる。この後

ご

，日
に

本
ほん

人
じん

は洋
よう

服
ふく

を生
せい

活
かつ

に取
と

り入
い

れていく。

あ 建
たて

物
もの

　洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

の外
がい

国
こく

領
りょう

事
じ

館
かん

が立
た

ち並
なら

ぶ。洋
よう

風
ふう

建
けん

築
ちく

は，東
とう

京
きょう

（→ p.15）など
の都

と

市
し

にも次
つぎ

々
つぎ

造
つく

られた。

い 馬
ば

車
しゃ

と人
じん

力
りき

車
しゃ

　欧
おう

米
べい

の
馬
ば

車
しゃ

が日
にっ

本
ぽん

にも持
も

ち込
こ

まれ，
それを日

に

本
ほん

風
ふう

に改
かい

良
りょう

した人
じん

力
りき

車
しゃ

も作
つく

られた。

う 船
ふね

　海
かい

上
じょう

には，日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の和
わ

船
せん

に加
くわ

え，欧
おう

米
べい

から
やって来

き

た蒸
じょう

気
き

船
せん

が見
み

られ
る。

え

せいれき

せ い よ う か に っ ぽ ん

【 時間 】FILE

4
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西
せいせい

洋
ようよう

の影
えい

響
きょう

を受
うう

ける日
にっにっ

本
ぽんぽん

の芸
げいげい

術
じゅつじゅつ2

欧
おう

米
べい

で起
おお

こった日
にに

本
ほんほん

ブーム「ジャポニスム」 3
輸
ゆ

出
しゅつ

や万
ばん

博
ぱく

（→ p.55）を通
つう

じて欧
おう

米
べい

に日
にっ

本
ぽん

の芸
げい

術
じゅつ

が広
ひろ

まり，日
に

本
ほん

ブーム「ジャポニスム」が起
お

こった。これは，日
に

本
ほん

製
せい

品
ひん

の愛
あい

好
こう

というだけで
なく，芸

げい

術
じゅつ

技
ぎ

法
ほう

への影
えい

響
きょう

ももたらした。

開
かい

国
こく

後
ご

の日
にっ

本
ぽん

には，技
ぎ

術
じゅつ

や文
ぶん

化
か

だけでなく，西
せい

洋
よう

芸
げい

術
じゅつ

が入
はい

ってきた。芸
げい

術
じゅつ

家
か

たちはそれらの特
とく

質
しつ

や技
ぎ

法
ほう

を取
と

り入
い

れ，和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

の芸
げい

術
じゅつ

を生
う

み出
だ

した。

日
にっ

本
ぽん

の伝
でん

統
とう

芸
げい

術
じゅつ

の発
はっ

見
けん

者
しゃ

フェノロサは，明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

が西
せい

洋
よう

文
ぶん

明
めい

導
どう

入
にゅう

の 
ために招

まね

いた「お雇
やと

い外
がい

国
こく

人
じん

」（→ p.75）の一
ひ と り

人
である。1878年

ねん

に来
らい

日
にち

したフェノロサは，日
に

本
ほん

画
が

を見
み

て感
かん

銘
めい

を受
う

けた。しかし，政
せい

府
ふ

の「写
しゃ

実
じつ

的
てき

な西
せい

洋
よう

画
が

の方
ほう

が優
すぐ

れている」という考
かんが

えの
下
もと

，日
に

本
ほん

画
が

は衰
すい

退
たい

が進
すす

んでいた。そのためフェ
ノロサは，「絵

かい

画
が

の本
ほん

質
しつ

は写
しゃ

実
じつ

ではなく心
こころ

の内
ない

面
めん

の表
ひょう

現
げん

にあり，それには西
せい

洋
よう

画
が

より日
に

本
ほん

画
が

が
適
てき

している」と講
こう

演
えん

し，政
せい

府
ふ

に衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた。
その後

ご

フェノロサは，東
とう

京
きょう

美
び

術
じゅつ

学
がっ

校
こう

の設
せつ

立
りつ

に
努
ど

力
りょく

し，岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

らと新
あら

たな日
に

本
ほん

画
が

の開
かい

拓
たく

を目
め

指
ざ

した。また，フェノロサが行
おこな

った寺
じ

社
しゃ

宝
ほう

物
もつ

の
調
ちょう

査
さ

は，のちに文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

運
うん

動
どう

へつながった。

フェノロサ（1853～ 1908）

 黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

作
さく

『湖
こ

畔
はん

』　パリに留
りゅう

学
がく

した黒
くろ

田
だ

は，日
にっ

本
ぽん

西
せい

洋
よう

画
が

に明
あか

るい色
しき

彩
さい

の画
が

風
ふう

をもたらした。〈東京国立博物館
蔵 東京文化財研究所画像提供 重要文化財 1897 年 縦 69cm×横 84.7cm〉

5

 狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

作
さく

『悲
ひ

母
ぼ

観
かん

音
のん

』　芳
ほう

崖
がい

は，フェノロサに勧
すす

められ，西
せい

洋
よう

技
ぎ

法
ほう

を取
と

り入
い

れた新
あら

たな日
に

本
ほん

画
が

を描
えが

いた。
〈東京芸術大学蔵 1888 年 縦 195.8cm×横 86.1cm〉

6

岡倉天心

 モネ作
さく

『ラ＝ジャポネーズ』　フランスの画
が

家
か

モ
ネは日

に

本
ほん

愛
あい

好
こう

家
か

であった。当
とう

時
じ

の欧
おう

米
べい

では，この
ように室

しつ

内
ない

で日
に

本
ほん

風
ふう

の格
かっ

好
こう

をする女
じょ

性
せい

も見
み

られた
という。〈ボストン美術館蔵 1876年 縦 231cm×横142cm〉

7

ロートレック作
さく

『ディヴァン＝ジャ
ポネ』 この多

た

色
しょく

刷
ず

りのポスターは，遠
えん

近
きん

法
ほう

を無
む

視
し

した色
いろ

使
づか

いや，大
だい

胆
たん

な構
こう

図
ず

な
どに，浮

うき

世
よ

絵
え

（→ p.29）からの影
えい

響
きょう

が見
み

られる。ロートレックらの芸
げい

術
じゅつ

は「アー
ル＝ヌーヴォー」（新

あたら

しい芸
げい

術
じゅつ

）とよばれ，
従
じゅう

来
らい

の様
よう

式
しき

にとらわれない芸
げい

術
じゅつ

が目
め

指
ざ

さ
れた。〈1893 年 縦 79cm×横 60cm〉

8

アジアに広
ひろ

まる和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

幕
ばく

末
まつ

から明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の日
にっ

本
ぽん

では，欧
おう

米
べい

の書
しょ

物
もつ

が
大
たい

量
りょう

に翻
ほん

訳
やく

された。しかし，そこに登
とう

場
じょう

する
概
がい

念
ねん

は日
に

本
ほん

語
ご

や中
ちゅう

国
ごく

の古
こ

典
てん

にないものも多
おお

く，
人
ひと

々
びと

は新
あら

たな言
こと

葉
ば

を創
そう

出
しゅつ

しながら翻
ほん

訳
やく

を進
すす

めた。
このように日

にっ

本
ぽん

で作
つく

られた漢
かん

字
じ

の新
しん

語
ご

（和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

）は，日
にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

期
き

の中
ちゅう

国
ごく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

（→p.79）
などにより中

ちゅう

国
ごく

に逆
ぎゃく

輸
ゆ

入
にゅう

され，朝
ちょう

鮮
せん

やベトナム
にも広

ひろ

まった。それとともに，江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

以
い

前
ぜん

に
作
つく

られた訓
くん

読
よ

みの和
わ

製
せい

漢
かん

語
ご

も，アジアに広
ひろ

まっ
ていった。

英
えい

語
ご

と日
にっ

本
ぽん

・中
ちゅう

国
ごく

・朝
ちょう

鮮
せん

における翻
ほん

訳
やく

語
ご

それぞれ現
げん

在
ざい

使
つか

われている表
ひょう

記
き

である。
9

チョン チ

キョンヂェ

 サ フェ

クォル  リ

ムン ミョン

ヨク サ

ジョン  ジ

ジン ジ

シェ フイ

クゥアン リィ

ウェンミン

リィ シイ

英語
politics

economy

society

right

civilization

history

日本語 中国語 朝鮮語

フェノロサ
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ビジュアルに捉えられる
「生活・文化から見る日本と世界」

●�生徒の興味を引く豊富な絵画・写真資料で視覚的に生活・文化が捉えられる。
●�当時の日本の人々の生活・文化がどのように世界の影響を受け，また，世界
にどのような影響を与えたのかがわかる。

西洋の影響は生活
だけでなく文化に
も及んだことがわ
かる。

日本の文化が世界
に影響を与えたこ
とも紹介。相互的
な視野から歴史を
捉えられる。

導入として当時の日本の
人々の暮らしが具体的に
わかる絵画・写真を掲載。

開国により世界の影響を
受けて変化した生活の様
子がわかる。

全 5 テーマ
※�各テーマは本冊子
p.4-5 を参照。

特色
２

⬇教科書p.81-82

生徒が歴史に興味・関心 を持てる！

16 17

特
色
２



FILE.6  衣
いいいい

服
ふくふくふくふく

女
じょじょじょじょ

性
せいせいせいせい

の社
しゃしゃしゃしゃ

会
かいかいかいかい

的
てきてきてきてき

地
ちちちち

位
いいいい

の変
へんへんへんへん

化
かかかか

とファッション見る歴史
ものかから

 モード大
だいだい

臣
じんじん

ともよばれたローズ＝
ベルタン（1747 ～ 1813）　王

おう

妃
ひ

の庇
ひ

護
ご

の下
もと

，次
つぎつぎ

々
つぎつぎ

に新
あたらあたら

しい流
りゅうりゅう

行
こうこう

を生
うう

み出
だだ

した。

１

　 19 世
せいせい

紀
きき

後
こうこう

半
はんはん

のバスルスタイル
クリノリンスタイルでは，鯨

くじら

のひげな
どの枠

わくわく

に重
かさかさ

ねたペチコートによって円
えんえん

形
けいけい

ドーム型
がたがた

に膨
ふく

らませたスカートを特
とく

徴
ちょう

としていたが，バスルスタイルでは，
スカートの後

こうこう

方
ほうほう

のみにボリュームを持
もも

たせた。バスルスタイルも，重
じゅう

厚
こう

さが
あり，精

せい

巧
こう

で複
ふくふく

雑
ざつざつ

な仕
しし

立
たた

てであること
には変

かか

わりがなかった。

3

 『レカミエ夫
ふふ

人
じんじん

』の肖
しょう

像
ぞう

画
がが

（ダヴィ
ド作

さくさく

）　総
そうそう

裁
さいさい

政
せいせい

府
ふふ

期
きき

から帝
てい

政
せい

期
きき

にかけ
て，パリ社

しゃしゃ

交
こうこう

界
かいかい

で世
せせ

界
かいかい

一
いちいち

の美
びび

女
じょじょ

とよば
れた女

じょじょ

性
せいせい

。革
かくかく

命
めいめい

前
まえまえ

の体
からだからだ

を締
し

め付
つつ

けるス
タイルから解

かいかい

放
ほうほう

されたドレスは，離
り

婚
こん

の自
じじ

由
ゆうゆう

が認
みとみと

められていた時
じじ

期
きき

（→ p.44）
の女

じょじょ

性
せいせい

の法
ほうほう

的
てきてき

地
ちち

位
いい

と呼
ここ

応
おうおう

していた。

2

　 軍
ぐん

需
じゅ

品
ひんひん

を製
せいせい

造
ぞうぞう

する女
じょじょ

性
せいせい

を描
えが

いたポスター
（20 世

せいせい

紀
きき

 イギリス）　「軍
ぐんぐん

需
じゅじゅ

品
ひんひん

の製
せいせい

造
ぞうぞう

を学
まなまな

ぼ
う」と訴

うった

えるポスターでは，第
だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

下
かか

に「果
はは

たすべき役
やくやく

目
めめ

を務
つと

めている」女
じょじょ

性
せいせい

たちが
描
えがえが

かれた。軍
ぐんぐん

需
じゅじゅ

工
こうこう

場
じょうじょう

で働
はたらはたら

く女
じょじょ

性
せいせい

たちは，働
はたらはたら

き
やすい膝

ひざ

下
した

丈
たけ

のストレートスカートに作
ささ

業
ぎょうぎょう

着
ぎぎ

をはおっている。

4

●女
じょじょ

性
せいせい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

的
てきてき

地
ちち

位
いい

と衣
いい

服
ふくふく

　フランス革
かくかく

命
めいめい

前
まえまえ

の社
しゃしゃ

会
かいかい

では，国
こくこく

王
おうおう

ルイ 16世
せいせい

（→p.35）の妃
きさき

マリ
＝アントワネットに代

だいだい

表
ひょうひょう

されるように，王
おう

妃
ひ

が服
ふく

飾
しょく

文
ぶんぶん

化
かか

を主
しゅしゅ

導
どうどう

し
ていた。身

みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

社
しゃしゃ

会
かいかい

の位
いい

階
かいかい

秩
ちつ

序
じょ

のなかで最
さいさい

高
こうこう

位
いい

の女
じょじょ

性
せいせい

である王
おうおう

妃
ひひ

は，衣
い

装
しょう

においても権
けん

威
い

を再
さいさい

生
せいせい

産
さんさん

していくことが求
もともと

められた。王
おうおう

妃
ひひ

が重
ちょうちょう

用
ようよう

したのが，仕
しし

立
たてたて

屋
やや

で衣
いい

装
しょうしょう

デザイナーのローズ＝ベルタン
である。平

へいへい

民
みんみん

出
しゅっしゅっ

身
しんしん

のベルタンがパリに構
かまかま

えた店
みせみせ

は，「王
おうおう

妃
ひひ

風
ふうふう

」の衣
いい

装
しょうしょう

を求
もともと

める人
ひとひと

であふれ返
かえかえ

った。貴
きき

族
ぞくぞく

ではない人
ひとひと

々
びとびと

も王
おうおう

妃
ひひ

と似
にに

た衣
いい

装
しょうしょう

を手
てて

に入
いい

れることができるというのは，身
みみ

分
ぶんぶん

を超
こ

えて女
じょじょ

性
せいせい

たち
が同

おなおな

じ衣
いい

装
しょうしょう

を身
みみ

に着
つつ

けることを可
かか

能
のうのう

にした点
てんてん

で画
かっかっ

期
きき

的
てきてき

であったが，
身
みみ

分
ぶんぶん

秩
ちつちつ

序
じょじょ

を揺
ゆ

るがせると危
きき

機
きき

感
かんかん

を抱
いだ

く貴
きき

族
ぞくぞく

たちもいた。
●コルセットからの解

かいかい

放
ほうほう

と回
かいかい

帰
きき

　ベルタンは，それまでの重
おもおも

く身
しんしん

体
たいたい

を締
し

め付
つつ

けるドレスに替
か

えて，
より楽

らくらく

で快
かいかい

適
てきてき

な服
ふくふく

装
そうそう

を模
も

索
さく

し，モスリンの簡
かんかん

素
そそ

でゆったりしたド
レスを流

りゅうりゅう

行
こうこう

させた。こうした衣
いい

装
しょうしょう

の変
へんへん

革
かくかく

は，革
かくかく

命
めいめい

期
きき

に，女
じょじょ

性
せいせい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

的
てきてき

地
ちち

位
いい

の向
こうこう

上
じょうじょう

とも連
れんれん

動
どうどう

して，透
す

けるような布
ぬのぬの

地
じじ

を用
もちもち

いた直
ちょくちょく

線
せんせん

的
てきてき

で軽
かろ

やかな衣
いい

装
しょうしょう

として完
かんかん

成
せいせい

された。身
しんしん

体
たいたい

を締
しし

め付
つつ

けない衣
いい

装
しょうしょう

は，
皇
こう

帝
てい

ナポレオン（→ p.37）の妃
きさききさき

ジョゼフィーヌが着
ちゃくちゃく

用
ようよう

したことか
らエンパイアスタイルともよばれ，現

げんげん

代
だいだい

のウェディングドレスに
おいても人

にんにん

気
きき

のあるデザインとなっている。

　その一
いっいっ

方
ぽうぽう

で，女
じょじょ

性
せいせい

の服
ふくふく

装
そうそう

の流
りゅうりゅう

行
こうこう

において，王
おうおう

政
せいせい

復
ふっふっ

古
ここ

期
きき

（→p.47）

から，再
ふたたふたた

びコルセットで身
しんしん

体
たいたい

を締
しし

め付
つつ

けるスタイルへと回
かいかい

帰
きき

する
動
うごうご

きが見
みみ

られたことは，19世
せいせい

紀
きき

に女
じょじょ

性
せいせい

が夫
おっとおっと

に従
じゅうじゅう

属
ぞくぞく

する法
ほうほう

的
てきてき

地
ちち

位
いい

へと戻
もど

されたことと連
れんれん

動
どうどう

していた。19世
せいせい

紀
きき

半
なかなか

ばから 20世
せいせい

紀
きき

初
はじはじ

めに流
りゅうりゅう

行
こうこう

したクリノリンスタイル，バスルスタイルに代
だいだい

表
ひょうひょう

される
ように，上

じょうじょう

流
りゅうりゅう

階
かいかい

級
きゅうきゅう

の女
じょじょ

性
せいせい

の服
ふくふく

装
そうそう

は，重
おもおも

くて非
ひひ

活
かつかつ

動
どうどう

的
てきてき

で高
こうこう

額
がくがく

でもあっ
た。そして，美

うつくうつく

しく着
き

飾
かざ

った女
じょじょ

性
せいせい

は，独
どくどく

立
りつりつ

した個
ここ

人
じんじん

としてではな
く，夫

おっとおっと

の経
けいけい

済
ざいざい

力
りょくりょく

を示
しめしめ

す飾
かざかざ

りと見
みみ

なされていた。また，貧
まずまず

しい女
じょじょ

性
せいせい

は，古
ふるふる

着
ぎぎ

を手
てて

に入
いい

れて着
きき

るしかなかった。
●第

だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

と女
じょじょ

性
せいせい

　総
そうそう

力
りょくりょく

戦
せんせん

の時
じじ

代
だいだい

となった第
だいだい

一
いちいち

次
じじ

世
せせ

界
かいかい

大
たいたい

戦
せんせん

期
きき

（→ p.98）には，軍
ぐんぐん

事
じじ

基
きき

地
ちち

や軍
ぐん

需
じゅ

工
こうこう

場
じょうじょう

，輸
ゆゆ

送
そうそう

・交
こうこう

通
つうつう

機
きき

関
かんかん

など，それまで女
じょじょ

性
せいせい

には閉
と

ざさ
れていた労

ろうろう

働
どうどう

の場
ばば

において，女
じょじょ

性
せいせい

が必
ひつひつ

要
ようよう

とされるようになり，女
じょじょ

性
せいせい

の衣
いい

服
ふくふく

は，働
はたらはたら

きやすいものへと変
へんへん

化
かか

した。大
おおおお

きく膨
ふく

らませてい
たスカートは，ストレートに広

ひろひろ

がるものとなり，スカート丈
たけ

も，
足
あしあし

首
くびくび

を覆
おお

うものからくるぶし丈
たけたけ

へ，さらには膝
ひざ

下
した

丈
たけたけ

へと短
みじかみじか

くなっ
ていった。女

じょじょ

性
せいせい

たちの働
はたらはたら

きやすい環
かん

境
きょう

への要
ようよう

求
きゅうきゅう

は，女
じょじょ

性
せいせい

の衣
いい

服
ふくふく

を
変
かか

える大
おおおお

きな力
ちからちから

となったばかりでなく，女
じょじょ

性
せいせい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

的
てきてき

地
ちち

位
いい

の向
こうこう

上
じょうじょう

も目
めめ

指
ざざ

された。このような風
ふうふう

潮
ちょうちょう

のなかで，北
ほく

欧
おう

諸
しょしょ

国
こくこく

やドイツ，ソ
連
れんれん

では，1919年
ねんねん

までの間
あいだあいだ

に女
じょじょ

性
せいせい

参
さんさん

政
せいせい

権
けんけん

も認
みとみと

められていった。
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5

10

15

20

して大
だい
日
に
本
ほん
帝
てい
国
こく
憲法が発布され，翌 90 年の帝

てい
国
こく
議会の開設へと至った。

これは，欧米以外の国において，当時唯
ゆい
一
いつ
の立憲政治の始まりであった。

　しかし，90年に行われた最初の衆議院議員総選挙では，高額納税者の
成年男性にしか選挙権は与

あた
えられず，有権者は国民の１％程度でしかな

かった。また，北海道や沖縄県の人々には参政権がなく，国政に関わるこ

とができなかった。同時期のイギリスでは，国民の約 19％が選挙権を有

しているのと比べると低い数値であったが，イギリスも制限選挙であり，

選挙権の拡大は，各国が抱
かか
える共通の課題であった。

　憲法制定と共に諸法典も整備され，日本の近代法制度が出来上がった。

民法については，フランス人法学者ボアソナードが起草した法典が 90年
に公布されたが，日本人の法学者から反対が出され，結局日本人の手によ

る新しい民法典が 98年に施
し
行
こう
された。

　　　　　　　近代国民国家は，主権を有し，それを構成する国民と主権

が及
およ
ぶ領土を持つ。新政府も近

きん
隣
りん
国
こく
との領土画定に努めた。

北方ではロシアと，幕府が結んだ日
にち
露
ろ
通好（和

わ
親
しん
）条約による択

え
捉
とろふ
島・得

ウルッ
撫
プ

島間の国境画定に続き，樺
から
太
ふと
・千

ち
島
しま
交
こう
換
かん
条約を結び，日本は樺太を放

ほう
棄
き
し

千島列島を得た。琉
りゅう
球
きゅう
については，日本と清

しん
の両属関係であったが，琉球

諸島の船が台
たい
湾
わん
に漂

ひょう
着
ちゃく
した際，乗組員が殺害される事件が起こった。日本

は抗
こう
議
ぎ
して，1874 年に台湾出兵を行ったが，これに対し清が事実上の賠

ばい

償
しょう
金
きん
を支

し
払
はら
ったため，日本は琉球が日本領となったと見なして 79年に沖

縄県を設置した。小
お
笠
がさ
原
わら
諸島は，幕末に幕府が英米両国へ日本領であるこ

とを通告しており，76年に国際法に基
もと
づき領有が認められた。さらに日

本は，95年に尖
せん
閣
かく
諸島の沖縄県への編入，次いで 1905 年に竹

たけ
島
しま
の島根

県への編入を閣議決定し，自国の領土とする意思を公式に示した。

史料 QR 1 QR
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日本の
国境画定

➡巻末１ 未来
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1855

1875

➡p.22

（明治 7）

2 ➡資料20

　　　　日本が政治制度を整えるために，開
設や発布したものを，本文から時系列順に書
き出そう。

確認

　　　　近代国家となった日本の政治に，国
民はどの程度参加することができたのだろう
か，説明しよう。

説明

　　 明治初期の日本の国境と外交５

日本で初めて女性の参政権を実現した

　高知県の上
かみ

町
まち

に住み，戸主であった
喜多は，1878（明治 11）年，区会議員
の選挙で「戸主として納税しているのに，
女だから選挙権がないというのはおか
しい。本来義務と権利は両立するのが
道理であり，選挙権がないなら納税し

ない」と県に抗
こう

議
ぎ

し，拒
きょ

否
ひ

されると内務省に訴
うった

え出た。当時，
世界でも女性参政権はアメリカのワイオミング州議会だけと
いわれていたなか，喜多の住む地域では 80年から女性参政
権が認められた。しかし４年後の法改正により，また男性し
か投票できなくなった。喜多はその後，亡

な

くなるまで女性民
権家として活動を行った。〈高知市立自由民権記念館蔵〉

楠
くすの

瀬
せ

喜
き

多
た

（1836～ 1920）

２
部
５
章

150°

140°130°120°

40°

50°

30°

❶ロシア

❸朝鮮

❷清

❻

❺❹

竹島江華島

尖閣諸島
琉

球諸島
台
湾
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笠
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諸
島

択
捉
島

占
守
島得

撫
島

樺
太 千島

列
島

日本
1855年に
画定した国境＊

え
と
ろ
ふ
と
う

シ
ュ
ム
シ
ュ
と
うウ

ル
ッ

プ
と
う

太太

日日

平平

本本

洋洋

海海

にち ろ

からふと

にっしんしゅうこう

にっちょう

はん

しょうにんたいわん

カンファ ド

せんかく

こうかんち しま

わ しん

しん

ちょうせん

りゅうきゅう

お  がさわら

たけしま

❶ロシア
 1855年 日露通好（和親）条約＊
 1875年 樺太・千島交換条約
❷清
 1871年 日清修好条規
 1874年 台湾出兵
❸朝鮮
 1875年 江華島事件
 1876年 日朝修好条規

❹琉球諸島
 1872年 琉球藩設置
 1879年 沖縄県設置
 1895年 尖閣諸島を沖縄県に編入
❺小笠原諸島
 1876年 英・米が日本の領有を承認
❻竹島
 1905年 島根県に編入

＊歯舞群島，色丹島，国後島，択捉島が日本領に画定（現在の北方領土）
はぼまい しこたんとう くなしりとう え とろふ
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　19世紀以降，世界各地での国民国家形成の過程で，先住民（→p.52）など
マイノリティとよばれる人々が「国民」として統合された。日本の場合，北海
道や千

ち

島
しま

列島などに先住するアイヌの人 （々→ p.22）は「日本国民」に同化させ
られた。新政府は，アイヌ古来の風習や言語を禁止し，日本語教育などを行
い，保護の名目で「北海道旧土

ど

人
じん

保護法」を公布した。アイヌの人々は従来の
生活や文化を保つことが難しくなった。教育はアイヌの人々だけの学校で行
われ，その後 1937年に通常の学校に通学できるようになったが，学内では
差別があった。現在では，2007 年の国連での「先住民の権利に関する国
際連合宣言」採

さい

択
たく

を受け，翌年アイヌの
人々を「先住民族」とすることを求める国
会決議がなされ，2019年のアイヌ施

し

策
さく

推進法にて「先住民族」と明記された。

「日本国民」とされるアイヌの人々

　　 アイヌ学校（北海道江
え

別
べつ

市対
ついし

雁
かり

）４

　　国際法上，どの国にも属さない土地を，最
初に領有の意思を持って占

せん

有
ゆう

すると，その土地
は占有した国家の領土になるとされている。

２

〈北海道大学附属図書館蔵〉
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張して攻
こう

撃
げき

を始め，満州を占
せん

領
りょう

した（満州事変）。翌 32 年，日本軍はこの

地に満州国をつくり，清朝最後の皇
こう

帝
てい

であった溥
ふ
儀
ぎ

を執
しっ

政
せい
（34 年より皇

帝）としたが，実権は関東軍を中心とした日本側が握
にぎ

っていた。

　この事態に対し中国は，国際連盟に提
てい

訴
そ

して紛
ふん

争
そう

の解決を図った。国際

連盟はリットン調査団を派
は

遣
けん

し，満州の主権は中国にあるとする一方で，

実質的に日本の権益を認める内容の報告を発表した。しかし 33 年， 国際

連盟総会で満州国の不承認が可決されると，日本は，国際連盟主導による

経済制裁などを回
かい

避
ひ

する思
おも

惑
わく

もあり，連盟を脱
だっ

退
たい

した。

　こうした日本の軍事行動は，中国における現状維
い

持
じ

などを決めた九か国

条約に違
い

反
はん

しており，また，不戦条約締
てい

結
けつ

後の国際秩
ちつ

序
じょ

を崩
くず

す最初の行動

となった。軍事的制裁手段を持たない国際連盟は有効な手段を取れず，そ

の権
けん

威
い

を低下させ，国際協調体制は大きく揺
ゆ

らぐこととなった。

　　　　　　　日本国内では，多くの新聞が満州事変を積極的に支持し，

昭和恐慌に苦しむ国民も軍が不況を打開することを期待した。

　満州事変後に蔵
ぞう

相
しょう

を歴任した高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

は，政府支出を増大し，大規模な

公共投資を行った。この結果日本は，資本主義国のなかで真っ先に不況か

ら立ち直った。既
き

成
せい

財
ざい

閥
ばつ

主導の下
もと

で重化学工業が発展し，急成長した新興

財閥は朝
ちょう

鮮
せん

・満州との経済的結び付きを強化した。しかし綿製品などの輸

出増大により，ブロック経済を採ったイギリスなどとの貿易摩
ま

擦
さつ

は深刻に

なった。一方，目的を達成した関東軍は，共産党との対立を抱
かか

えた中国国

民党軍と，1933 年に停戦協定を結び，中国と満州国の間に中立地帯を設

定した。以後日本は，軍事的手段による勢力拡張を抑
よく

制
せい

し，満州国の育成

に力を注ぎ，日本からの移民政策を推
お

し進めた。

３

1932 〜 45 ３ ➡ p.80 1906 〜 67

動画

➡ p.108

4

➡ p.109 ２ ➡ p.113

5

日本の
経済回復

選択肢

人物

QR

6 ４

QR

➡ p.124

➡ p.3,116

　　　　日本の軍事行動はどのような条約に
違
い

反
はん

していたか，本文から書き出そう。
確認

　　　　なぜ，日本の人々は，軍部による満
州への進出を止めることができなかったのか，
あなたの考えを説明しよう。

説明

　　 重化学工業の発展４

３
部
３
章

（工業総生産額）
その他

紡績
ぼうせき軽工業

重化学
工業
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〈『長期経済統計』〉

　1920 年代までは，満州を
中国の一部だと認める新聞紙
が多かったが，満州事変発生
後，ほぼ全紙が日本の軍事行
動を自衛だと擁

よう

護
ご

し，満州
の独立を認める論調になっ
た。国民の多くも同調したた
め，幣

しで

原
はら

外
がい

相
しょう

（→ p.110）は事
変不拡大の方針を維

い

持
じ

できな
くなった。事変を批判したの
は，吉

よし

野
の

作
さく

造
ぞう

（→ p.117），石
いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

（→ p.104）らごく少数
であった。

中国大陸進出に対する日本国内の反応選択肢
歴史の

陸軍少佐が地方の農民に向けて行った演説（1930年ごろ）
　諸君は五反

たん

歩
ぶ＊の土地をもって，息子を中学にやれるか，娘

むすめ

を女学
校に通わせられるか。ダメだろう。…他人のものを失敬するのは褒

ほ

めたことではないけれども，生きるか死ぬかという時には背に腹は
かえられないから，あの満

まん

蒙
もう

の沃
よく

野
や

を頂
ちょう

戴
だい

しようではないか。
＊約 0.5 ヘクタール 〈加藤陽子『満州事変から日中戦争へ』〉

満州事変に対する石
いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

の意見（1931年 9月 26日）
　この問題の解決が困難なのは，つまり満

まん

蒙
もう

が中国の領土であるか
らだ。…中国人が，彼

かれ

らの領土と信じる満蒙に，日本の主権の拡張
を嫌

きら

うのは理
り

屈
くつ

ではなく，感情である。…いくら善政を敷
し

かれても，
日本国民は，日本国民以外の者の支配を受けることを快いと感じな
いように，中国国民にもまた同様の感情があることを許さねばならぬ。

考えよう  なぜ，日本国民は中国大陸への進出を支持したのか考えよう。

　　平和的な制裁手段が検討された結果，1935
年にアメリカで交戦国への武器の輸出を禁じた
中立法が作られるなど，経済的な制裁が整備さ
れていった。

5

　　世界恐
きょう

慌
こう

後の不
ふ

況
きょう

のなかで，三
みつ

井
い

，三
みつ

菱
びし

，
住
すみ

友
とも

などの財
ざい

閥
ばつ

が市場を独
どく

占
せん

するようになった。
財閥は，持ち株会社を通じて多くの企

き

業
ぎょう

を傘
さん

下
か

に収め，支配を強化した。

6

　　1933 年３月に正式に脱
だっ

退
たい

を通告し，1935
年に発効した。
4

日本のケインズ

　アメリカで奴
ど

隷
れい

と
して売られるなど波
乱の青年期を過ごし
た後，官界に入り，
日銀総裁，総理大臣
などを歴任した。満
州事変後，大

おお

蔵
くら

大臣
として積極的な財政
政策を取り，不

ふ

況
きょう

からの脱
だっ

出
しゅつ

に成功したため，
「日本のケインズ」とも称

しょう

される。軍事予算の
抑
よく

制
せい

に努めたことから，陸軍の青年将校に敵
視され，二・二六事件（→ p.129）で殺害された。

高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

（1854〜 1936）
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リ
カ

　　　　　　　　1823 年にアメリカ合衆国の大統領モンローは，南北ア

メリカ大陸とヨーロッパの相
そう
互
ご
不
ふ
干
かん
渉
しょう
を主張するモンロー

宣言を発し，この外交方針は以後のアメリカの基本となった。その一方で
アメリカは，先住民と抗

こう
争
そう
しながら北アメリカ大陸西部へと領土拡大を続

け，19世紀半ばに太平洋岸まで到
とう
達
たつ
した。

　19世紀半ばの大飢
き
きん時に激増したアイルランド移民に続き，ドイツ

移民も増加し，移民は工場労働に従事するほか，開
かい
拓
たく
農民となって西部に

向かった。白人による開拓地と未開拓地の境界（フロンティア）も西に移動
し，1848 年にカリフォルニアで金が発見されてゴールドラッシュが起こ

ると，太平洋岸への移住者も増え，西部に次々と新しい州が誕生した。

　　　　　　　　南部は黒人奴
ど
隷
れい
を労働力とする綿花プランテーションが

中心で，綿花の輸出に有利な自由貿易を求めていた。北部

は商工業が盛
さか
んで，イギリス製品に対抗するため関税を高くする保護貿易

を求め，奴隷制にも反対であった。新州が誕生するたび，自由州とするか

奴隷州とするかで南北の対立は深まっていった。

　南部が基
き
盤
ばん
の民主党に対し，北部の商工業者や西部の自営農民を中心に，

奴隷制の拡大反対などを目的として共和党が結成された。共和党のリンカ
ンが大統領に選出されると，南部諸州は合衆国からの離

り
脱
だつ
を決意して，ア

メリカ連合国を結成した。リンカンはこれを認めず，1861 年，南北戦争
が始まった。北部は最初は劣

れっ
勢
せい
だったが，高率保護関税と自営農地法を定

アメリカの
拡大と移民

在任 1817 〜 25

➡ p.38

２

➡ p.54　　

南北戦争と
奴

ど

隷
れい

解放
➡巻末 1

➡巻末 1

➡巻末 1

人物

➡ p.180

QR

QR 在任 1861 〜 65

1 ➡ p.8

1861 〜 65

1862 1

アメリカの拡大と第２次産業革命 アメリカは，どのようにして国内統一と
工業化を達成したのだろうか。

学習
課題

リンカン，南北戦争，奴隷解放宣言中学校との関連

　　 アメリカ合衆国の領土拡大２　　 リンカンのゲティスバーグ演説１

　　21 歳
さい

以上の市民に対して，5年間，定住し
て開

かい

墾
こん

すれば，無
む

償
しょう

で 160 エーカーの公有地を
譲
じょう

渡
と

し，所有権を認めるという法律。ホームス
テッド法ともよばれる。移民にも適用され，自
営農民育成と西部開

かい

拓
たく

が大いに促
うなが

された。

1

読み解き  「人民の，人民による，人民のための政治」とは，具体的
にどのような政治と体制をいうのだろうか。

ヨーロッパ・アメリカ→p.53　

前のできごと 　ヨーロッパ→p.49, アメリカ→p.37

次のできごと

３

ミミ
シシシシ
ッッ
川川 大大

太太

西西

洋洋

平平

洋洋

ピピ

ポートランド

サンフランシスコサンフランシスコ

ロサンゼルス

シカゴ

リッチモンドリッチモンド

ニューオーリンズニューオーリンズ

ゲティスバーグゲティスバーグ

ダルース

メンフィス

ワシントンワシントン

メキシコメキシコ

イギリス領カナダイギリス領カナダ

ルイジアナ
1803
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スペイン
より購入

ミシシッピ以東

1842
（イギリスより割譲）

ノースダコタ
1818

（イギリスより割譲）

カリフォルニア
1848

（メキシコより割譲）

オレゴン
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（メキシコより購入）
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1845
（併合）
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13州

1783  　　
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イギリス
より取得

涙の旅路

かつじょう

先住民居留地（1875年ごろ）
全人口の30%以上を
黒人奴隷が占める州
1860年までの主な鉄道網
1900年までの主な鉄道網

ど れい し

0 500km

…and that government of the people, by the people, for the people, 
shall not perish from the earth. 　（人民の，人民による，人民のための政
治を，決して地球から消

しょう
滅
めつ

させないために…）

黒人奴
ど

隷
れい

の惨
さん

状
じょう

を描
えが

いた

　ストウは，奴隷制
反対論者の父の下

もと

で，
奴隷制反対活動の盛

さか

んな土地で育ち，奴
隷制について知識を
得ていた。人道主義
的立場から黒人奴隷
の惨

さん

状を描
えが

いた『ア
ンクル=トムの小屋』は，1852 年に出版され
発売後 9 か月で 30 万部が売れるベストセ
ラーとなって，北部の奴隷制反対の世論を高
めた。

ストウ（1811〜 96）
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与
あた
える男子普

ふ
通
つう
選挙を実現させた。一方で，社会主義者への取り締

し
まりを

強化する声も強まり，同年に治安維
い
持
じ
法も成立させた。その後同法は改定

によって刑
けい
罰
ばつ
が強化され，社会運動全

ぜん

般
ぱん

の取り締まりに利用されていった。

　加藤内閣以降約 8年間，憲政会（後
のち
に立

りっ
憲
けん
民
みん
政
せい
党）と立憲政友会が交

こう
互
ご

に政権を担当する時代が続いた。第 1党の党首が内閣を組織する慣例は，

「憲政の常
じょう
道
どう
」とよばれ，主要新聞や知識人から支持された。しかし，その

慣例が出来たものの，首相は元
げん
老
ろう
とよばれる長老政治家によって決定され

ており，総選挙の影
えい
響
きょう
力はまだ不十分であった。

　普
ふ
通選挙法によって有権者数は従来の約 4倍に増加し，世論の政治へ

の影響力は増した。ただし，民意が政治に反映されやすくなったため，地

方への利益誘
ゆう
導
どう
や汚

お
職
しょく
が盛

さか
んになるなど，政党政治の発展には負の側面も

あった。また，反対党の国際協調外交や軍縮を軟
なん
弱
じゃく
だとして批判するなど，

政党が政権獲
かく
得
とく
という党の利益を優先したことは，かえって国民の政党へ

の信
しん
頼
らい
感を低下させ，後に軍部への期待を高めていく結果となった。

　大戦中の好景気は，農村から都市への人口移動や

都市の急速な発展ももたらした。大学や専門学校が

増設され，男女共に進学率は高まった。都市に住み，学校教育で育った大

衆が，有権者として政治に参加し，社会運動の担
にな
い手ともなった。

　第一次世界大戦以降，ロシア革命，大戦景気による労働者の増加をきっ

かけに，日本でも労働運動や社会主義運動が活発化した。大戦後のヨーロッ

パでの活動に刺
し
激
げき
されて，さまざまな女性運動も発展したほか，全国水平

社，北海道アイヌ協会，日本農民組合などによる，社会・経済的弱者や差

別を受ける立場の地位向上などを求める運動も広がった。

7

1925 史料

QR

➡ p.73

➡ p.93

➡ p.127

大衆社会の形成と
社会運動の発展

➡ p.97 ➡ p.99

➡ p.114 未来

２章の
まとめ

第一次世界大戦後に形成された国際協調体制と民族自決は，世界平和の実現にどの程度貢
こう
献
けん
できたのか，あ

なたの考えを説明しよう。

政党政治発展の立て役者

　原は，戊
ぼ

辰
しん

戦争で敗れた盛
もり

岡
おか

藩
はん

（現在の岩手
県）出身で，苦学して新聞記者になり，外交官
など経て立憲政友会に入った。実権を握

にぎ

ってい
た元老や陸軍と時に妥

だ

協
きょう

しつつも，厳しく対
たい

抗
こう

し，政党政治への転
てん

換
かん

を実現した。
　加藤は，東京大学卒業後，三

みつ

菱
びし

に入社し，駐
ちゅう

英大使などを歴任した。その後イギリス流の政
党政治実現を目指して政界に転じ，大

おお

隈
くま

内閣 
では外

がい

相
しょう

として二十一か条要求を推
お

し進めた
（→ p.102）。憲政会を，立憲政友会に対

たい

抗
こう

する
二大政党の一

いち

翼
よく

に育て上げ，首
しゅ

相
しょう

時代には国際
協調外交（幣

しで

原
はら

外交）を推進した（→ p.110）。

原
はら

敬
たかし

（1856〜 1921）と加
か

藤
とう

高
たか

明
あき

（1860〜 1926）　明治時代，女性の社会的活動は制限されていた。衆議院議員選
挙法では，女性の選挙権・被

ひ

選挙権が認められず，民法（→ p.74）
でも，戸主を頂点とする家制度の下で，女性は婚

こん

姻
いん

や相続で不利
な地位に置かれていた。しかし，平

ひら

塚
つか

らいて
ち ょ う

うが 1911 年に雑誌
『青

せい

鞜
とう

』を創刊し，「元始，女性は実に太陽であった」と宣言するなど，
女性の社会運動は活発化した。第一次世界大戦後，欧

おう

米
べい

での女性
参政権獲

かく

得
とく

に刺
し

激
げき

され（→ p.114），女性の参政権運動が盛り上がっ
た。20 年には，平塚や市

いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

が新婦
人協会を結成し，その努力により女性
の政治集会への参加が公に可能になっ
た。しかし，女性参政権の実現は，戦
後を待たなければならなかった。

女性による社会運動

　　 平
ひら

塚
つか

らいて
ち ょ う

う（1886 〜 1971）４

　　　　「憲政の常道」に関する説明を本文か
ら書き出そう。
確認

　　　　大正時代の日本でデモクラシーは実
現したといえるのか，あなたの考えとその理
由を説明しよう。

説明

第�一条　国体＊を変革し 又
また

は私有財産制度を
否認することを目的として結社を組織し 又
は情を知りて之

これ

に加入したる者は 十年以下
の懲

ちょう

役
えき

 又は禁
きん

錮
こ

に処す
 ＊ここでは天皇制を指す

治安維
い

持
じ

法（1925年）
史
 料

第�一条　国体を変革することを目的として 結
社を組織したる者 又は結社の役員其

そ

の他指
導者たる任務に従事したる者は 死

し

刑
けい

又は無
期 若

もしく

は五年以上の懲役 若は禁錮に処し 情
を知りて結社に加入したる者 又は結社の目
的遂

すい

行
こう

の為
ため

にする行
こう

為
い

を為
な

したる者は 二年
以上の有期の懲役又は禁錮に処す ･･･

改正治安維持法（1928年）
史
 料

３
部
２
章

　　 加藤高明6

　　 原敬5

　　 街かどに貼
は

られた普
ふ

通
つう

選挙の候補者ポスター7

118

04歴総_117-118.indd   118 2020/12/17   17:55

「人物コラム」だけでな
く，「未来へ活かす歴
史 」や「世 界 の 中 の 日
本」といった別のコラ
ムでも人物を紹介。

身近な視点が生徒の関心を高める
「ものから見る歴史」・「人物コラム」

●�「ものから見る歴史」：衣服や感染症など，様々な身のまわりの「もの」が
どのように人々の生活・文化に影響したかがわかる。

●�「人物コラム」：歴史上の人物の人柄や業績を紹介し，歴史に興味を持つ
きっかけになる。　

18世紀から第一次世界大戦にかけての女性の社会的地位の変化に
伴って，その衣服のスタイルも変化したことを絵画とともに解説。

高橋是清の波乱の人生
や，女性参政権を日本
で初めて実現した楠瀬
喜多の熱意にふれるこ
とができる。

資料18 カール大帝
資料20 グロティウス
p.33 ワシントン
p.40 マルクス
p.41 ヴィクトリア女王
p.50 ガリバルディ
p.51 ストウ
p.52 マリ=キュリー
p.57 ムハンマド=アリー
p.58 アフガーニー
p.60 チュラロンコーン王（ラーマ５世）
p.61 大黒屋光太夫

p.63 中濱万次郎
p.66 榎本武揚
p.72 西郷隆盛／大久保利通
p.74 楠瀬喜多
p.76 明成皇后（閔妃）
p.77 西太后
p.80 孫文
p.82 フェノロサ
p.107 ウィルソン
p.109 魯迅
p.111 ガンディー
p.111 ムスタファ=ケマル

p.116 ウォルト=ディズニー
p.118 原敬／加藤高明
p.123 フランクリン=ローズヴェルト
p.126 ピカソ
p.128 高橋是清
p.130 斎藤隆夫
p.137 花森安治
p.145 チャーチル
p.147 毛沢東
p.149 マッカーサー
p.159 フィデル=カストロ／ゲバラ
p.165 ナセル

p.166 アラファト
p.171 ホー=チ=ミン
p.173 佐藤栄作
p.176 鄧小平
p.185 ゴルバチョフ
p.187 マンデラ
p.189 バラク=オバマ

●人物コラム
! 世界・日本から計46人を掲載。

全 9 テーマ
※�各テーマは本冊子
p.5 下部を参照。

特色
２ 生徒が歴史に興味・関心 を持てる！

⬇教科書p.121

18 19

特
色
２



これから「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

」に関
かんかん

する学
がくがく

習
しゅうしゅう

が始
はじはじ

まります。p.15 ～ 18の導
どうどう

入
にゅうにゅう

では右
みぎみぎ

に書
かか

かれた６
むっむっ

つのキーワードとそれに関
かんかん

する資
しし

料
りょうりょう

を掲
けい

載
さい

しています。これら
のキーワードに関

かんかん

する資
しし

料
りょうりょう

と，「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

」には，どのような関
かんかん

係
けいけい

があるのか，
資
しし

料
りょうりょう

を見
みみ

ながら考
かんがかんが

えよう。
また，このページは，中

ちゅうちゅう

学
がっがっ

校
こうこう

で学
がくがく

習
しゅうしゅう

した歴
れきれき

史
しし

事
じ

項
こう

を振
ふ

り返
かえかえ

ることもできま
す。この６

むっむっ

つのキーワードが中
ちゅうちゅう

学
がっがっ

校
こうこう

で学
がくがく

習
しゅうしゅう

した事
じじ

項
こうこう

の何
なになに

と関
かんかん

連
れんれん

しているか，
確
かくかく

認
にんにん

しながら読
よよ

み進
すすすす

めよう。

歴
れきれき
史
しし
ウォーミングアップ１

中
ちゅうちゅうちゅうちゅう

学
がっがっがっがっ

校
こうこうううこうこう

の学
がくがくがくがく

習
しゅうしゅうしゅうしゅう

を踏
ふふ

まえつつ
６
むっむっ

つのキーワードを基
もと

に歴
れきれき

史
しし

学
がくがく

習
しゅうしゅう

を始
はじはじ

めよう!

2 部
ぶぶぶぶぶぶ

の導
どうどうどうどうどうどう

入
にゅうにゅうにゅうにゅうにゅうにゅう 「近

きんきん

代
だいだい

化
かか

」について考
こうこう

察
さつさつ

していこう！
キーワード　交

こうこう

通
つうつう

と貿
ぼうぼう

易
えきえき

　　 日
にに

本
ほんほん

橋
ばしばし

方
ほうほう

面
めんめん

から望
のぞのぞ

む銀
ぎんぎん

座
ざざ

のれんが通
どおどお

り（19世
せいせい

紀
きき

後
こうこう

半
はんはん

）　 考察 江
ええ

戸
どど

時
じじ

代
だいだい

の様
ようよう

子
すす

（→ p.1）と比
ひ

較
かく

して，人
ひとひと

々
びとびと

の生
せいせい

活
かつかつ

はどのように変
へんへん

化
かか

したのか，交
こうこう

通
つうつう

・
建
けんけん

築
ちくちく

・服
ふくふく

装
そうそう

などに注
ちゅうちゅう

目
もくもく

して考
かんがかんが

えよう。
１

キーワード❶ 交
こうこう
通
つうつう
と貿
ぼうぼう
易
えきえき
…………………… ，　，1 4 6

キーワード❸ 権
けんけん
利
りり
意
いい
識
しきしき
と政
せいせい
治
じじ
参
さんさん
加
かか
や国
こくこく
民
みんみん
の義

ぎぎ
務
むむ

……………………………………… 　，8 9

キーワード❺ 労
ろうろう
働
どうどう
と家

かか
族
ぞくぞく
 ……………………… p.19

キーワード❻ 移
いい
民
みんみん
…………………………………… 13

キーワード❷ 産
さんさん
業
ぎょうぎょう
と人
じんじん
口
こうこう
 …………………………… 5412

キーワード❹ 学
がっがっ
校
こうこう
教
きょうきょう
育
いくいく
……………………………… 7

京橋

〈マスプロ美術館蔵〉
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1800 1810 1820 1830 1840

▲ ▲ ▲

1792　
ラクスマン来航

1789　
フランス革命ス
開始

1804
ナポレオン
皇帝に

1804
レザノフ来航

1825　
異国船打払令令

1837
大塩平八郎の乱

1842
薪水給与令

1825　
イギリスで
世界初の鉄道開通開

1840　
アヘン戦争

寺子屋の開設盛ん（　　）
工場制手工業の
生産広まる（　　）

日
本

世
界

江戸時代

歴
史
年
表
江
戸
時
代
後
半

国
こ っこ っ

家
かか

の建
け んけ ん

設
せ つせ つ

が進
す すす す

められた。工
こ うこ う

業
ぎょうぎょう

が発
は っは っ

達
た つた つ

した欧
お うお う

米
べ いべ い

諸
し ょし ょ

国
こ くこ く

は，
安
や すや す

い原
げ んげ ん

料
りょうりょう

の入
にゅうにゅう

手
し ゅし ゅ

先
さ きさ き

と市
しし

場
じょうじょう

を求
も とも と

めて世
せせ

界
か いか い

各
か くか く

地
ちち

に進
し んし ん

出
しゅつしゅつ

し，ア
ジアやアフリカに植

しょくしょく

民
み んみ ん

地
ちち

を拡
か くか く

大
だ いだ い

していった。
　 開

かいかい

国
こくこく

と幕
ばくばく

府
ふふ

の終
おお

わり（→p.61 ～ 66）
　日

に っに っ

本
ぽ んぽ ん

では，たび重
か さか さ

なる欧
お うお う

米
べ いべ い

船
せ んせ ん

の来
ら いら い

航
こ うこ う

や，アヘン戦
せ んせ ん

争
そ うそ う

で
の清

し んし ん

の敗
は いは い

北
ぼ くぼ く

の情
じょうじょう

報
ほ うほ う

を得
ええ

て，欧
お うお う

米
べ いべ い

諸
し ょし ょ

国
こ くこ く

との在
ああ

り方
か たか た

が問
とと

われ
るようになった。そうしたなか，アメリカのペリーが日

に っに っ

本
ぽ んぽ ん

へ来
ら いら い

航
こ うこ う

した。幕
ば くば く

府
ふふ

は開
か いか い

国
こ くこ く

を決
け つけ つ

断
だ んだ ん

し，欧
お うお う

米
べ いべ い

諸
し ょし ょ

国
こ くこ く

と自
じじ

由
ゆ うゆ う

貿
ぼ うぼ う

易
え きえ き

に関
か んか ん

する条
じょうじょう

約
や くや く

を結
む すむ す

んだ。しかし，貿
ぼ うぼ う

易
え きえ き

が始
は じは じ

まると，安
や すや す

い外
が いが い

国
こ くこ く

製
せ いせ い

品
ひ んひ ん

が国
こ くこ く

内
な いな い

に流
りゅうりゅう

入
にゅうにゅう

し，生
き

糸
い と

などの国
こ くこ く

内
な いな い

製
せ いせ い

品
ひ んひ ん

は海
か いか い

外
が いが い

に流
りゅうりゅう

出
しゅつしゅつ

して，日
に っに っ

本
ぽ んぽ ん

の経
け いけ い

済
ざ いざ い

は大
だ いだ い

混
こ んこ ん

乱
ら んら ん

に陥
おちい

った。

　 江
ええ

戸
どど

幕
ばくばく

府
ふふ

による支
しし

配
はいはい

（→p.21 ～ 24）

江
ええ

戸
どど

時
じじ

代
だ いだ い

，幕
ば く

藩
は ん

体
た いた い

制
せ いせ い

と貿
ぼ うぼ う

易
え きえ き

統
と うと う

制
せ いせ い

の下
も と

，社
し ゃし ゃ

会
か いか い

は安
あ んあ ん

定
て いて い

し，
身
みみ

分
ぶ んぶ ん

に基
も と

づく社
し ゃし ゃ

会
か いか い

が定
て いて い

着
ちゃくちゃく

していた。五
ごご

街
か い

道
ど う

や水
す いす い

上
じょうじょう

航
こ うこ う

路
ろろ

な
どの交

こ うこ う

通
つ うつ う

網
も う

が整
せ いせ い

備されたことで，産
さ んさ ん

物
ぶ つぶ つ

が各
か くか く

地
ちち

に行
いい

き渡
わ た

る
ようになり，商

しょうしょう

業
ぎょうぎょう

も栄
さ か

えた。また，武
ぶぶ

士
しし

から庶
し ょ

民
み ん

まで教
きょうきょう

育
い くい く

が盛
さ か

んで，高
た かた か

い識
し きし き

字
じじ

率
り つ

を誇
ほ こ

っていた。こうした繁
は ん

栄
え い

の
なか，日

に っに っ

本
ぽ んぽ ん

独
ど くど く

自
じじ

の文
ぶ んぶ ん

化
かか

が発
は っは っ

達
た つた つ

することとなった。
　  欧

おう

米
べい

諸
しょしょ

国
こくこく

における「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

」（→p.33 ～ 54）
欧
お うお う

米
べ いべ い

諸
し ょし ょ

国
こ くこ く

では , フランス革
か くか く

命
め いめ い

に代
だ いだ い

表
ひょうひょう

される市
しし

民
み んみ ん

革
か くか く

命
め いめ い

と，
イギリスに始

は じは じ

まる産
さ んさ ん

業
ぎょうぎょう

革
か くか く

命
め いめ い

をきっかけとして，自
じじ

由
ゆ うゆ う

・平
びょうびょう

等
ど うど う

の考
かんがかんが

えの下
も とも と

に人
ひ とひ と

々
び とび と

を「国
こ くこ く

民
み んみ ん

」として一
ひ とひ と

つにまとめる近
き んき ん

代
だ いだ い

図
ずず

～　の資
しし

料
りょうりょう

は，年
ねんねん

表
ぴょうぴょう

のどの時
じじ

代
だいだい

の資
しし

料
りょうりょう

に
なるだろうか。年

ねんねん

表
ぴょうぴょう

上
じょうじょう

の（ ）の中
なかなか

に番
ばんばん

号
ごうごう

を
入
いい

れてみよう。

1 13

やってみよう

　 寺
てらてら

子
ここ

屋
やや

の様
ようよう

子
すす

考察

江
ええ

戸
どど

時
じじ

代
だいだい

の教
きょうきょう

育
いくいく

と明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

の学
がっがっ

校
こうこう

教
きょうきょう

育
いくいく

では，
どのような違

ちが

いがあるか，
考
かんがかんが

えよう。

2

　　 横
よこ

浜
はま

港
こうこう

からの輸
ゆゆ

出
しゅつしゅつ

入
にゅうにゅう

品
ひんひん

5

　　 開
かいかい

港
こうこう

後
ごご

の横
よこ

浜
はま

の様
ようよう

子
すす

考察 開
かいかい

国
こくこく

後
ごご

の外
がいがい

国
こくこく

との
交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，日
にっにっ

本
ぽんぽん

の貿
ぼうぼう

易
えきえき

や交
こうこう

通
つうつう

はどのように変
へんへん

化
かか

し
ていったのか，考

かんがかんが

えよう。

4

交
こうこう

通
つうつう

と貿
ぼうぼう

易
えきえき

工
こうこう

場
じょうじょう

制
せいせい

手
しゅしゅ

工
こうこう

業
ぎょうぎょう

考察

近
きんきん

代
だいだい

化
かか

する前
まえまえ

の日
にっにっ

本
ぽんぽん

では，
大
たいたい

量
りょうりょう

の製
せい

品
ひん

を作
つく

るために
どのようなしくみを取

とと

り
入
いい

れていたのか，考
かんがかんが

えよう。

3
輸出

輸入

1865年
1746万7728ドル

1315万3024ドル

その他 1.3かいこ

蚕の卵が付いた紙 3.8
茶
10.2生糸 84.7％

綿織物 35.8毛織物 43.8％

綿糸 6.6 武器 6.5

その他 5.5かんせん

艦船 1.8

き　いと

〈田原市博物館蔵〉

〈横浜開港資料館蔵〉

〈国立公文書館蔵〉

〈『港都横浜の誕生』〉
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「近
きん

代
だい

化
か

」を振
ふ

り返
かえ

り
現
げん
「近「近「近
代
だい
近近近代
的
てき
代化化化
な諸

しょ

課
か
振振振
題
だい

と結
むす

び付
つ

けて考
かんが

えよう！

　２部
ぶ

の序
じょ

章
しょう

（→ p.19）に自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えた「問
と

い」を
確
かく

認
にん

し，学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

を踏
ふ

まえ，自
じ

分
ぶん

が疑
ぎ

問
もん

に
思
おも

ったことなどから，「近
きん

代
だい

化
か

」に関
かん

連
れん

する現
げん

代
だい

の
課
か

題
だい

を一
ひと

つ選
えら

び，さらに詳
くわ

しく調
しら

べてみよう。そ
の際

さい

，右
みぎ

に挙
あ

げた５
いつ

つの視
し

点
てん

のうち一
ひと

つ以
い

上
じょう

の視
し

点
てん

を活
かつ

用
よう

しよう。
　また，考

かんが

える際
さい

には，以
い

下
か

の二
ふた

つの点
てん

を踏
ふ

まえ
て考

かんが

えてみよう。
1 当

とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

がどのように受
う

け止
と

め，どう対
たい

処
しょ

したのか。
2 さまざまな対

たい

処
しょ

がなされていたにもかかわら
ず，なぜ現

げん

在
ざい

まで残
のこ

っているのか。

ア  . ２部
ぶ

の内
ない

容
よう

を根
こん

拠
きょ

にして，以
い

下
か

に挙
あ

げ
た 1～ 4の観

かん

点
てん

に基
もと

づいて，日
にっ

本
ぽん

の近
きん

代
だい

化
か

による変
へん

化
か

を表
ひょう

にまとめよう。その際
さい

，
ヒントとなる用

よう

語
ご

を活
かつ

用
よう

してみよう。
記
き

入
にゅう

する際
さい

には，その変
へん

化
か

があった時
じ

期
き

についても明
めい

記
き

しよう。
1 経

けい

済
ざい

や産
さん

業
ぎょう

2 政
せい

治
じ

や制
せい

度
ど

3 文
ぶん

化
か

や生
せい

活
かつ

4 国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

　【ヒントとなる用
よう

語
ご

】
軽
けい

工
こう

業
ぎょう

　重
じゅう

工
こう

業
ぎょう

憲
けん

法
ぽう

　議
ぎ

会
かい

　　　時
じ

間
かん

　権
けん

利
り

思
し

想
そう

　女
じょ

性
せい

　　条
じょう

約
やく

　自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

市
し

場
じょう

ア  . まとめた表
ひょう

をほかの人
ひと

と見
み

せ合
あ

い，内
ない

容
よう

で埋
う

まっていない点
てん

を教
おし

えたり，自
じ

分
ぶん

と
は異

こと

なる点
てん

などを指
し

摘
てき

したりしよう。
イ  . 日

にっ

本
ぽん

以
い

外
がい

の国
くに

を一
ひと

つ選
えら

び，ほかの人
ひと

と協
きょう

力
りょく

して，同
おな

じように表
ひょう

をまとめよう。
ウ ．まとめた表

ひょう

を比
ひ

較
かく

して，相
そう

違
い

点
てん

につい
て話

はな

し合
あ

い，それぞれの近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

を
まとめよう。

まとめ
2 部

ぶぶぶぶ

の

➡ より深
ふか

く調
しら

べるための 5つの視
し

点
てん

とその例
れい

1. 自
じ

由
ゆう

と制
せい

限
げん

自
じ

由
ゆう

な貿
ぼう

易
えき

を進
すす

めるか，何
なん

らか
の制

せい

限
げん

をかけるかといった，国
こく

内
ない

や国
こっ

家
か

間
かん

での対
たい

立
りつ

，など。

4. 統
とう

合
ごう

と分
ぶん

化
か

領
りょう

土
ど

内
ない

の人
ひと

々
びと

を「国
こく

民
みん

」として統
とう

合
ごう

していく際
さい

に伴
ともな

う対
たい

立
りつ

，など。

5. 対
たい

立
りつ

と協
きょう

調
ちょう

国
こっ

家
か

間
かん

や国
こく

内
ない

における政
せい

治
じ

問
もん

題
だい

に対
たい

して，対
たい

立
りつ

したり，
それを避

さ

けるための努
ど

力
りょく

がなされたりすること，など。

2. 平
びょう

等
どう

と格
かく

差
さ

国
こっ

家
か

間
かん

や国
こく

内
ない

における
政
せい

治
じ

的
てき

・経
けい

済
ざい

的
てき

な格
かく

差
さ

やその是
ぜ

正
せい

，など。

3. 開
かい

発
はつ

と保
ほ

全
ぜん

工
こう

業
ぎょう

化
か

が進
しん

展
てん

していくこと
に伴

ともな

い，自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

や生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

が悪
あっ

化
か

したこと，など。

ステップ 2 の意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の手
て

順
じゅん

1. 要
よう

素
そ

の内
ない

容
よう

で埋
う

まっていない点
てん

や，異
こと

なる視
し

点
てん

などを指
し

摘
てき

し合
あ

おう。

2. 各
かく

要
よう

素
そ

ごとに日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

を比
ひ

較
かく

して，相
そう

違
い

点
てん

からそれぞれの特
とく

徴
ちょう

をまとめよう。

3. 各
かく

要
よう

素
そ

の特
とく

徴
ちょう

をまとめて，日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

の近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

をまとめよう。

ステップ 1

ステップ 2

ステップ 3

日
にっ

本
ぽん

の近
きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

は，（　　　　　　　）と考
かんが

える。
（　　　　　　 ）の近

きん

代
だい

化
か

の特
とく

徴
ちょう

は，（ ）と考
かんが

える。

２部
ぶぶぶ

の問
ととと

いを思
おもおもおも

い出
だだだ

そう
　　例

れいれい

どのようにして国
こくこく

民
みんみん

国
こっこっ

家
かか

が形
けいけい

成
せいせい

されていったのだろう。

産
さんさん
業
ぎょうぎょう
革
かくかく
命
めいめい
が始

はじはじ
まった時

じじ
期
きき
が…

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の近
きんきん

代
だいだい

化
かか

①経
けいけい

済
ざいざい

や産
さんさん

業
ぎょうぎょう

②政
せいせい

治
じじ

や制
せいせい

度
どど

③文
ぶんぶん

化
かか

や生
せいせい

活
かつかつ

④国
こくこく

際
さいさい

社
しゃしゃ

会
かいかい

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の近
きんきん

代
だいだい

化
かか

①経
けいけい

済
ざいざい

や産
さんさん

業
ぎょうぎょう

②政
せいせい

治
じじ

や制
せいせい

度
どど

③文
ぶんぶん

化
かか

や生
せいせい

活
かつかつ

④国
こくこく

際
さいさい

社
しゃしゃ

会
かいかい

日
にっにっ

本
ぽんぽん

の近
きんきん

代
だいだい

化
かか

1 経
けいけい

済
ざいざい

や産
さんさん

業
ぎょうぎょう

2 政
せいせい

治
じじ

や制
せいせい

度
どど

3 文
ぶんぶん

化
かか

や生
せいせい

活
かつかつ

4 国
こくこく

際
さいさい

社
しゃしゃ

会
かいかい

2 部
ぶ

の主
しゅ

題
だい

「近
きん

代
だい

化
か

」について，あなたの考
かんが

えを説
せつ

明
めい

しよう。

2 部
ぶぶぶぶぶ

を振
ふふふふふ

り返
かえかえかえかえかえ

ってみよう！

「近
きんきんきんきんきん

代
だいだいだいだいだい

化
かかかかか

」についてより深
ふかふかふかふかふか

く調
しらしらしらしらしら

べてみよう！

※それぞれ視
し

点
てん

に示
しめ

された二
ふた

つの要
よう

素
そ

にも必
かなら

ず触
ふ

れるようにしよう。
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ステップ 3 のののののののの調調調調調調調調調調調調調
ちょうちょうちち

査査査査査査査査
ささささ

事事事事事事事事事事事事事
じじ

例例例例例例例例
れいれいいい

アイヌの人アイヌの人アアアイイヌヌのヌの人の人人
ひとひとひとひととととと

々々々々々
びとびとびびびとびとびび

はどのように日はどのように日ははどはどのどののようようにうに日に日日
にににににににに

本本本本本
ほんほんほほんんほんほん

国国国国国
こくこくくくここ

民民民民民
みんみんみみみんみんみみ

に統に統統にに統に統統統統
とうとうとうとう

合合合合合
ごうごうごうごう

されていったのだろうか。されていったののだろうかさされされてれていていっいったったたののだのだろだろうろうかうかか。1

アメリカでは，アメ カではアアメアメメリカでカではでは，は 先先先先先
せんせんんんせんせんんんんん

住住住住住
じゅうじゅうゅゅじゅじゅゅうゅうゅゅ

民民民民民
みんみんみみみみみんみんみみ

は国は国はは国は国国
こくこくこここくこくここ

民民民民民民民
みんみんみんみん

国国国国国
こっこっこっこっ

家家家家家
かかかか

形形形形形
けいけいいいけいけいいい

成成成成成
せいせいいいせいせいいい

の過の過のの過の過過
かかかかかかかかかか

程程程程程
ていていててててていていてて

でどのようなでどののようなででどでどどのののよのようようなうなな扱扱扱扱扱
あつかつあつつか

いをいをいいをいをを受受受受受
う

けたのだろうか。けたのだろうかけけたけたのたののだだろだろうろうかうか。か2

統
とうとう

合
ごうごう

と分
ぶんぶん

化
かか

の視
しし

点
てんてん

をさらに世
せせ

界
かいかい

に広
ひろひろ

げて，疑
ぎぎ

問
もんもん

に思
おもおも

ったことを調
しらしら

べてみました。さらに理
りり

解
かいかい

を深
ふかふか

めよう！

考　察 1 1871 年
ねんねんんんねんねん

の戸
ここ

籍
せきせせき

法
ほうほうううほうほう

に基
もとももと

づいて作
さくさくさささくさく

成
せいせいいいせいせい

された戸
ここここ

籍
せきせきせきせき

からは，
どのようなことが分

わわ

かるだろうか。また，それはなぜ行
おこなおこな

われたのだ
ろうか。
2 上

うえうえ

の史
しし

料
りょうりょう

で定
さださだ

められた近
きんきん

代
だいだい

的
てきてき

な土
とと

地
ちち

所
しょしょ

有
ゆうゆう

制
せいせい

度
どど

の施
し

行
こう

は，アイヌ
の人

ひとひと

々
びとびと

の生
せいせい

活
かつかつ

からみると，どのような問
もんもん

題
だいだい

があったのだろか。
3  日

にっにっ

本
ぽんぽん

の国
こくこく

民
みんみん

国
こっこっ

家
かか

建
けんけん

設
せつせつ

は，アイヌの人
ひとひと

々
びとびと

の立
たちたち

場
ばば

からみると，どの
ようなものであったのだろうか。

旧
きゅうきゅう

土
どど

人
じんじん

（アイヌ人
ひとひと

々
びとびと

）が居
きょきょ

住
じゅうじゅう

している土
とと

地
ちち

は，その種
しゅしゅ

類
るいるい

に関
かんかん

係
けいけい

なく，当
とうとう

分
ぶんぶん

すべてを官
かんかん

有
ゆうゆう

地
ちち

に編
へんへん

入
にゅうにゅう

する。…山
やまやま

，林
はやしはやし

，沢
さわ

，原
げんげん

野
やや

などはすべて官
かんかん

有
ゆうゆう

地
ちち

として，差
さ

し支
つか

えない場
ばば

合
あいあい

は，
人
ひとひと

々
びとびと

の要
ようよう

望
ぼうぼう

により有
ゆうゆう

料
りょうりょう

で貸
かか

し渡
わた

し，または売
うう

り渡
わたわた

してもかまわない。 〈現代語訳〉

北
ほっほっ

海
かいかい

道
どうどう

地
ちち

券
けんけん

発
はっはっ

行
こうこう

条
じょうじょう

例
れいれい

（1877年
ねんねん
12 月

がつがつ
13 日

にちにち
制
せいせい
定
ていてい
）

史史史
 料

…（インディアン）の保
ほほ

留
りゅうりゅう

地
ちち

に居
きょきょ

住
じゅうじゅう

するインディアンに，単
たんたん

独
どくどく

の所
しょしょ

有
ゆうゆう

のための土
とと

地
ちち

を…
割
わわ

り当
ああ

てる権
けんけん

限
げんげん

をもつことを，この法
ほうほう

によって定
さださだ

める。
第
だいだい

五
ごご

条
じょうじょう

内
ないない

務
むむ

長
ちょうちょう

官
かんかん

は，…割
わわ

り当
ああ

てられたインディアンへの譲
じょう

渡
と

証
しょうしょう

明
めいめい

書
しょしょ

を発
はっはっ

行
こうこう

する。…割
わわ

り当
ああ

てられたインディアンにのみ，…その使
しし

用
ようよう

と利
りり

益
えきえき

が認
みとみと

められる土
とと

地
ちち

として，25年
ねんねん

間
かんかん

委
い

託
たく

管
かんかん

理
りり

することを宣
せんせん

言
げんげん

する。その期
きき

間
かんかん

満
まん

了
りょう

をもって，その土
とと

地
ちち

の相
そうそう

続
ぞくぞく

不
ふふ

動
どうどう

産
さんさん

権
けんけん

を，
有
ああ

り当
ああ

てられたインディアンに…譲
じょうじょう

渡
とと

する。
第
だいだい

六
ろくろく

条
じょうじょう

土
とと

地
ちち

を割
わわ

り当
ああ

てられたインディアン，または合
がっがっ

衆
しゅうしゅう

国
こくこく

内
ないない

に生
うう

まれ，部
ぶぶ

族
ぞくぞく

から離
はな

れ
て自

じじ

発
はつはつ

的
てきてき

に居
きょきょ

住
じゅうじゅう

場
ばば

所
しょしょ

を選
えらえら

び，文
ぶんぶん

明
めいめい

生
せいせい

活
かつかつ

の習
しゅうしゅう

慣
かんかん

を選
えらえら

んだすべてのインディアンは，ここ
に合

がっがっ

衆
しゅうしゅう

国
こくこく

市
しし

民
みんみん

であることを宣
せんせん

言
げんげん

され，市
しし

民
みんみん

としてすべての権
けんけん

利
りり

，特
とっとっ

権
けんけん

，そして免
めん

除
じょ

の
資
しし

格
かくかく

を有
ゆうゆう

するものとする。 〈白井洋子訳〉

ドーズ法
ほうほう

（1887年
ねんねん
2 月
がつがつ
8
ようかようか
日制

せいせい
定
ていてい
）

史史史
料

北北北北
ほっほっ

海海海海海
かいかいかか

道道道道道
どうどううう

で行行で行行行
おこなおこなおこおこ

われた政わ た政わわれたわ た政た政政
せいせいいい

策策
さくさく

1

先先
せんせん

住住住住住
じゅうじゅうゅゅ

民民民民民
みんみんんん

の土土の土土土
とととと

地地地地地
ちち

販販
はんはん

売売売売売
ばいばいばば

ポスターポ タポポスタポ ターターー（1911年1 年（19111年1 年年
ねんねんねね

））4

関
かんかんかかかんかん

連
れんれんんんれんれん

資
しししし

料
り うり うりょうりょう

「日
にに

本
ほんほん

国
こくこく

民
みんみん

」とされるアイヌの人
ひとひと

々
びとびと

→p.74
アメリカ独

どくどく

立
りつりつ

革
かくかく

命
めいめい

→p.34
故
ここ

郷
きょうきょう

を追
おお

われる先
せんせん

住
じゅうじゅう

民
みんみん
ppp
→ p.52

植
しょくしょく

民
みんみん

地
ちち

支
しし

配
はいはい

と人
じんじん

種
しゅしゅ

主
しゅしゅ

義
ぎぎ

→p.54

年
1869

1871

1873
1874
1875

1877

1886
1899
1901

開拓使を設置（東京）
→蝦夷地を「北海道」に改称
戸籍法公布
開拓使庁を設置（札幌）
地租改正公布
屯田兵の設置
樺太・千島交換条約
→樺太に住むアイヌの人々を北海道に移住
北海道地券発行条例公布
→北海道の土地所有権を明確にする
北海道庁設置
「北海道旧土人保護法」公布（～1997）
北海道庁，旧土人児童教育規程を公布
→アイヌ人だけの学校で日本語を習得

（→p.71）

（→p.71）

（→p.74）

（→p.74）

史料

え ぞ

ち そ

とんでんへい

からふと ち しま

こ せき

さっぽろ

かいしょう

明明明明明
めいめいめめ

治治治治治
じじじじ

初初
しょしょ

期期期期期
きき

のアイヌのの ヌのののアの イヌヌのヌのの戸戸
こ

籍籍籍籍籍
せきせ

　明明明明明
めいめいめめ

治治治治治
じじじじ

新新
しんしん

政政政政政
せいせいせせ

府府府府府
ふふふふ

は，1871 年は 1 7 年はは 1は 1871 71 年7 年年
ねんねんねね

に，にににに
税税
ぜいぜい

制制制制
せいせいせせ

や徴やや徴や徴徴
ちょうう

兵兵
へい

制制制制
せいせいせせ

の実実の実実
じっっ

施施
し

のため，たのためためめ
また，人た

じんじんじんじん

民民
みんみんみんみん

の保の保
ほほほほ

護
ごごごご

を目を目
もくもくくくももくくくく

的的
てきてきききてきてききき

としし
て，戸戸

ここここここここここ

籍
せきせきせきせき

法法
ほうほうほうほう

を公を公
こうこうううこうこううううう

布
ふふふふ

し，人人
ひとひとひとひと

々
びとびとびとびと

のの
戸戸
ここ

籍籍籍籍
せきせきせせ

登登
とうとううううううう

録録
ろくろくくく

を始を始始始
はじはじじじ

めた。た
青
あおあおああ

字
じじじじ

は，アイヌ名，ア ヌ名は，，ア，アイア ヌ名ヌ名名
めいめいいい

赤
あかあかああ

字
じじじじ

は，日日は 日，日日
にににに

本本
ほんほん

名名名名名
めいめいめめ

2
山
越
郡
内
の
戸
籍

一
八
七
三
年

第
○
番
屋
敷
居
住

父
土
人

マ
カ
シ
カ
モ

ト
サ
ン
ロ
ク
事

漁
業

戸
桟
録
平

何

何
年

妻

ニ
シ
ユ
ツ
事

に

　
し

何
年

男

ク
チ
ヤ
シ
キ
事

口

　
弥

何
年

男

口
弥
妻
ス
フ
チ
事

す

　
う

何
年

男

口
弥
女

は

　
る

六
年
三
月
何
日
出
生

産
土
神
稲
荷
社

神

葬

祭

※アイヌの人々のこと

※

漁漁
りょうりょう

を行を行を行行
おこなおこなここ

うアイううう イイ
ヌのヌ 人人

ひとひとひひひひひとひとひひ

々々
びとびとととびとびととととと

　アイヌのアイ の
人人
ひとひとととひとひととととと

々
びとびとびとびと

は共は共
きょうきょうううきょきょうううう

有
ゆうゆうゆうゆう

地地
ちちちち

で狩で
しゅしゅ

猟猟
りょうりりょうり

や漁ややや漁
りょうりょう

を行を行行行
おこなおこななな

ってて生生
せいせいいい

活活
かつかつ

し
ていた。て たてていたて た。た （→p.22）→ 2（ p.222）

3

考　察 1 どんな「インディアン」が，合
がががっがっ

衆
し うし うしししゅうしゅう

国
こくこくくくこくこく

市
しししし

民
みんみんみみみんみん

として歓
かんんかん

迎
げいげい

されたのだろうか。
2  国 

こくこく

民
みんみん

国
こっこっ

家
かか

づくりの過
かか

程
ていてい

で生
しょうしょう

じた課
かか

題
だいだい

において，日
にっにっ

本
ぽんぽん

のアイヌの人
ひとひと

々
びとびと

とアメリカの先
せんせん

住
じゅうじゅう

民
みんみん

とでどのような共
きょうきょう

通
つうつう

点
てんてん

や相
そうそう

違
いい

点
てんてん

があるだろうか。

統
とうとう

合
ごうごう

と分
ぶんぶん

化
かか

の視
しし

点
てんてん

で，アイヌの人
ひとひと

々
びとびと

と近
きんきん

代
だいだい

化
かか

について，調
しらしら

べてみました。
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　これらの資
しし

料
りょうりょう

と併
あわ

せて，例
たとたと

えばキーワード「移
いい

民
みんみん

」に着
ちゃくちゃく

目
もくもく

し，主
おもおも

な国
くにくに

・地
ちち

域
いきいき

からの人
じんじん

口
こうこう

移
いい

動
どうどう

を示
しめしめ

す資
しし

料
りょうりょう

（→ p.54）から読
よよ

み取
とと

って，
疑
ぎぎ

問
もんもん

に感
かんかん

じた点
てんてん

を挙
ああ

げてみよう。
例
れいれい

：なぜ，発
はっはっ

展
てんてん

していく日
にっにっ

本
ぽんぽん

から移
いい

民
みんみん

が行
おこなおこな

われるのだろう？
　また，ほかのキーワードを関

かんかん

連
れんれん

させた視
しし

点
てんてん

からも資
しし

料
りょうりょう

を読
よよ

み解
とと

き，疑
ぎぎ

問
もんもん

を出
だだ

してみよう。
→「権

けんけん

利
りり

意
いい

識
しきしき

と政
せいせい

治
じじ

参
さんさん

加
かか

や国
こくこく

民
みんみん

の義
ぎぎ

務
むむ

」を関
かんかん

連
れんれん

させた疑
ぎぎ

問
もんもん

の例
れいれい

：
　例

れいれい

：工
こうこう

場
じょうじょう

で働
はたらはたら

く人
ひとひと

々
びとびと

は，どのような権
けんけん

利
りり

を求
もともと

めたのだろう？

　この部
ぶぶ

で学
がくがく

習
しゅうしゅう

する「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

」の時
じじ

代
だいだい

の生
せいせい

活
かつかつ

や社
しゃしゃ

会
かいかい

の変
へんへん

化
かか

について考
かんがかんが

えるために，
p.15 で提

ていてい

示
じじ

した６
むっむっ

つのキーワードと，それに関
かんかん

連
れんれん

するp.15 ～ 18の資
しし

料
りょうりょう

の中
なかなか

から，
あなたが最

もっともっと

も興
きょうきょう

味
みみ

があるものを選
えらえら

んでみよう。そして，その資
しし

料
りょうりょう

やそのほかの資
しし

料
りょうりょう

から読
よよ

み取
とと

って疑
ぎぎ

問
もんもん

に思
おもおも

った点
てんてん

を挙
ああ

げてみよう。
　その際

さいさい

，２
ふたふた

つのキーワードを関
かんかん

連
れんれん

させたり，１
ひとひと

つのキーワードの中
なかなか

でも複
ふくふく

数
すうすう

の資
しし

料
りょうりょう

を見
みみ

比
くらくら

べたりするなど，さまざまな視
しし

点
てんてん

の資
しし

料
りょうりょう

から疑
ぎぎ

問
もんもん

を見
みみ

つけてみよう。

歴
れきれき
史
しし
ウォーミングアップ２

６
むっむっむっむっ

つのキーワードから
問
とと

いを表
ひょうひょう

現
げんげん

してみよう !

あなたも，６
むっむっ

つのキーワードに関
かんかん

する資
しし

料
りょうりょう

から読
よよ

み取
とと

り，疑
ぎぎ

問
もんもん

を持
も

った点
てんてん

を挙
ああ

げ，下
したした

の空
くう

欄
らん

に書
かか

いてみよう。やってみよう

例
たとたと

えば
「労

ろうろう

働
どうどう

と家
かか

族
ぞくぞく

」や「産
さんさん

業
ぎょうぎょう

と人
じんじん

口
こうこう

」に関
かんかん

する資
しし

料
りょうりょう

から…

ほかのキーワードを関
かんかんかんかん

連
れんれんれんれん

させると…

　 日
にっにっ

本
ぽんぽん

の職
しょくしょく

業
ぎょうぎょう

構
こうこう

成
せいせい

の変
へんへん

化
かか

考察 時
じじ

代
だいだい

を下
くだくだ

る
につれ，どのよ
うな変

へんへん

化
かか

が見
み

ら
れるのか，考

かんが

え
よう。

2

　　 工
こうこう

場
じょうじょう

で働
はたらはたら

く人
ひとひと

々
びとびと

（1880年
ねんねん

代
だいだい

, 着
ちゃくちゃく

色
しょくしょく

写
しゃしゃ

真
しんしん

）　 考察 彼
かの

女
じょ

たちは，何
なになに

を
作
つくつく

る工
こうこう

場
じょうじょう

で働
はたらはたら

いているのか，考
かんがかんが

えよう。 
1

　　 日
にっにっ

本
ぽんぽん

の人
じんじん

口
こうこう

変
へんへん

化
かか

3

　これらの資
しし
料
りょうりょう
から読

よよ
み取

とと
って，疑

ぎぎぎぎ
問
もんもん
に感
かんかん
じた点

てんてん
を挙

ああ
げてみ

よう。
例
れいれい
。
：なぜ，女

じょじょ
性
せいせいょょょょ
ばかりが工

こうこう
場
じょうじょう
で働
はたらはたら
いているのだろう？

キーワード「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（と「 」）

に関
か んか ん

する資
しし

料
りょうりょう

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」や

 「 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」などから読
よよ

み取
とと

って感
か んか ん

じた疑
ぎぎ

問
も んも ん

点
て んて ん

この疑
ぎぎ

問
もんもん

点
てんてん

を念
ねんねん

頭
とうとう

に置
おお

いて，これから「近
きんきん

代
だいだい

化
かか

と私
わたしわたし

たち」の学
がくがく

習
しゅうしゅう

を進
すすすす

めていこう。

1874年
第１次産業（農業・漁業など）

70.5％ 16.612.9

18.216.565.3

60.8

59.3 21.519.2

19.419.8

第２次産業（製造業・鉱業など）
第３次産業（交通業・サービス業など）

1884年

1894年

1904年

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000
万人

1500 1550 1600 1650 1700 1750 1800 1850 1900年

1603
江
戸
幕
府
の
成
立

1868
明
治
政
府
の
成
立

〈『日本列島における人口分布の長期時系列分析』〉

〈『岩波講座 日本経済の歴史 3』〉
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「見通し」と「振り返り」で
確かな学力が身に付く部構成

キーワードと関連資料から疑問点を出し，生徒自身が問いを設定できる。

ステップ１・２
近代化について
自分でまとめた
り，ほかの人と
話し合ったりす
る対話的な学習
ができる。

ステップ３
部の導入で立て
た問いを確認し,

「近代化」に関連
する現代の諸課
題 を 選 ん で 探
究・考察を深め
られる。

●�部ごとに「見通し」「振り返り」学習ができるように導入とまとめを充実させた構成。
部を通して「問い」を生かした学習ができる。

●章にも学習課題とまとめを提示。章ごとにも「見通し」と「振り返り」ができる。

特色
３ アクティブラーニング で学びが深められる！

部の導入（見通し）

部のまとめ（振り返り）

章の展開

部の学習の流れ を例に

・部の扉
地図と年表で学習する時代を概観。

章で学習する内容を見通すための学習課題を提示。

中学校の学習を踏まえつつ，部を通しての「問い」を考える。

・章の扉

１章　江戸時代の日本と結び付く世界

・２部のまとめ

学習課題：18世紀の日本やアジア，ヨーロッパは，それぞれどのように結び付いていたのだろうか。

日本の近代化について
「経済や産業」「政治や
制度」「文化や生活」「国
際社会」の 4つの観点
で整理。

ステップ１の内容を，
自分でまとめたり，ほ
かの人と共有したりし
て整理。

部の導入で立てた問いを確認し，「近代化」に
関連する現代の課題について，さらに詳しく
探究。

ステップ１

２部を振り返ってみよう！ 「近代化」についてより深く調べてみよう！
ステップ２ ステップ３

学習課題：欧米で起こった市民革命・産業革命により，社会はどのように変化したのだろうか。

学習課題：近代化が進むなかで，欧米諸国はどのような国家を形成していったのだろうか。

学習課題：近代化した欧米諸国の進出に，アジア諸国や日本はどのように対応したのだろうか。

学習課題：日本や東アジア諸国は，近代化を通じてどのように変化していったのだろうか。

２章　欧米諸国における近代化

３章　近代化の進展と国民国家形成

４章　アジア諸国の動揺と日本の開国

５章　近代化が進む日本と東アジア

・章のまとめ

・歴史ウォーミングアップ

見通しに対して，章で学習した内容を踏まえて自分の考えを説明。

・部の導入 ( 歴史ウォーミングアップ）

・部のまとめ

⬇教科書p.15-16，19

⬇教科書 p.83-84
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A
　日
本

　　　　　　　　　欧
おう

米
べい

の船が日本に近づくなか，幕府は，オランダ風
ふう

説
せつ

書
がき

など外国からもたらされる情報や，西洋の地理書の翻
ほん

訳
やく

，帰国した漂
ひょう

流
りゅう

民からの情報を通じて，ヨーロッパ諸国の世界進出への

認識を深めていた。アヘン戦争で大国の清
しん

がイギリスに敗れたことが清の

商人などから日本に伝わるなか，幕府は 1842 年に薪
しん
水
すい
給
きゅう
与
よ
令を出して欧

米諸国との紛
ふん

争
そう

を避
さ

ける一方，より一層の海防の強化を進めた。

　また，海外情報は蘭
らん

学
がく

者たちのネットワークにより日本各地にも伝わる

ようになり，海外に高い関心を持つ大名も現れるようになった。水
み

戸
と

藩
はん

で

は尊
そん

王
のう

思想と外国を退けようとする攘
じょう

夷
い

が結び付いて尊
そん
王
のう
攘
じょう
夷
い

思想が生ま

れ，一方，佐賀藩や薩
さつ

摩
ま

藩ではヨーロッパの思想や技術を積極的に吸収し，

その進出に備えようという動きが強まった。また，これらの藩では，意見

を幕政に反映させるための模
も

索
さく

も始まっていった。

　　　　　　　　ヨーロッパにて 1848 年からの動乱やクリミア戦争が起

こると，アメリカがヨーロッパ各国の隙
すき

を突
つ

いて日本を目

指した。太平洋岸への国土拡大を達成したアメリカは，南
ナン

京
キン

条約で開港し

た清との貿易における中
ちゅう

継
けい

地点と，日本近海における捕
ほ

鯨
げい

のための補給地

点を確保するため，日本を開国させようとペリーを派
は

遣
けん

した。

　1853 年，ペリーは浦
うら

賀
が

沖に到
とう

着
ちゃく

した。幕府は，アメリカ船の来航をす

でにオランダから通告されており，実力行使による対
たい

抗
こう

は難しいと判断し

て，開国を勧
かん

告
こく

するアメリカ大統領の国書を受け取った。その後，再び回

答を聞きに来るというペリーに備え，幕府は諸大名や下級の幕臣に意見を

海外情報への
対応

➡ p.61, 69

1

➡ p.41

➡ p.62

QR

➡ p.24

➡ p.24

➡ p.56

2

日本の開国 ➡ p.47 ➡ p.50

➡ p.51 ➡ p.62

人物

1794〜 1858➡ p.68

1

史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，ヨーロッパ諸国の進出に対して，どの
ように対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈神奈川県立歴史博物館蔵〉１

　　幕府が，長崎のオランダ商館長に提出させ
た，海外事情に関する報告書（→p.22）。
1

　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，佐賀藩，長
ちょう

州
しゅう

藩などを中心に，財
政再建とヨーロッパ技術の導入といった改革が
進んだ。薩摩藩や長州藩では，実力のある下級
武士の登用も行われた。これらの改革の成功は，
軍事力の強化につながり，しだいに政局を動か
すようになっていった。

2

読み解き  幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつ

然
ぜん

の出来
事だったのだろうか。

日本→p.65　

前のできごと 　日本→p.61

次のできごと

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

オランダから幕府にもたらされた情報
史
 料

日米の架
か

け橋となった

　土佐の漁師であっ
たが，14 歳

さい

の時（1841
年）に嵐

あらし

で遭
そう

難
なん

し，
太平洋の無人島でア
メリカの捕

ほ

鯨
げい

船に助
けられた。そのまま
アメリカに渡

わた

った万
まん

次
じ

郎は，その船の名
前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）

63

04歴総_063-064.indd   63 2020/12/17   17:22

5

10

15

20

求
もと

め，朝
ちょう

廷
てい

にも報
ほう

告
こく

した。それまで幕
ばく

府
ふ

が政
せい

治
じ

に関
かん

する意
い

見
けん

をこれほど広
ひろ

く求
もと

めたことは無
な

かったため，この後
ご

，朝
ちょう

廷
てい

や有
ゆう

力
りょく

大
だい

名
みょう

は発
はつ

言
げん

力
りょく

を強
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

が身
み

分
ぶん

を超
こ

えて政
せい

治
じ

に高
たか

い関
かん

心
しん

を持
も

つようになっていった。

翌
よく

54 年
ねん

，幕
ばく

府
ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

び，外
がい

国
こく

船
せん

の補
ほ

給
きゅう

と漂
ひょう

流
りゅう

民
みん

の保
ほ

護
ご

を

認
みと

めた。以
い

後
ご

，露
ろ

・英
えい

などとも同
どう

様
よう

に条
じょう

約
やく

を結
むす

んだ。さらにアメリカから

の自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

への強
つよ

い要
よう

請
せい

は続
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

の推
すい

移
い

が伝
つた

えられると，幕
ばく

府
ふ

は開
かい

国
こく

して貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

うことを決
けつ

断
だん

した。こうして 58年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれた。諸
しょ

条
じょう

約
やく

には，

関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

が無
な

く領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

平
びょう

等
どう

項
こう

目
もく

が含
ふく

まれており，その解
かい

消
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

交
こう

交
こう

渉
しょう

における課
か

題
だい

となった。

　日
にっ

本
ぽん

は，欧
おう

米
べい

との条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

市
し

場
じょう

へ参
さん

加
か

さ

せられた。そして，貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になると国
こく

内
ない

経
けい

済
ざい

は混
こん

乱
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ

足
そく

した生
き

糸
いと

や蚕
さん

卵
らん

紙
し

が大
たい

量
りょう

に輸
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

の絹
きぬ

織
おり

物
もの

業
ぎょう

は原
げん

料
りょう

不
ぶ

足
そく

となり打
だ

撃
げき

を受
う

けた。海
かい

外
がい

で人
にん

気
き

の茶
ちゃ

も盛
さか

んに輸
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，良
りょう

質
しつ

で安
あん

価
か

な綿
めん

糸
し

が輸
ゆ

入
にゅう

され，国
こく

内
ない

の綿
めん

関
かん

係
けい

産
さん

業
ぎょう

も混
こん

乱
らん

した。変
へん

化
か

に

適
てき

応
おう

した新
あたら

しい商
しょう

人
にん

が台
たい

頭
とう

する一
いっ

方
ぽう

，庶
しょ

民
みん

は苦
くる

しい生
せい

活
かつ

に追
お

い込
こ

まれた。

人
ひと

々
びと

は欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に従
じゅう

属
ぞく

することを恐
おそ

れ，さまざまな政
せい

治
じ

勢
せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

の独
どく

立
りつ

を維
い

持
じ

しようと活
かつ

動
どう

した。幕
ばく

府
ふ

をはじめ諸
しょ

藩
はん

でも，欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

するために軍
ぐん

事
じ

力
りょく

強
きょう

化
か

と人
じん

材
ざい

登
とう

用
よう

を中
ちゅう

心
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

幕
ばく

府
ふ

は欧
おう

米
べい

の学
がく

問
もん

を学
まな

ぶ蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

や，海
かい

軍
ぐん

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

ぶ海
かい

軍
ぐん

伝
でん

習
しゅう

所
じょ

を設
せっ

置
ち

し，

そこには諸
しょ

藩
はん

の家
か

臣
しん

も招
まね

かれた。さらに幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

は海
かい

外
がい

へ使
し

節
せつ

や留
りゅう

学
がく

生
せい

を派
は

遣
けん

した。こうして欧
おう

米
べい

の文
ぶん

明
めい

に触
ふ

れた人
じん

物
ぶつ

の多
おお

くは , 明
めい

治
じ

以
い

降
こう

，近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

の指
し

導
どう

者
しゃ

として活
かつ

躍
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんんぜいぜいぜい

➡p.78
じょうょうょう

開
かいかいかい

国
こくこくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きんきん

代
だいだい

化
かか

改
かいかい

革
かくかく ➡p.41

ないいいけいけいけい

➡p.2
んんんけいけいけい

3

3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

　民
みん

衆
しゅう

は，苦
くる

しい生
せい

活
かつ

のなかで幕
ばく

府
ふ

の改
かい

革
かく

のた
めに次

つぎ

々
つぎ

と重
じゅう

税
ぜい

を課
か

されたことで，幕
ばく

府
ふ

への支
し

持
じ

を急
きゅう

速
そく

に弱
よわ

めていった。知
ち

識
しき

人
じん

や豪
ごう

農
のう

たちの
なかには，みずから集

あつ

めた情
じょう

報
ほう

や国
こく

学
がく

などの学
がく

問
もん

を通
つう

じて政
せい

治
じ

体
たい

制
せい

への批
ひ

判
はん

力
りょく

を高
たか

め，草
そう

莽
もう

の
志
し

士
し

として活
かつ

動
どう

する者
もの

も現
あらわ

れた。

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょうじょう

気
きき

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さいさい

工
くく

をする様
ようよう

子
すす

は，
目
めめ

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こうこう

程
ていてい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
みみ

る間
まま

に百
ひゃくひゃく

個
ここ

もできる。…この機
きき

関
かんかん

を我
わわ

が国
くにくに

でも用
もちもち

いる
ことができれば，国

こくこく

益
えきえき

は計
はかはか

り知
しし

れないと思
おもおも

われ
る。 〈村垣範正の日記より，現代語訳〉

幕
ばくばく

府
ふふ

使
しし

節
せつせつ

のアメリカ視
しし

察
さつさつ

海
かいかい

軍
ぐんぐん

造
ぞうぞう

船
せんせん

所
しょしょ

の見
けんけん

学
がくがく

（1860年
ねんねん
）

史史史
 料

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要
ようよう

求
きゅうきゅう

を受
うう

け入
いい

れる論
ろんろん

開
かいかい

国
こくこく

論
ろんろん

：積
せっせっ

極
きょくきょく

的
てきてき

に外
がいがい

国
こくこく

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

し，貿
ぼうぼう

易
えきえき

を行
おこなおこな

うべきだ。
許
きょきょ

容
ようよう

論
ろんろん

：アメリカの開
かいかい

国
こくこく

要
ようよう

求
きゅうきゅう

を認
みとみと

めざるをえないだろう。

アメリカの要
ようよう

求
きゅうきゅう

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろん

非
ひひ

戦
せんせん

論
ろんろん

：開
かいかい

国
こくこく

は拒
きょきょ

絶
ぜつぜつ

するが，戦
せんせん

争
そうそう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろん

：戦
せんせん

争
そうそう

となってでも外
がいがい

国
こくこく

は追
おお

い出
だだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう

〈本庄栄治郎『日本経済思想史研究』〉
0

200

400

600

800

1000

7068666462605856
（明治元）

格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈『近現代日本経済史要覧』〉

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ

64
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「見通し」と「振り返り」で
確かな学力が身に付く見開き構成

●�部構成だけでなく，見開き構成でも「見通し」「振り返り」を構造化。
「読み解き」→「学習課題」→「本文」→「確認・説明」の流れで課題解決型
学習に対応。

●�各見開きの導入部分にはAB判の判型を生かし，写真や風刺画，文章資
料などを豊富に掲載。学習導入に資料の「読み解き」を行うことで学習
テーマが明確になる。

図版や資料の読み
解きから学習を進
められる「導入」。

学習内容を振り返
る「確認」。

学習の見通しを立
て ら れ る「学 習 課
題」。

習得した知識を用
いて考察を深める

「説明」。

学習している地域
を確認できる
｢地域インデックス」。

AB判の判型を
生かした豊富な
側注・資料。

巻 頭4や 巻 末3の
日本の歴史年表と
対 応。 見 開 き で
扱 って い る「時 代
インデックス」。

中学校の既習事項
を確認できる

「中学校との関連」。 

学習しているペー
ジの前後の出来事
を確認できる工夫。

特色
３ アクティブラーニング で学びが深められる！

⬇教科書p.63-64
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特
色
３



歴
れきれきれきれき

史
しししし

に
迫
せませま
歴歴
る！ 

仮

清
しん

国
こくこく

はアヘンの取
とと

り引
ひひ

きを厳
げんげん

禁
きんきん

にしたことにより，
イギリス人

じんじん

が不
ふふ

平
へいへい

を抱
いだ

き，軍
ぐん

艦
かん

40 隻
せき

余
あまあま

りを寧
ニン

波
ポー

に
向
むむ

かわせ，戦
せんせん

争
そうそう

を開
かいかい

始
しし

。寧
ニンニン

波
ポ―ポ―

の一
いちいち

部
ぶぶ

が奪
うばうば

い取
とと

られた
とのことを来

らい

舶
はく

者
しゃしゃ

より聞
きき

いた。異
いい

国
こくこく

のことだが，こ
れは自

じじ

国
こくこく

の戒
いまし

めにすべきである。浦
うらうら

賀
がが

の防
ぼう

御
ぎょ

につい
ての建

けんけん

議
ぎぎ

が未
みみ

定
ていてい

になっているが，行
いい

き届
とどとど

いていない。
 〈1841 年１月 佐渡奉行への手紙 現代語訳〉

つまりは和
わわ

戦
せんせん

の二
にに

字
じじ

に帰
きき

着
ちゃくちゃく

した。…近
きんきん

海
かいかい

をはじめ防
ぼう

御
ぎょ

は万
ばん

全
ぜん

ではない。
彼
かれ

ら（アメリカ）が…来
らいらい

年
ねんねん

渡
と

来
らい

しても要
ようよう

望
ぼうぼう

の許
きょきょ

否
ひひ

は明
めいめい

言
げんげん

せず，なるべく平
へい

穏
おん

に取
とと

り計
はかはか

らうつもりである。しかし彼
かれかれ

らが乱
らんらん

暴
ぼうぼう

に及
およ

ばないとも限
かぎかぎ

らな
い。その時

ときとき

になって覚
かく

悟
ご

が無
なな

くては国
こく

辱
じょく

ものになるだろう。…万
まんまん

が一
いちいち

戦
たたかたたか

いになった場
ばば

合
あいあい

には，…心
しんしん

力
りょくりょく

を尽
つ

くし忠
ちゅうちゅう

勤
きんきん

に励
はげ

むべしとの将
しょうしょう

軍
ぐんぐん

のおおせ
である。 〈1853 年 11 月 1日『幕末外国関係文書之三』現代語訳〉

歴
れきれき

史
しし

家
かか

たちは，幕
ばくばく

府
ふふ

が行
おこなおこな

った交
こうこう

渉
しょうしょう

について，主
おもおも

に以
いい

下
かか

のような評
ひょうひょう

価
かか

を下
くだくだ

している。あなたはどちらだと考
かんがかんが

えるだろうか。

　1853 年
ねんねん

，ペリーが軍
ぐん

艦
かん

4 隻
せき

を
率
ひきひき

いて浦
うら

賀
が

沖
おきおき

に現
あらわあらわ

れた。「鎖
さ

国
こく

」の
さなかにあった日

にっにっ

本
ぽんぽん

は，この黒
くろくろ

船
ふねふね

来
らいらい

航
こうこう

をきっかけに，1854 年
ねんねん

に日
にちにち

米
べいべい

和
わ

親
しん

条
じょうじょう

約
やくやく

，1858 年
ねんねん

に日
にちにち

米
べいべい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょうじょう

約
やくやく

を結
むすむす

んで，開
かいかい

国
こくこく

に踏
ふ

み切
きき

った
（→ p.63）。しかし，この二

ふたふた

つの条
じょうじょう

約
やくやく

には不
ふふ

平
びょうびょう

等
どうどう

な内
ないない

容
ようよう

があり，その改
かいかい

正
せいせい

は日
にっにっ

本
ぽんぽん

の大
おおおお

きな目
もくもく

標
ひょうひょう

となっていっ
た。

① まずは「検
けんけん

証
しょうしょう

A 幕
ばくばく

府
ふふ

側
がわがわ

の考
かんがかんが

え」を検
けんけん

証
しょうしょう

② 次
つぎつぎ

に「検
けんけん

証
しょうしょう

B 日
にちにち

米
べいべい

和
わわ

親
しんしん

条
じょうじょう

約
やくやく

の内
ないない

容
ようよう

」を検
けんけん

証
しょうしょう

③ 「検
けんけん

証
しょうしょう

C ハリスとのや
り取

とと

り」を検
けんけん

証
しょうしょう

④ 「検
けんけん

証
しょうしょう

D 日
にちにち

米
べいべい

修
しゅうしゅう

好
こうこう

通
つうつう

商
しょうしょう

条
じょうじょう

約
やくやく

の内
ないない

容
ようよう

」を検
けんけん

証
しょうしょう

⑤ 「最
さいさい

終
しゅうしゅう

課
かか

題
だいだい

」で考
かんがかんが

えをま
とめよう！

幕
ばくばく

府
ふふ

の対
たいたい

外
がいがい

交
こう

渉
しょう

をどう評
ひょうひょう

価
かか

するか2

幕
ばくばく

府
ふふ

側
がわがわ

の考
かんがかんが

え検
けんけん

証
しょうしょう

A

手
てててて

順
じゅんじゅんじゅんじゅん

学 習
課 題

資
しし

料
りょうりょう

●❶● 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

が得
ええ

ていたアヘン戦
せんせん

争
そうそう

情
じょうじょう

報
ほうほう

資
しし

料
りょうりょう

●❷● 阿
あ

部
べ

正
まさ

弘
ひろ

の諸
しょしょ

大
だいだい

名
みょうみょう

への説
せつせつ

明
めいめい

読み解き  資
しししし

料
り うり うりょうりょう

●❶●・●❷●を読
よよよよ

んで，正
ただただだだただただ

しいと思
おもおも

う方
ほうほう

に〇をしよう。
ポイント　幕

ばくばく

府
ふふ

は海
かいかい

外
がいがい

の情
じょうじょう

報
ほうほう

を，
（ 得

ええ

ていた 得
ええ

てなかった）。
このため，海

かいかい

岸
がんがん

の防
ぼうぼう

備
びび

が，
（ 必

ひつひつ

要
ようよう

と考
かんがかんが

えた　不
ふふ

要
ようよう

と考
かんがかんが

えた ）。

　ペリーの神
かか

奈
なな

川
がわがわ

（横
よこ

浜
はま

）上
じょうじょう

陸
りくりく

　水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

　1834 ～ 43年
ねんねん

まで老
ろうろう

中
じゅうじゅう

を務
つとつと

め，天
てんてん

保
ぽうぽう

の改
かいかい

革
かくかく

を進
すすすす

める。この
発
はつはつ

言
げんげん

後
ごご

，水
みずみず

野
のの

は西
せいせい

洋
ようよう

兵
へいへい

学
がくがく

の研
けんけん

究
きゅうきゅう

を進
すすすす

め，薪
しん

水
すい

給
きゅう

与
よ

令
れい

（→p.63）を発
はっはっ

布
ぷぷ

する。

　阿
あ

部
べ

正
まさ

弘
ひろ

1843 ～
55年

ねんねん

まで老
ろうろう

中
じゅうじゅう

を務
つとつと

める。
水
みずみず

野
のの

の対
たいたい

外
がいがい

政
せいせい

策
さくさく

を引
ひひ

き
継
つ

ぎ，慣
かんかん

例
れいれい

を破
やぶやぶ

って大
おおおお

型
がたがた

船
せんせん

建
けんけん

造
ぞうぞう

の禁
きんきん

止
しし

を解
とと

く。

評
ひょうひょう

価
かか

1
結
けっけっ

果
かか

的
てきてき

に明
めいめい

治
じじ

政
せいせい

府
ふふ

はこの不
ふふ

平
びょうびょう

等
どうどう

条
じょうじょう

約
やくやく

の改
かいかい

正
せいせい

に苦
くるくる

しんだ。
幕
ばくばく

府
ふふ

の交
こうこう

渉
しょうしょう

は失
しっしっ

敗
ぱいぱい

である。

評
ひょうひょう

価
かか

2
当
とうとう

時
じじ

の状
じょう

況
きょう

下
かか

で最
さいさい

大
だいだい

限
げんげん

の努
どど

力
りょくりょく

をし，
結
けっけっ

果
かか

的
てきてき

に日
にっにっ

本
ぽんぽん

は植
しょくしょく

民
みんみん

地
ちち

化
かか

をまぬか
れた。交

こうこう

渉
しょうしょう

は失
しっしっ

敗
ぱいぱい

とはいえない。

歴
れきれき

史
しし

家
かか

たちの評
ひょうひょう

価
かか

上陸用ボート
応接所

ペリー

星条旗

警備の武士

出迎える役人

日本側の屋形船

アメリカ艦船

〈ウイリアム＝ハイネ原画『ペリー提督提督・横浜上陸の図』横浜開港資資料館料館蔵館蔵〉
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① アメリカは日本を親友と思ってお
り，かつ，アメリカは戦争で領土
を獲

かく

得
とく

したことはない。
② 西洋各国は貿易を盛

さか

んに行ってお
り，アメリカの希望は外交官の江
戸への駐

ちゅう

留
りゅう

と自由貿易である。
③ アロー戦争が終

しゅう

盤
ばん

になり，イギリ
ス・フランスの脅

きょう

威
い

が迫
せま

っており，アヘン貿易に
よる害悪も危

あや

ぶまれる。
④ アメリカとの条約があれば，欧

おう

州
しゅう

諸国との確
かく

執
しつ

が起
こった際，アメリカ大統領が仲立ちをする。 〈一部要約〉

第３条　 下
しも

田
だ

・箱
はこ

館
だて

港
こう

のほか，神奈川と長崎，新潟，兵庫を開港する。
神奈川開港の６か月後に下田は閉

へい

鎖
さ

する。
第４条　 日本に対する輸出入の商品には，別記のとおり日本政府へ関

税を納めること。…アヘンの輸入は禁止する。
第６条　 日本人に対して法を犯したアメリカ人は，アメリカ領事裁判

所で調べたうえ，アメリカの法律で罰
ばっ

する。アメリカ人に対
して法を犯

おか

した日本人は，日本の役人が調べたうえで , 日本の
法律で罰する。

第７条　 開港場においてアメリカ人の歩ける範
はん

囲
い

は…神奈川，六
ろく

郷
ごう

川
筋を限界とし，そのほかは各方面 10 里とする。 〈一部要約〉

第２条　 伊豆の下
しも

田
だ

，松
まつ

前
まえ

の箱
はこ

館
だて

（函館）の両港は，ア
メリカ船が薪

しん

水
すい

・食料・石炭など欠
けつ

乏
ぼう

してい
る品を日本で調達するために限って渡

と

来
らい

する
ことを，日本政府は許可する。

第３条　 アメリカ船が日本沿岸に漂
ひょう

着
ちゃく

したときは救助
し，漂

ひょう

流
りゅう

民を下田または箱館に護送し，アメリカ人が受け取
れるようにする。

第９条　 日本政府は，現在アメリカ人に許可していないことをほかの
外国人に許可するときは，アメリカ人にも同様に許可する。

第11条　 両国政府は，やむをえない場合には，合衆国の領事を下田に
駐
ちゅう

留
りゅう

させることがある。もっともそれは条約調印から 18 か
月後でなくてはならない。 〈一部要約〉

補�足①　第２条により，下田・箱館（函館）の開港が認めら
れたが，漂流民の保護，薪水・食料・石炭の供給に限定
したもので，従来の薪水給与令と変わらなかった。
補足②　第９条は，片

へん

務
む

的最
さい

恵
けい

国
こく

待
たい

遇
ぐう

の承認であり，欧
おう

米
べい

諸国では双
そう

務
む

的に結ぶことが一
いっ

般
ぱん

的になっていたことか
ら，不平等な内容となっていた。
補�足③　第11条における領事の駐留については，日本語文

では双
そう

方
ほう

が，英語文は一方が必要とした場合となってお
り，結果的に領事が下田に置かれることとなった。

補�足①　第４条により，関税自主権を失ったが，1866 年の改正までは，日
本に有利な税率となっていた。商品別に値段か重さかで税率が定められた
が，のちの貿易の急増で，重さによる税率の方が対応しきれなくなった。
アヘンの禁止も重要であった。

補�足②　第６条は領事裁判権についてで，当時の日本の刑
けい

罰
ばつ

は欧
おう

米
べい

に比べて
かなり重く，このままでは欧米からの大

おお

幅
はば

な干
かん

渉
しょう

が予想されたため，幕府
側もこの形を望んだ。
補足③　第７条で外国人の歩ける範

はん

囲
い

を決めたことにより，外国商人が居留
地以外での商

あきな

いができず，日本の国内市場を守ることにもつながった。

資料●❸ 日米和親条約 （1854 年）

資料●❺ 日米修好通商条約 （1858 年）資料●❹ アメリカ総領事ハリスの
演説　（1857 年）

日米和
わ

親
しん

条約の内容検証 B

ハリスとのやり取り検証 C 日米修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条約の内容検証 D

最 終
課 題

読み解き  資料●❸において問題となる条文はあるだろうか。ま
た評価すべき条文はあるだろうか。

読み解き  資料●❹を踏
ふ

まえ，ハリスの演説は幕府にどのような
影
えい

響
きょう

を与
あた

えたと考えられるだろうか。
読み解き  資料●❺において問題となる条文はあるだろうか。また評価すべき条文
はあるだろうか。

　ハリス　アメ
リカの初代日本
駐
ちゅう

在
ざい

総領事。

　ペリー

積極開国派の意見
　神奈川・横

よこ

浜
はま

を
開港し，欧

おう

米
べい

諸国
からさまざまなこ
とを吸収して，幕
府の富国強兵を成
し遂

と

げるべき。

消極開国派の意見
　「アメリカは非侵

しん

略
りゃく

国」と言っ
ているが，風説書によれば事実
ではない。また，アヘンを中国
に輸出している事実もある。拒

きょ

絶
ぜつ

すれば戦争になるので，当分
は穏

おん

便
びん

な処置で対応すべき。

質問 1 あなたが資料●❸・資料●❺の条約のなかで「評価１の根
こん

拠
きょ

になる」と考える条文はどれか。

質問 2 あなたが資料●❸・資料●❺の条約のなかで「評価 2の根拠になる」と考える条文はどれか。

質問 3 あなたはこの幕府の対外交渉をどう評価するか，学習課題での考えを再検証してみよう。評価１と評価２の
根拠となる条文にもそれぞれ触

ふ

れて，説明してみよう。
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思考力・判断力・表現力を育成する
「歴史に迫る！」

条約を読み解くためのヒ
ントとなる「補足」を掲載
しているため，読み解く
ポイントがわかる。

幕府の対外交渉に対する
評価の根拠を資料から選
び取り，自分なりの評価
を下すことで思考力・判
断力・表現力が養える。

幕府の対外交渉について，歴史家たちの相反する評価を示し，思考を促す。

●�複数の資料を読み解き，なぜ当時の為政者はそのような判断を下した
のかなど，当時の状況を踏まえて考察する作業を通じて思考力・判断
力・表現力が育成できる。

教科書
ページ テーマ

p.43-44 フランス革命は人権宣言の理念を�
どこまで実現できたのか

p.67-68 幕府の対外交渉をどう評価するか

p.101-104 二十一か条要求の何を問題とすべきか

p.139-140 チェンバレンの政策をどう評価するか

p.179-182 黒人差別の克服にはどのような取り組みが必要なのか

●「歴史に迫る！」一覧　
〈全５テーマ〉

!

特色
３ アクティブラーニング で学びが深められる！
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10

15

20

求
もと

め，朝
ちょう

廷
てい

にも報
ほう

告
こく

した。それまで幕
ばく

府
ふ

が政
せい

治
じ

に関
かん

する意
い

見
けん

をこれほど広
ひろ

く求
もと

めたことは無
な

かったため，この後
ご

，朝
ちょう

廷
てい

や有
ゆう

力
りょく

大
だい

名
みょう

は発
はつ

言
げん

力
りょく

を強
つよ

め，

日
に

本
ほん

中
じゅう

の人
ひと

々
びと

が身
み

分
ぶん

を超
こ

えて政
せい

治
じ

に高
たか

い関
かん

心
しん

を持
も

つようになっていった。

翌
よく

54 年
ねん

，幕
ばく

府
ふ

は日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

を結
むす

び，外
がい

国
こく

船
せん

の補
ほ

給
きゅう

と漂
ひょう

流
りゅう

民
みん

の保
ほ

護
ご

を

認
みと

めた。以
い

後
ご

，露
ろ

・英
えい

などとも同
どう

様
よう

に条
じょう

約
やく

を結
むす

んだ。さらにアメリカから

の自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

への強
つよ

い要
よう

請
せい

は続
つづ

き，アロー戦
せん

争
そう

の推
すい

移
い

が伝
つた

えられると，幕
ばく

府
ふ

は開
かい

国
こく

して貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

うことを決
けつ

断
だん

した。こうして 58年
ねん

に，日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれ，ヨーロッパ諸
しょ

国
こく

とも同
どう

様
よう

の条
じょう

約
やく

が結
むす

ばれた。諸
しょ

条
じょう

約
やく

には，

関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

が無
な

く領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

を認
みと

めるなど，日
にっ

本
ぽん

に不
ふ

利
り

な不
ふ

平
びょう

等
どう

項
こう

目
もく

が含
ふく

まれており，その解
かい

消
しょう

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の外
がい

交
こう

交
こう

渉
しょう

における課
か

題
だい

となった。

　日
にっ

本
ぽん

は，欧
おう

米
べい

との条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

により，世
せ

界
かい

市
し

場
じょう

へ参
さん

加
か

さ

せられた。そして，貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になると国
こく

内
ない

経
けい

済
ざい

は混
こん

乱
らん

した。世
せ

界
かい

的
てき

に不
ふ

足
そく

した生
き

糸
いと

や蚕
さん

卵
らん

紙
し

が大
たい

量
りょう

に輸
ゆ

出
しゅつ

され，国
こく

内
ない

の絹
きぬ

織
おり

物
もの

業
ぎょう

は原
げん

料
りょう

不
ぶ

足
そく

となり打
だ

撃
げき

を受
う

けた。海
かい

外
がい

で人
にん

気
き

の茶
ちゃ

も盛
さか

んに輸
ゆ

出
しゅつ

された。一
いっ

方
ぽう

，良
りょう

質
しつ

で安
あん

価
か

な綿
めん

糸
し

が輸
ゆ

入
にゅう

され，国
こく

内
ない

の綿
めん

関
かん

係
けい

産
さん

業
ぎょう

も混
こん

乱
らん

した。変
へん

化
か

に

適
てき

応
おう

した新
あたら

しい商
しょう

人
にん

が台
たい

頭
とう

する一
いっ

方
ぽう

，庶
しょ

民
みん

は苦
くる

しい生
せい

活
かつ

に追
お

い込
こ

まれた。

人
ひと

々
びと

は欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に従
じゅう

属
ぞく

することを恐
おそ

れ，さまざまな政
せい

治
じ

勢
せい

力
りょく

となって日
にっ

本
ぽん

の独
どく

立
りつ

を維
い

持
じ

しようと活
かつ

動
どう

した。幕
ばく

府
ふ

をはじめ諸
しょ

藩
はん

でも，欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

に対
たい

抗
こう

するために軍
ぐん

事
じ

力
りょく

強
きょう

化
か

と人
じん

材
ざい

登
とう

用
よう

を中
ちゅう

心
しん

とする近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

が進
すす

められた。

幕
ばく

府
ふ

は欧
おう

米
べい

の学
がく

問
もん

を学
まな

ぶ蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

や，海
かい

軍
ぐん

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

ぶ海
かい

軍
ぐん

伝
でん

習
しゅう

所
じょ

を設
せっ

置
ち

し，

そこには諸
しょ

藩
はん

の家
か

臣
しん

も招
まね

かれた。さらに幕
ばく

府
ふ

や薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

は海
かい

外
がい

へ使
し

節
せつ

や留
りゅう

学
がく

生
せい

を派
は

遣
けん

した。こうして欧
おう

米
べい

の文
ぶん

明
めい

に触
ふ

れた人
じん

物
ぶつ

の多
おお

くは , 明
めい

治
じ

以
い

降
こう

，近
きん

代
だい

化
か

改
かい

革
かく

の指
し

導
どう

者
しゃ

として活
かつ

躍
やく

した。

選択肢

➡p.68
どうどうどう

➡巻末１ ➡p.62

➡ p.68
かんんんぜいぜいぜい

➡p.78
じょうょうょう

開
かいかいかい

国
こくこくこく

の影
えいえい

響
きょうきょう

と
近
きんきん

代
だいだい

化
かか

改
かいかい

革
かくかく ➡p.41

ないいいけいけいけい

➡p.2
んんんけいけいけい

3

3

4 史料

　　　ペリーが日
にっ

本
ぽん

へとやって来
き

た理
り

由
ゆう

を，
本
ほん

文
ぶん

から書
か

き出
だ

そう。
確認

　　　ヨーロッパへの対
たい

応
おう

について，p.61
～ 62の清

しん

と日
にっ

本
ぽん

で，異
こと

なっている点
てん

とその
理
り

由
ゆう

を説
せつ

明
めい

しよう。

説明

　民
みん

衆
しゅう

は，苦
くる

しい生
せい

活
かつ

のなかで幕
ばく

府
ふ

の改
かい

革
かく

のた
めに次

つぎ

々
つぎ

と重
じゅう

税
ぜい

を課
か

されたことで，幕
ばく

府
ふ

への支
し

持
じ

を急
きゅう

速
そく

に弱
よわ

めていった。知
ち

識
しき

人
じん

や豪
ごう

農
のう

たちの
なかには，みずから集

あつ

めた情
じょう

報
ほう

や国
こく

学
がく

などの学
がく

問
もん

を通
つう

じて政
せい

治
じ

体
たい

制
せい

への批
ひ

判
はん

力
りょく

を高
たか

め，草
そう

莽
もう

の
志
し

士
し

として活
かつ

動
どう

する者
もの

も現
あらわ

れた。

3

諸
しょ

大
だい

名
みょう

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

の結
けっ

果
か

意
い

見
けん

なしと回
かい

答
とう

する藩
はん

や，そもそ
も回

かい

答
とう

がなかった藩
はん

も見
み

られた。

2

幕
ばく

末
まつ

の物
ぶっ

価
か

の変
へん

遷
せん

開
かい

港
こう

後
ご

，大
おお

幅
はば

な輸
ゆ

出
しゅつ

超
ちょう

過
か

による品
しな

不
ぶ

足
そく

で輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

の値
ね

段
だん

が高
こう

騰
とう

した。連
れん

動
どう

して米
こめ

など生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の物
ぶっ

価
か

も高
こう

騰
とう

し，多
おお

くの庶
しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

藩
はん

府
ふ

の命
めい

を受
う

け，1863 年
ねん

から
イギリスに密

みっ

航
こう

留
りゅう

学
がく

した 5人
にん

は，帰
き

国
こく

後
ご

に長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の改
かい

革
かく

や明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の近
きん

代
だい

化
か

で活
かつ

躍
やく

した。

4

蒸
じょうじょう

気
きき

仕
じ

掛
か

けでさまざまな細
さいさい

工
くく

をする様
ようよう

子
すす

は，
目
めめ

を驚
おどろ

かせるようなすばらしい工
こうこう

程
ていてい

で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見
みみ

る間
まま

に百
ひゃくひゃく

個
ここ

もできる。…この機
きき

関
かんかん

を我
わわ

が国
くにくに

でも用
もちもち

いる
ことができれば，国

こくこく

益
えきえき

は計
はかはか

り知
しし

れないと思
おもおも

われ
る。 〈村垣範正の日記より，現代語訳〉

幕
ばくばく

府
ふふ

使
しし

節
せつせつ

のアメリカ視
しし

察
さつさつ

海
かいかい

軍
ぐんぐん

造
ぞうぞう

船
せんせん

所
しょしょ

の見
けんけん

学
がくがく

（1860年
ねんねん
）

史史史
 料

２
部
４
章

アメリカの開
かい

国
こく

要
よう

求
きゅう

について，幕
ばく

府
ふ

が意
い

見
けん

を求
もと

めると，諸
しょ

藩
はん

からは大
おお

きく４種
しゅ

類
るい

の意
い

見
けん

が提
てい

出
しゅつ

された。朝
ちょう

廷
てい

や天
てん

皇
のう

は，アメ
リカとの自

じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

の開
かい

始
し

には基
き

本
ほん

的
てき

に反
はん

対
たい

していたが，日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許
きょ

容
よう

した。

海
かい

外
がい

対
たい

応
おう

をめぐる論
ろん

争
そう

アメリカの要
ようよう

求
きゅうきゅう

を受
うう

け入
いい

れる論
ろんろん

開
かいかい

国
こくこく

論
ろんろん

：積
せっせっ

極
きょくきょく

的
てきてき

に外
がいがい

国
こくこく

と交
こうこう

流
りゅうりゅう

し，貿
ぼうぼう

易
えきえき

を行
おこなおこな

うべきだ。
許
きょきょ

容
ようよう

論
ろんろん

：アメリカの開
かいかい

国
こくこく

要
ようよう

求
きゅうきゅう

を認
みとみと

めざるをえないだろう。

アメリカの要
ようよう

求
きゅうきゅう

を拒
きょ

絶
ぜぜつ

する論
ろんろん

非
ひひ

戦
せんせん

論
ろんろん

：開
かいかい

国
こくこく

は拒
きょきょ

絶
ぜつぜつ

するが，戦
せんせん

争
そうそう

も避
さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論
ろんろん

：戦
せんせん

争
そうそう

となってでも外
がいがい

国
こくこく

は追
おお

い出
だだ

すべきだ。

考えよう ❶四
よっ

つの論
ろん

はどのような理
り

由
ゆう

で唱
とな

えられたのか，これまでの学
がく

習
しゅう

を基
もと

に考
かんが

えよう。
❷意

い

見
けん

の傾
けい

向
こう

は 1853年
ねん

と 57年
ねん

で変
か

わっているが，その理
り

由
ゆう

を考
かんが

えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょうい

しゅうこうつうしょう

〈本庄栄治郎『日本経済思想史研究』〉
0
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400

600

800

1000

7068666462605856
（明治元）

格を
100とした指数　（（　　　　　1854年の価格
100とした指数 ））すう

1854

米

年

物絹織物

菜種油
な たねあぶら

〈『近現代日本経済史要覧』〉

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

井
いの

上
うえ

馨
かおる 山

やま

尾
お

庸
よう

三
ぞう

井
いの

上
うえ

勝
まさる

遠
えん

藤
どう

謹
きん

助
すけ
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5

10

15

20

張して攻
こう

撃
げき

を始め，満洲を占
せん

領
りょう

した（満洲事変）。翌 32 年，日本軍はこの

地に満洲国をつくり，清朝最後の皇
こう

帝
てい

であった溥
ふ
儀
ぎ

を執
しっ

政
せい
（34 年より皇

帝）としたが，実権は関東軍を中心とした日本側が握
にぎ

っていた。

　この事態に対し中国は，国際連盟に提
てい

訴
そ

して紛
ふん

争
そう

の解決を図った。国際

連盟はリットン調査団を派
は

遣
けん

し，満洲の主権は中国にあるとする一方で，

実質的に日本の権益を認める内容の報告を発表した。しかし 33 年， 国際

連盟総会で満洲国の不承認が可決されると，日本は，国際連盟主導による

経済制裁などを回
かい

避
ひ

する思
おも

惑
わく

もあり，連盟を脱
だっ

退
たい

した。

　こうした日本の軍事行動は，中国における現状維
い

持
じ

などを決めた九か国

条約に違
い

反
はん

しており，また，不戦条約締
てい

結
けつ

後の国際秩
ちつ

序
じょ

を崩
くず

す最初の行動

となった。軍事的制裁手段を持たない国際連盟は有効な手段を取れず，そ

の権
けん

威
い

を低下させ，国際協調体制は大きく揺
ゆ

らぐこととなった。

　　　　　　　日本国内では，多くの新聞が満洲事変を積極的に支持し，

昭和恐慌に苦しむ国民も軍が不況を打開することを期待した。

　満洲事変後に蔵
ぞう

相
しょう

を歴任した高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

は，政府支出を増大し，大規模な

公共投資を行った。この結果日本は，資本主義国のなかで真っ先に不況か

ら立ち直った。既
き

成
せい

財
ざい

閥
ばつ

主導の下
もと

で重化学工業が発展し，急成長した新興

財閥は朝
ちょう

鮮
せん

・満洲との経済的結び付きを強化した。しかし綿製品などの輸

出増大により，ブロック経済を採ったイギリスなどとの貿易摩
ま

擦
さつ

は深刻に

なった。一方，目的を達成した関東軍は，共産党との対立を抱
かか

えた中国国

民党軍と，1933 年に停戦協定を結び，中国と満洲国の間に中立地帯を設

定した。以後日本は，軍事的手段による勢力拡張を抑
よく

制
せい

し，満洲国の育成

に力を注ぎ，日本からの移民政策を推
お

し進めた。

３

1932 〜 45 ３ ➡ p.80 1906 〜 67

動画

➡ p.108

4

➡ p.109 ２ ➡ p.113

5

日本の
経済回復

選択肢

人物

QR

6 ４

QR

➡ p.124

（昭和８）

➡ p.3,116

　　　　日本の軍事行動はどのような条約に
違
い

反
はん

していたか，本文から書き出そう。
確認

　　　　なぜ，日本の人々は，軍部による満
洲への進出を止めることができなかったのか，
あなたの考えを説明しよう。

説明

　　 重化学工業の発展４

３
部
３
章

（工業総生産額）
その他

紡績
ぼうせき軽工業

重化学
工業

億円

0
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100

150

200

250

1929
（昭和４）

31 33 35 37 38 年

35

35
38

33
30
%

（107）

（79）

（112）

（150）

（211）

（252）

29

31

33

36

27

29

44

23

27

50

23

22

55

〈『長期経済統計』〉

　1920 年代までは，満洲を
中国の一部だと認める新聞紙
が多かったが，満洲事変発生
後，ほぼ全紙が日本の軍事行
動を自衛だと擁

よう

護
ご

し，満洲
の独立を認める論調になっ
た。国民の多くも同調したた
め，幣

しで

原
はら

外
がい

相
しょう

（→ p.110）は事
変不拡大の方針を維

い

持
じ

できな
くなった。事変を批判したの
は，吉

よし

野
の

作
さく

造
ぞう

（→ p.117），石
いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

（→ p.104）らごく少数
であった。

中国大陸進出に対する日本国内の反応選択肢
歴史の

陸軍少佐が地方の農民に向けて行った演説（1930年ごろ）
　諸君は五反

たん

歩
ぶ＊の土地をもって，息子を中学にやれるか，娘

むすめ

を女学
校に通わせられるか。ダメだろう。…他人のものを失敬するのは褒

ほ

めたことではないけれども，生きるか死ぬかという時には背に腹は
かえられないから，あの満

まん

蒙
もう

の沃
よく

野
や

を頂
ちょう

戴
だい

しようではないか。
＊約 0.5 ヘクタール 〈加藤陽子『満州事変から日中戦争へ』〉

満洲事変に対する石
いし

橋
ばし

湛
たん

山
ざん

の意見（1931年 9月 26日）
　この問題の解決が困難なのは，つまり満

まん

蒙
もう

が中国の領土であるか
らだ。…中国人が，彼

かれ

らの領土と信じる満蒙に，日本の主権の拡張
を嫌

きら

うのは理
り

屈
くつ

ではなく，感情である。…いくら善政を敷
し

かれても，
日本国民は，日本国民以外の者の支配を受けることを快いと感じな
いように，中国国民にもまた同様の感情があることを許さねばならぬ。

考えよう  なぜ，日本国民は中国大陸への進出を支持したのか考えよう。

　　平和的な制裁手段が検討された結果，1935
年にアメリカで交戦国への武器の輸出を禁じた
中立法が作られるなど，経済的な制裁が整備さ
れていった。

5

　　世界恐
きょう

慌
こう

後の不
ふ

況
きょう

のなかで，三
みつ

井
い

，三
みつ

菱
びし

，
住
すみ

友
とも

などの財
ざい

閥
ばつ

が市場を独
どく

占
せん

するようになった。
財閥は，持ち株会社を通じて多くの企

き

業
ぎょう

を傘
さん

下
か

に収め，支配を強化した。

6

　　1933 年３月に正式に脱
だっ

退
たい

を通告し，1935
年に発効した。
4

日本のケインズ

　アメリカで奴
ど

隷
れい

と
して売られるなど波
乱の青年期を過ごし
た後，官界に入り，
日銀総裁，総理大臣
などを歴任した。満
洲事変後，大

おお

蔵
くら

大臣
として積極的な財政
政策を取り，不

ふ

況
きょう

からの脱
だっ

出
しゅつ

に成功したため，
「日本のケインズ」とも称

しょう

される。軍事予算の
抑
よく

制
せい

に努めたことから，陸軍の青年将校に敵
視され，二・二六事件（→ p.129）で殺害された。

高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

（1854〜 1936）
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資料の特質と読み解き技能技能をを磨くをを 1

　過去を知るための資料にはさまざまなものがあるが，資料にはそれぞれ特質があり，読み取れることや，読み取る際に注意すべき点に
違
ちが
いがある。それぞれの特質に注意しながら，資料を活用していこう。

　絵画は，その絵画の制作者の考えだけでなく，依
い
頼
らい
者の考えが反映されることがある。事実に忠実に描

えが
かれているように見えても，

事実に反することが描かれていることもある。

● 図像資料
絵画

❷作者や依
い

頼
らい

者に注目
　左の絵は，ナポレオン
の支持者であったスペイ
ン王が依頼した作品であ
り，右の絵は，ナポレオ
ンの死後にアメリカ人と
イギリス人が依頼した作
品である。

❶人物のイメージに注目
　二つの絵は，ナポレオ
ン（→ p.37）という人物
をどのような人物として
描
えが

こうとしているか，と
いう点で表現が異なって
いる。

　風刺画は人物や事件などを誇
こ
張
ちょう
してユーモラスに描

えが
かれた絵であ

り，ポスターは見る者に対して，意見を訴
うった
えるために作られたもの

である。このため，この二つは必ずしも事実を正確に伝えているわ
けではないが，制作者の考えが
明確に出るため，当時の社会を
知るうえで重要な資料になる。

　写真は実際の光景をそのまま映し出すため，正確に事実を伝えてい
るように見える。しかし，撮

さつ
影
えい
者の意図により，写したいものだけ写

すことが可能であり，また，あとから加工されることもある。

風
ふう

刺
し

画・ポスター 写真

　　 ナポレオンを描
えが

いた二つの絵画〈左 ダヴィド作『サンベル
ナール峠でアルプスを越える第一統領』 マルメゾン博物館蔵 1800 年 縦
261cm ×横 221cm，右 ドラロッシュ作『アルプスを越えるボナパルト』 
ルーヴル美術館蔵 1848～50 年 縦 289cm ×横 222cm〉

1 読み解き 二つの絵が描
えが

かれた時代はどのよう
な時代だったのか，時代背景の違

ちが

いから，この絵
の意図を考えてみよう（→ p.35〜38）。

　　 明治時代の欧
おう

化
か

政策に関す
る風刺画〈ビゴー作〉　 読み解き こ
の風刺画は，当時の日本の社会
をどのように風刺しているだろ
うか。

2

　　 太平洋戦争（→ p.132）
でビルマの油田を攻

こう

撃
げき

する
日本兵　 読み解き この写
真の兵士たちは，勇

ゆう

敢
かん

と臆
おく

病
びょう

，どちらに見えるだろう
か。見た人は戦争について
どのような印象を持つだろ
うか。

3

7
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思考力・判断力・表現力を育成する
「歴史の選択肢」

資料の収集・整理・分析の技能が
習得できる「技能を磨く」

開国にあたって唱えられ
た４つの論調の理由と，
2つの条約についての意
見の変化の理由を考察で
きる。

満洲に対する２つの意見を比較して，なぜ多くの国民は中国大陸進出
に同調したのかを考察できる。

絵画の読み解きにお
いて注目すべきポイ
ントを示しているの
で，資料を読み解く
手法が具体的にわか
る。

●�学習している時代に国内外で議論となった歴史上の出来事を取り上げ，
当時の人々の意見と選択を考察するコーナー。

●�資料を読み解く手法や情報の集め方・まとめ方などを解説。
探究活動や探究科目の基礎になる。

教科書
ページ テーマ

p.64 海外対応をめぐる論争

p.78 日露戦争に関するさまざまな
意見

p.124 世界革命論か一国社会主義論
か

p.128 中国大陸進出に対する日本国
内の反応

p.150 全面講和と多数講和

p.160 核戦争への恐怖　米ソの指導
者たちの決断

p.162 旧安保条約の課題と改定をめ
ぐる闘争

p.174 沖縄の本土復帰は達成したか－沖縄の基
地問題から「沖縄の本土復帰」を考える

教科書
ページ テーマ

p.7-8 資料の特質と読み解き

p.9 資料の比較・関連付け

p.85 情報の集め方

p.86 情報のまとめ方�意見交換の方法

p.198 レポートや小論文の書き方

●「歴史の選択肢」一覧　
〈全8テーマ〉

●「技能を磨く」一覧
〈全5テーマ〉

!

!
技能技能をを磨くをを

選択肢
歴史の

特色
３ アクティブラーニング で学びが深められる！

⬇教科書p.64 ⬇教科書 p.7

⬇教科書 p.128

26 27

特
色
３



●デジタル端末でご活用いただける副教材をご用意。

＊詳細はQRコードからご覧いただけます。

基本用語の定着が図れる。560問掲載。

 　一問一答

近現代の学習に必要な概念用語を中
心に解説。195語掲載。

  　用語解説

巻頭2-巻頭3の世界の歴史年表，巻頭
4の日本の歴史年表のデータを掲載。

　 　年表

スマートフォン
からも閲覧可能。

●�教科書巻頭7「QRコードについて」や，
教科書の裏表紙のQRコードを読み取る
ことでアクセス可能。

＊�QRコードを読み取り，表示
されたウェブサイトにアクセ
スした際には，通信料がかか
る場合があります。
＊�QRコ ード は(株)デ ン ソ ー
ウェーブの登録商標です。

 

テーマ テーマ
１ 　第一次世界大戦中に工場で働く女性
　(アメリカ) 10 　西ドイツに亡命する東ドイツの兵士

２ 　民衆に向かって演説するレーニン 11 　サンフランシスコ平和条約調印
３ 　フォードの自動車工場(1928年)　 12 　東京オリンピック
４ 　ナチ党のパレード 13 　イラン=イスラーム革命
５ 　混乱するニューヨーク証券取引所 14 　ベルリンの壁の開放
６ 　ナチ党支配下のドイツ 15 　天安門事件
７ 　昭和天皇と面会する溥儀(1935年) 16 　倒壊する世界貿易センタービル
８ 　真珠湾攻撃の被害 17 　湾岸戦争
９ 　原爆で破壊された広島市街 18 　アメリカを目指す移民 ◀掲載している動画

◀�拡大・縮小，書き消し機能付き

◀�正誤自動判定

オリジナルコンテンツの
世紀別世界地図▶

観点別レーダーチャート▶

▲「ベルリンの壁の開放」の例

教科書に QR
動 画 のマークがある写真に関連する動画を 18点掲載。

　  動画

現在の世界地図のほか，部の導入で掲
載している世紀別の世界全図を10点
掲載。

 　　地図

※その他，「外部リンク」のコンテンツが掲載されています。

デジタル準拠ノート　明解 歴史総合 デジタル版：定価980円（税込）
セット版（書籍＋クラウド配信）：定価1,480円（税込）

●�教科書準拠ノートを，タブレット用に再構成。
＊�生徒向け機能：正誤自動判定/オリジナルの「見方・考え方問題」
＊�先生向け機能：学習状況管理/観点別レーダーチャート自動作成/作問ツール

こちらの
ノートの
デジタル版
です。

明解歴史総合図説 シンフォニア 三訂版　� クラウド配信版：定価820円（税込）
セット版（書籍＋クラウド配信）：定価1,320円（税込）

●タブレット端末で閲覧できる「クラウド配信版」と，書籍とクラウド配信の「セット版」を用意。
●�クラウド配信版オリジナルコンテンツとして，表示要素を自由に選択できる世紀別世界全図を全12点収録。

こちらの
資料集の
デジタル版
です。

歴史総合

QR
コンテンツ

デジタル
副教材

教科書内容の理解を助ける 
充実のコンテンツ デジタル副教材も完備

28 29

＊価格は 2024年度版のものです。



①教科書誌面（紙の教科書と同内容）
②拡大・縮小，書き消し，保存機能
③特別支援教育対応機能
　・リフロー *表示や総ルビ，白黒反転，読み上げの機能を搭載。
＊書体や文字サイズ，行間，余白などを自由に変更して表示する機能です。

明解
歴史総合ノート
定価710円（税込）

教科書完全準拠でオールカラーの
見開き構成。確認問題を充実させ，
知識の定着を強力にサポート。

●��教科書1見開きにつき10～20枚を用意。先生ご自身で加工も可能。
●��白黒反転版も収録。

◀�教科書 p.63-64 に対応した�
授業スライドの一例

◀教科書p.63-64に対応したページ

◀�教科書p.63-64に対応した授業プリント（左），
p.67-68に対応した特設ページワークシート（右）

明解歴史総合図説
シンフォニア 三訂版
定価850円（税込）

資料読解を通して，日本と世界の
かかわりが見える資料集。
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A

　日本

　　　　　　　　　欧
おう

米
べい

の船が日本に近づくなか，幕府は，オランダ風
ふう

説
せつ

書
がき

など外国からもたらされる情報や，西洋の地理書の翻
ほん

訳
やく

，帰国した漂
ひょう

流
りゅう

民からの情報を通じて，ヨーロッパ諸国の世界進出への

認識を深めていた。アヘン戦争で大国の清
しん

がイギリスに敗れたことが清の

商人などから日本に伝わるなか，幕府は 1842 年に薪
しん
水
すい
給
きゅう
与
よ
令を出して欧

米諸国との紛
ふん

争
そう

を避
さ

ける一方，より一層の海防の強化を進めた。

　また，海外情報は蘭
らん

学
がく

者たちのネットワークにより日本各地にも伝わる

ようになり，海外に高い関心を持つ大
だい

名
みょう

も現れるようになった。水
み

戸
と

藩
はん

で

は尊
そん

王
のう

思想と外国を退けようとする攘
じょう

夷
い

が結び付いて尊
そん
王
のう
攘
じょう
夷
い

思想が生ま

れ，一方，佐賀藩や薩
さつ

摩
ま

藩ではヨーロッパの思想や技術を積極的に吸収し，

その進出に備えようという動きが強まった。また，これらの藩では，意見

を幕政に反映させるための模
も

索
さく

も始まっていった。

　　　　　　　　ヨーロッパにて 1848 年からの動乱やクリミア戦争が起

こると，アメリカがヨーロッパ各国の隙
すき

を突
つ

いて日本を目

指した。太平洋岸への国土拡大を達成したアメリカは，南
ナン

京
キン

条約で開港し

た清との貿易における中
ちゅう

継
けい

地点と，日本近海における捕
ほ

鯨
げい

のための補給地

点を確保するため，日本を開国させようとペリーを派
は

遣
けん

した。

　1853 年，ペリーは浦
うら

賀
が

沖に到
とう

着
ちゃく

した。幕府は，アメリカ船の来航をす

でにオランダから通告されており，実力行使による対
たい

抗
こう

は難しいと判断し

て，開国を勧
かん

告
こく

するアメリカ大統領の国書を受け取った。その後，再び回

答を聞きに来るというペリーに備え，幕府は諸大名や下級の幕臣に意見を

海外情報への
対応

➡ p.61, 69

1

➡ p.41

➡ p.62

QR

➡ p.24

➡ p.24

➡ p.56

2

日本の開国 ➡ p.47 ➡ p.50

➡ p.51 ➡ p.62

人物

1794〜 1858➡ p.68

1

史料

黒船の来航と日本の対応 日本は，欧米諸国の進出に対して，どのように
対応したのだろうか。

学習
課題

薪水給与令，尊王攘夷，黒船の来航，日米和親条約，日米通商修好条約，関税自主権，領事裁判権中学校との関連

　　 日本で描
えが

かれたアメリカ船（1854年）〈神奈川県立歴史博物館蔵〉１

　　幕府が，長崎のオランダ商館長に提出させ
た，海外事情に関する報告書（→p.22）。
1

　　薩
さつ

摩
ま

藩
はん

，佐賀藩，長
ちょう

州
しゅう

藩などを中心に，財
政再建とヨーロッパ技術の導入といった改革が
進んだ。薩摩藩や長州藩では，実力のある下級
武士の登用も行われた。これらの改革の成功は，
軍事力の強化につながり，しだいに政局を動か
すようになっていった。

2

読み解き  幕府にとって，アメリカ船の来航は突
とつ

然
ぜん

の出来
事だったのだろうか。

日本→p.65　

前のできごと 　日本→p.61

次のできごと

4

1843 年の情報
　これまで清

しん

は（イギリス軍に）何度も打ち負け，清軍の
高官は皇

こう

帝
てい

にイギリス軍にはかなわないと報告しました
が，皇帝は取り合わず…イギリス軍

ぐん

艦
かん

はおびただしく，
皇帝も事態の沈

ちん

静
せい

化のためには和談を行うしかないと考
えを変えました。

〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

1852 年の情報
　アメリカ合衆国の政府は，交易を結ぶため日本に船を
送るようです。…指揮官「ペルリ」という者が総

そう

督
とく

となっ
たようです，…情報によれば，陸軍および攻

こう

城
じょう

の武器を
も積み込

こ

んでいるようです。
〈『別段風説書』より，現代語訳・一部要約〉

オランダから幕府にもたらされた情報
史
 料

日米の架
か

け橋となった

　土佐の漁師であっ
たが，14 歳

さい

の時（1841
年）に嵐

あらし

で遭
そう

難
なん

し，
太平洋の無人島でア
メリカの捕

ほ

鯨
げい

船に助
けられた。そのまま
アメリカに渡

わた

った万
次郎は，その船の名

前からジョン = マンとよばれ，働きながら英
語を学び，52 年に故郷の土佐へ帰ることが
できた。ペリー来航後には幕臣となり，60 年
に幕府の使節団の通訳として，再びアメリカ
に渡った。明治維

い

新
しん

後は，蕃
ばん

書
しょ

調
しらべ

所
しょ

の流れを
継
つ

ぐ開
かい

成
せい

学校（後
のち

の東京大学）の教授も務めた。

中
なか

浜
はま

万
まん

次
じ

郎
ろう

（1827? 〜 98）
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求め，朝
ちょう
廷
てい
にも報告した。それまで幕府が政治に関する意見をこれほど広

く求めたことは無かったため，この後，朝廷や有力大名は発言力を強め，

日本中の人々が身分を超
こ
えて政治に高い関心を持つようになっていった。

　翌 54年，幕府は日米和
わ
親
しん
条約を結び，外国船の補給と漂流民の保護を

認めた。以後，露
ろ
・英などとも同様に条約を結んだ。さらにアメリカから

の自由貿易への強い要
よう
請
せい
は続き，アロー戦争の推移が伝えられると，幕府

は開国して貿易を行うことを決断した。こうして 58年に，日米修
しゅう
好
こう
通
つう
商
しょう

条約が結ばれ，ヨーロッパ諸国とも同様の条約が結ばれた。諸条約には，
関税自主権が無く領事裁判権を認めるなど，日本に不利な不平等項

こう
目
もく
が含
ふく

まれており，その解消は明治時代の外交交
こう
渉
しょう
における課題となった。

　　　　　　　　　日本は，欧米との条約締
てい
結
けつ
により，世界市場へ参加さ

せられた。そして，貿易が活発になると国内経済は混乱

した。世界的に不足した生
き
糸
いと
や蚕
さん
卵
らん
紙
し
が大量に輸出され，国内の絹織物業

は原料不足となり打
だ
撃
げき
を受けた。海外で人気の茶も盛

さか
んに輸出された。一

方，良質で安価な綿糸が輸入され，国内の綿関係産業も混乱した。変化に

適応した新しい商人が台頭する一方，庶
しょ
民
みん
は苦しい生活に追い込

こ
まれた。

　人々は欧米諸国に従属することを恐
おそ
れ，さまざまな政治勢力となって日

本の独立を維持しようと活動した。幕府をはじめ諸藩でも，欧米諸国に対

抗するために軍事力強化と人材登用を中心とする近代化改革が進められた。
幕府は欧米の学問を学ぶ蕃

ばん
書
しょ
調
しらべ
所
しょ
や，海軍技術を学ぶ海

かい
軍
ぐん
伝
でん
習
しゅう
所
じょ
を設置し，

そこには諸藩の家臣も招かれた。さらに幕府や薩摩藩，長
ちょう
州
しゅう
藩は海外へ使

節や留学生を派遣した。こうして欧米の文明に触
ふ
れた人物の多くは , 明治

以降，近代化改革の指導者として活
かつ
躍
やく
した。

選択肢

➡ p.68

➡巻末１ ➡ p.62

➡ p.68

➡ p.78

開国の影
えい

響
きょう

と
近代化改革

➡ p.41

➡ p.2

3

3

4 史料

　　　　ペリーが日本へとやって来た理由を，
本文から書き出そう。
確認

　　　　ヨーロッパへの対応について，p.61
〜 62 の清と日本で，異なっている点とその
理由を説明しよう。

説明

　　民衆は，苦しい生活のなかで幕府の改革のた
めに次々と重税を課されたことで，幕府への支
持を急速に弱めていった。知識人や豪

ごう

農
のう

たちの
なかには，みずから集めた情報や国学などの学
問を通じて政治体制への批判力を高め，草

そう

莽
もう

の
志
し

士
し

として活動する者も現れた。

3

　　 諸大
だい

名
みょう

からの意見聴
ちょう

取
しゅ

の結果
意見なしと回答する藩

はん

や，そもそ
も回答がなかった藩も見られた。

2

　　 幕末の物価の変
へん

遷
せん

　開港後，大
おお

幅
はば

な輸出超
ちょう

過
か

による品不足で輸出品の値段
が高

こう

騰
とう

した。連動して米など生活必
ひつ

需
じゅ

品
の物価も高騰し，多くの庶

しょ

民
みん

は困
こん

窮
きゅう

した。

3

　　 長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

の留学
生　藩府の命を受
け，1863 年から
イギリスに密航留
学した 5 人は，帰
国後に長州藩の改
革や明治政府の近
代化で活

かつ

躍
やく

した。

4

　蒸気仕
じ

掛
か

けでさまざまな細工をする様子は，
目を驚

おどろ

かせるようなすばらしい工程で，筆
ひつ

舌
ぜつ

に尽
つ

くしがたい。…大
たい

砲
ほう

の弾
だん

丸
がん

が見る間に百
個もできる。…この機関を我が国でも用いる
ことができれば，国益は計り知れないと思われ
る。 〈村垣範正の日記より，現代語訳〉

幕府使節のアメリカ視察
海軍造船所の見学（1860年）

史
 料

２
部
４
章

　アメリカの開国要求について，幕府が意見を求めると，諸藩
はん

からは大きく４種類の意見が提出された。朝
ちょう

廷
てい

や天皇は，アメ
リカとの自由貿易の開始には基本的に反対していたが，日米和

わ

親
しん

条約の締
てい

結
けつ

についてはしかたがないと許容した。

海外対応をめぐる論争

アメリカの要求を受け入れる論
開国論：積極的に外国と交流し，貿易を行うべきだ。
許容論：アメリカの開国要求を認めざるをえないだろう。

アメリカの要求を拒
きょ

絶
ぜつ

する論
非戦論：開国は拒絶するが，戦争も避

さ

けるべきだ。
攘
じょう

夷
い

論：戦争となってでも外国は追い出すべきだ。

考えよう  ❶四つの論はどのような理由で唱えられたのか，これまでの学習を基
もと

に考えよう。
❷意見の傾

けい

向
こう

は 1853 年と 57 年で変わっているが，その理由を考えよう。

選択肢
歴史の 日米和親条約前の1853年

数字は藩数

受け入れ

許容論 14 ８
4

２ 非戦論 26

開国論 攘夷論 意見なし

拒絶

日米修好通商条約前の1857年

受け入れ

許容論 16 344

非戦論開国論 攘夷論

意見なし
7

拒絶

わ しん

きよぜつ

じょう い

しゅうこうつうしょう

〈本庄栄治郎『日本経済思想史研究』〉
0

200

400

600

800

1000

7068666462605856
（明治元）

1854年の価格を
100とした指数　（　　　　　　　）し  すう

1854

米

年

絹織物

菜種油
な  たねあぶら

〈『近現代日本経済史要覧』〉

伊
い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ

井
いの
上
うえ
馨
かおる 山

やま
尾
お
庸
よう
三
ぞう

井
いの
上
うえ
勝
まさる

遠
えん
藤
どう
謹
きん
助
すけ
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日本の開国は人々の生活にどのような変化をもたらしたの
だろうか。

世界市場へ参加した結果，国内経済は混乱し庶民の生活は
苦しくなったが，同時に近代化改革も進められた。

　
・欧米諸国への対応を，日本とほかのアジア諸国の共通点と相違点を
確認する。
・欧米諸国の来航が日本の歴史において持つ意義を，中学校までに学
習した明治時代の知識を踏まえ考察する。

発問③

解答③

ポイント

●開国の影響と近代化改革　
　・世界市場への参加　→　国内経済の混乱
　　　生糸・蚕卵紙の輸出…国内での原材料不足
　　　綿糸の輸入…綿関係産業に打撃
　・近代化改革の実施…軍事力強化と人材登用で欧米に対抗
　　　幕府：蕃書調所や海軍伝習所の設置
　　　各藩・幕府：海外へ使節や留学生派遣

発問③

図　　幕末の物価の変遷
幕末期，物価も賃金も上昇したため，その恩恵にあずかっ

た庶民でも一部は米穀を購入できた。しかし，慶応年間になると，
長州征伐など国内の軍事行動が活発になり，米の需要がさらに高
まったことで米価が突出して高騰し，米を購入できない庶民が増
え，大規模な一揆や打ちこわしへとつながった。
本文　日本中の人々が身分を超えて政治に高い関心を持つ

地域社会をリードした地方の豪農や裕福な商人たちのなか
には，学問を深く学ぶなかで，欧米列強の外圧を自分自身の問題
として強く意識し，本来の身分が果たすべき役割を超えて社会変
革を求め，尊王攘夷や倒幕運動に飛び込む者もいた。彼らを草

そう

莽
もう

の志士といい，脱藩した浪士などを含むこともある。
本文　領事裁判権を認める

近世期，外国人の裁判は外国人の属する国側で行うことが
多く，また幕領と各藩で法律体系が異なり外国人への適用が複雑
なため，交渉時に問題とされなかった。幕末期では，けんかなど
軽犯罪が主な領事裁判権の対象事例であった。明治時代になり，
重犯罪への対処から，外交問題と認識されるようになった。

３
解説

解説

解説

　❶開国論：特産品などの市場拡大や技術の導入
を期待したため。許容論：欧米諸国の軍事力から実力行使での対抗
は難しいと判断したため。非戦論：欧米諸国の軍事力を認識しつつ
も伝統的政治体制を維持しようとしたため。攘夷論：尊王思想によ
り伝統的政治体制を維持するため。
❷非戦論の割合が減少しているのは，アロー戦争の情報により欧
米諸国に軍事力で対抗するのが困難であるとの認識が広まったた
めと考えられる。

要求に対する態度のうち，積極的意見（開国論と攘夷論）の
場合は選択により生じるメリットに，消極的意見（許容論と非戦
論）の場合はデメリットに着目させる。また，意見聴取の読み取
りについては聴取の時期に着目し，どのような歴史的事件によっ
て意見の変化が生じたのかを考察させる。

考えよう 解答例

解説

アメリカの開国要求に対して幕府がとった行動は，それま
でと何が違い，どのような意味があったのだろうか。

諸大名や下級の幕臣などに広く意見を求めて朝廷にも報告
した。身分にかかわらず政治に対して意見を持つきっかけとなった。

教科書p.63本文21行目以降の記述通り，それまで幕臣は
幕府に対して政治的意見を表明することが許されていなかったにもか
かわらず意見を求められたことにより，公議政体へ向けた端緒となっ
た。

発問②

解答②

ポイント

●日本の開国　
　・アメリカの日本進出…対清貿易の中継点，捕鯨の補給基地
　・1853年　ペリーが浦賀に来航…開国を勧告
　　→　幕府が諸大名や幕臣に意見を求め朝廷へ報告
　　　　…朝廷や有力大名の発言力強まる
　・1854年　日米和親条約の締結…露・英とも同様の条約を締結
　　　　外国船の補給，漂流民保護など
　　→　アメリカがさらに自由貿易要請，開国・貿易の実施へ
　・1858年　日米修好通商条約の締結…欧州諸国とも同様の条約
　　　　不平等項目…関税率の協定，領事裁判権の承認

発問②

江戸幕府や諸藩は，欧米諸国のアジア進出に対し，どの
ように考えていたのだろうか。

幕府は欧米諸国の軍事力に脅威を感じたのに対し，藩の
なかには欧米諸国に対抗しようとするものもあった。

江戸幕府と水戸藩・佐賀藩・薩摩藩の違いのように，欧
米諸国に対する考え方には主体によって差があった。

指導のポイント
発問①

解答①

ポイント

●海外情報への対応　
　欧米の日本への進出情報　→　幕府や藩による対応
　　①江戸幕府の対応…�オランダ風説書，帰国した漂流民など
　　　・薪水給与令の発布（1842年）…紛争回避＋海防強化
　　　　　アヘン戦争での清の敗北の影響
　　②各藩の対応…蘭学者のネットワーク
　　　　水戸藩…尊王攘夷思想の発生
　　　　佐賀・長州・薩摩藩…ヨーロッパの思想や技術導入

板書例
発問①

　　　　縮刷版上のマーカー部分を参照。
　�　　　清は抵抗して戦争を行ったのに対し，日本は開国して欧米を受
容した。この違いは欧米諸国の軍事力などに対する認識の度合いに差
があったことによる。

１．清と日本それぞれの対応を比較して相違点を説明している。　
２．�史実を用いて，自分が挙げた相違点の理由を説明している。

確認・説明　解答例
確認
説明

評価のポイント

１．�欧米諸国に対して日本側が採った対応を，行動の主体（幕府と各藩）
に着目して理解する。

２．�清と日本の欧米諸国への対応における相違点を挙げ，その理由につ
いて考察し，表現する。

　�　　　　　　　　　　日本が「西洋の衝撃」に対してどう対応したのか
を，行動主体に着目して理解したうえで後の時代への影響を考察する
ことで，「西洋の衝撃」の歴史的意義について追究する材料を獲得させ
る。

【課題の解答例】
　江戸幕府は，それまで行っていなかった諸大名や下級幕臣への意見の
聴取および朝廷への報告をしたうえで，開国という決断をした。

本時のねらいと学習課題

「章の学習課題」との対応

図　　日本で描かれたアメリカ船
黒船の来航により，新しい科学技術を前提とした軍事力の

存在を民衆は驚きと興味をもって知ると同時に，対応に当たる幕
府や武士階級の混乱ぶりが民衆に露見することになった。情報は
瓦版や手紙を通じて全国に素早く伝播した。
本文　蘭学者たちのネットワーク

知識人である蘭学者の多くは医者であり，1850年代から種
しゅ

痘
とう

普及のため，同じ流派の全国的なつながりをもったほか，地域
のなかでつながりがあった。さらには教育や学問サークルなど，
蘭学者以外の知識人同士の情報交換のネットワークができており，
海外情報や政治情報まで情報共有がなされた。
本文　意見を幕政に反映させるための模索

当初，危機感をもった有志の大名は，縁戚関係や交友関係
を駆使して幕府内への影響力を模索した。ペリー来航に際し，幕
府は諸大名や旗本などからも意見を聴取した。決定権は幕府がも
つとされたが，これを機に，外様大名などが政治参加への道を切
りひらくこととなった。

1
解説

解説

解説

　江戸幕府はオランダから，アヘン戦争による欧
米の軍事力の脅威や，アメリカが武装したペリーを派遣すること
についての情報を得ていた。

1843年の情報からイギリスの軍事力が強大であることが
読み取れる。また，1852年の情報から，幕府は武装したアメリカ
船の来航を知らされていたことが読み取れる。この２点の読み取
りに，アメリカの軍事力への推論を加えたい。

読み解き 解答例

解説

２部４章　アジア諸国の動揺と日本の開国

4 黒船の来航と日本の対応
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年 組 番／名前   

 

□学習課題  

Q：日本は，欧米諸国の進出に対して，どのように対応したのだろうか。

 

＜学習のポイント＞ 

（1）欧米諸国に対して日本側が採った対応を，行動の主体（幕府と各藩）に着目して理解しよう。 

（2）清と日本の欧米諸国への対応における相違点を挙げ，その理由について考察し，表現しよう。 

 

●海外情報への対応  

欧米の日本への進出情報 → 幕府や藩による対応 

⑴江戸幕府の対応…オランダ風説書，帰国した漂流民など 

・1842 年 〔① 〕の発布…紛争回避＋海防強化 

アヘン戦争での清の敗北の影響 

⑵各藩の対応…蘭学者のネットワーク 

水戸藩…〔② 〕思想の発生 

佐賀・長州・薩摩藩…ヨーロッパの思想や技術導入 

 

●日本の開国  

・アメリカの日本進出…対清貿易の中継点，捕鯨の補給基地 

・1853 年 〔③ 〕が浦賀に来航…開国を勧告 

→ 幕府が諸大名や幕臣に意見を求め朝廷へ報告…朝廷や有力大名の発言力強まる 

・1854 年 〔④ 〕の締結…露・英とも同様の条約を締結 

外国船の補給，漂流民保護など 

→ アメリカがさらに自由貿易要請，開国・貿易の実施へ 

・1858 年 〔⑤ 〕の締結…欧州諸国とも同様の条約 

不平等項目…関税率の協定，領事裁判権の承認 

  

２部 ４章 アジア諸国の動揺と日本の開国 

４ 黒船の来航と日本の対応  
教科書  

p.63～64
年 月 日 

２部「近代化と私たち」４章「アジア諸国の動揺と日本の開国」教科書 p.67～68 

      年    月    日   年 組 番／名前

歴史に迫る！２「幕府の対外交渉をどう評価するか」  

課題０検証 A～Dに取り組む前に，どちらの評価が妥当だと考えるか，現時点での考えを明らかにしておこう。 

  

検検証証ＡＡ．．複複数数のの資資料料をを比比べべ，，共共通通点点をを明明ららかかににすするるここととをを通通ししてて考考ええててみみよようう                  p.9 

課題１ 資料❶，❷を読んで，正しいと思う方に○をしよう 

幕府は海外の情報を， 得ていた   ・   得ていなかった 

このため，海岸の防備が， 必要と考えた   ・   不要と考えた 

 

課題２ 資料❶，❷の情報を幕府はどのように得ていたか，教科書 p.63を基に考えてみよう。 

資料 情報源 

資料❶  

資料❷  

  

検検証証ＢＢ．．立立脚脚すするる視視点点をを変変ええるるここととをを通通ししてて，，資資料料をを多多角角的的にに考考察察ししててみみよようう                  p.8 

課題３ 資料❸の条文について，幕府の立場から評価し，下の表に分類してみよう。 

問題となる条文だと思う 評価すべき条文だと思う 

条文番号 そう思った理由 条文番号 そう思った理由 

    

  

検検証証ＣＣ．．複複数数のの資資料料をを関関連連ささせせ，，因因果果関関係係ににつついいてて考考ええててみみよようう                  p.9 

課題４ 教科書 p.62や，p.64図２も参考にして，積極開国派と消極開国派がハリスの演説をどう捉えるか考えてみ

よう。 

積極開国派  

消極開国派  

妥当だと 

考える評価 
 

そう考える

理由 
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●��教科書本体の見開きページの縮刷版をも
とに構成した，教科書と同じデザインの
指導用教科書。

●��発問例や解説などを具体的に掲載してお
り，授業の流れがわかる。

●��教科書の各見開きに対応した授業プリン
トを用意。先生ご自身で加工も可能。

●��教科書特設ページに対応したワークシー
トも用意。主体的・対話的で深い学びを
サポート。

指導資料1

学習者用デジタル教科書� アプリ版�定価1,100円（税込）/クラウド配信版�定価1,320円（税込）3

●指導を支援する教科書関連教材が充実。

▼白黒反転の例

書籍版副教材� ＊価格は2024年度版のものです。2

書名 内　容 定価

明解�歴史総合
指導用資料
指導用教科書

◆教科書本体の見開きページの縮刷版をもとに構成した，�
　教科書と同じデザインの指導用教科書。
＊こちらの販売形態は指導用教科書のみの単品販売です。�
　下記で紹介している指導書Webサポートはご使用いただけません。

4,400 円
（税込）

明解�歴史総合
指導資料
Webサポート
コンテンツ付

①指導用教科書
②指導書Webサポート *

22,000 円
（税込）

◆授業スライド（.pptx/Google スライド）�
◆授業プリント（.docx）
◆見通し・振り返りシート（.xlsx）
◆特設ページワークシート（.docx）　
◆評価問題例（テスト例）（.docx）　
◆図版アニメーション　　　
◆年間指導計画案・評価規準例（.xlsx）
◆板書例（.txt）　　　　　
◆教科書紙面（.pdf）
◆教科書本文（.txt）　　　�

◆�教科書掲載図版〈カラー /モノクロ〉
（.jpg）
◆設問〔学習課題・確認など〕の解答・解説（.txt）
◆『明解�歴史総合ノート』データ（.docx）
◆教科書QRコンテンツ〈一問一答〉（.xlsx）
◆教科書QRコンテンツ〈用語解説〉（.xlsx）
◆�教科書QRコンテンツ〈映像資料〉
　へのリンク
◆白地図集（.jpg）
◆参考文献

＊Webサポートは，帝国書院ウェブサイトからデジタルコンテンツをダウンロードいただけるサービスです。

③付録冊子
◆Webサポート紹介冊子

２部 近代化と私たち
４章 アジア諸国の動揺と日本の開国

教科書 ～

４ 黒船の来航と
日本の対応

史料 オランダから
幕府にもたらされた情報

１．欧米諸国に対して日本側が採った対応を，
行動の主体（幕府と各藩）に着目して
理解しよう。

２．清と日本の欧米諸国への対応における相違点を
挙げ，その理由について考察し，表現しよう。

日本は，欧米諸国の進出に対して，どのよう
に対応したのだろうか。

考えるポイント

学習
課題

②各藩の対応
…蘭学者のネットワーク

水戸藩… 尊王攘夷 思想の発生
佐賀・長州・薩摩藩

…ヨーロッパの思想や技術導入

海外情報への対応 ２

天皇を尊ぶ尊王
＋

外交を排除する攘夷

海外情報への対応

欧米の日本への進出情報
→ 幕府や藩による対応

①江戸幕府の対応
…オランダ風説書，帰国した漂流民など
・ 年 薪水給与令 の発布

アヘン戦争での清の敗北の影響

江戸幕府や諸藩は，欧米諸国のアジア進出に
対し，どのように考えていたのだろうか。

史料へ

紛争回避＋海防強化

課題の解答例
江戸幕府は，それまで行っていなかった諸大

名や下級幕臣への意見の聴取および朝廷への報
告をしたうえで，開国という決断をした。

日本は，欧米諸国の進出に対して，
どのように対応したのだろうか。

学習
課題

海外情報への対応

欧米の日本への進出情報
→ 幕府や藩による対応

①江戸幕府の対応
…オランダ風説書，帰国した漂流民など
・ 年 薪水給与令 の発布

アヘン戦争での清の敗北の影響

江戸幕府や諸藩は，欧米諸国のアジア進出に
対し，どのように考えていたのだろうか。

史料へ

紛争回避＋海防強化

▼授業スライド

▼授業プリント・特設ページワークシート

▼指導用教科書

Googleスライドも
ご利用いただけます

指導資料・関連教材の ご案内関連
教材

30 31

関
連
教
材



編集協力者
笹川　裕史　（大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎　教諭）
矢部　正明　（関西大学中等部・高等部　教諭）
特別支援教育に関する監修・校閲者
丹治　達義　（筑波大学附属視覚特別支援学校　教諭）

青木　一真　（東京都立国際高等学校　指導教諭）
大橋　康一　（滋賀県立高等学校　元教諭）
加藤　健司　（愛知県立天白高等学校　教諭）
川島　啓一　（同志社中学校・高等学校　教諭）
後藤　誠司　（京都市立高等学校　元教諭）
野々山　新　（愛知県立大府高等学校　教諭）
美那川　雄一　（静岡県立小山高等学校　教諭）
株式会社帝国書院

川手　圭一　（東京学芸大学　教授）
井上　正也　（慶應義塾大学　教授）
木村　直樹　（長崎大学　教授）
黒木　英充　（東京外国語大学　教授）
小林　亜子　（埼玉大学　教授）
瀧井　一博　（国際日本文化研究センター　教授）
奈良岡　聰智　（京都大学　教授）
松重　充浩　（日本大学　教授）

項　目 特　色

総合的な特色
・ 世界と日本のつながりがわかる本文やページ構成によって，世界とその中の日本を相互的な視野で学習できる。
・生活文化や人物などの豊富な特設とコラムで，歴史に興味・関心をもって学習できる。
・問いを深める構成や探究を促す特設によって，思考力・判断力・表現力が育成できる教科書になっている。

内容

・ 世界と日本の結び付きがわかるように本文やページ構成が工夫されており，日本と世界の相互的な関係を多面的・多角的に捉え
ることができる。また，各所にコラム「世界の中の日本」が設置されており，「世界とその中の日本」の視点をさらに深めることが
できるようになっている。

・ 各地域の風土と前近代史が，巻頭の資料「地域の歩み１～５」で簡潔に紹介されており，近現代史を理解するために必要な知識を
習得しやすいように配慮されている。

・ 歴史に影響を与えた「もの」や「人物」など，生徒に身近な観点が重視されており，歴史のおもしろさや楽しさを実感しながら学習
できる。

・部の冒頭にある「部の導入」では，中学校での既習事項をもとに，生徒自身が「問い」を立てられるように工夫されている。
・ 部の終わりにある「部のまとめ」では，「近代化」・「国際秩序の変化や大衆化」・「グローバル化」それぞれのテーマについて，現代

的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史の考察，構想が３ステップで無理なくできるように工夫されている。
・ テーマに沿って学習を深める特設「歴史に迫る！」やコラム「歴史の選択肢」が設けられており，アクティブラーニングがしやすい

ように配慮されている。
・ 特設「技能を磨く」では，歴史学習に欠かせない重要な技能がまとめられ，歴史的技能を着実に習得し，歴史的な見方・考え方が

身に付くようになっている。

構成・分量

・ 学習指導要領に合わせて，重要事項が適切かつ丁寧に解説されている。また，発展的な内容も学習できるように側注欄の解説や
資料，　特設コーナーが充実している。

・ 各部，各章に設置した「部の導入・部のまとめ」，「章扉・章のまとめ」により，学習の「見通し」と「振り返り」がしやすい構成に
なっている。

・ 原則，1時限1見開き構成となっているので，分量が適量で学習計画を立てやすくなっている。
・ 学習課題→導入資料→展開→確認・説明と学習の流れが整理されているため，効果的に学習できるようになっている。
・ 巻末の特設ページ「歴史総合 頻出用語解説」で，重要な歴史用語を丁寧に解説している。

表記・表現
及び

使用上の便宜

・ AB判のワイドな判型を生かして，写真やグラフ，地図などの資料が豊富に設けられており，視覚的にも理解しやすくなっている。
・ 本文ページの左上には，導入資料と発問「読み解き」が設置されており，生徒が資料を読み解き，考察する力を身に付けられるよ

う工夫がなされている。
・ 歴史事象の因果関係の記述が充実し，わかりやすい本文となっている。また，ふりがなや重要語句へのゴシック（太字）も効果的

に振られている。
・ 本文行間には，関連する事項が扱われているページの参照ページや，関連図版・コラム・QRコードへの図番号・参照マークが割
　り当てられている。

ユニバーサル
デザインへの対応

・ 本文や側注，キャプションなどの文字は，はっきり読み取ることができるユニバーサルデザインフォント（UDフォント）が使用
され，読み取りやすい配慮がなされている。

・ カラーユニバーサルデザインに配慮されており，色覚特性をもつ生徒にも読み取りやすい表現になっている。

その他

・ 紙は環境に配慮した用紙が使用されている。従来よりも軽く（旧課程教科書比，単位面積あたり約5％軽量），かつ裏写りがしな
い用紙となっている。

・インキには，再生産が可能な植物由来の油などを原料とするインキが使用されている。
・使用期間の間，破損することがないよう，堅牢なつくりになっている。
・ 指導資料やデジタル教科書・教材，準拠ノートなど，充実した関連教材が用意されている。

特色一覧

著作者

＊下記の表は，帝国書院ウェブサイトで閲覧・ダウンロードできます。

〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
TEL�03-3262-4795（代）
URL　https://www.teikokushoin.co.jp/

▲ �帝国書院特設ウェブサイト
はこちらから

©Teikoku-Shoin Co. ,Ltd.2024




